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当日配付資料

(案 )

事  務
平成 21年 1

日本医師会会長

日本歯科医師会会長

日本薬剤師会会長

日本病院薬剤師会会長

日本看護協会会長

日本小児科学会会長

日本臨床内科医会会長

日本感染症学会

厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部

「新型インフルエンザ治療開始後の注意事項についてのお願い」について (依頼 )

標記のお願いについてはt別添のとおりですので、貴会会員への御周知方よろしく

お願いします。

絡

日

連

胡



事  務
平成 21年 1

日本病院会会長

全 日本病院協会会長

日本医療法人協会会長

日本精神科病院協会会長

全国自治体病院協議会会長

各都道府県衛生主管部 (局)長
文部科学省高等教育局医学教育課長

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長

厚生労働省医政局国立病院課長

独立行政法人国立病院機構医療部医療課

防衛省人事教育局衛生官

厚生労働省労働基準局労災補償部労災管理課長

法務省矯正局医療分類課長

日本郵政公社人事部門厚生労働部長

厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部

「新型インフルエンザ治療開始後の注意事項についてのお願い」について (依頼 )

標記のお願いについて、別添のとおりですので、貴管下医療機関への御周知方よろ

しくお願いします。

なお、医療関係団体に別途協力依頼を行つたので、御了知願います。

絡

日

連

瑚



(男置)

新型インフルエンザ治療に携わる医療関係者の皆様ヘ

(治療開始後の注意事項についてのお願い)

○ インフルエンザ罹患時の異常行動及びタミフル服用後の異常行動等について、本
年 6月 16日 の安全対策調査会において、「リン酸オセルタミビル (タ ミフル)に
ついて」がとりまとめられ、
1)イ ンフルエンザ自体に伴い、異常行動が発現する場合があることがより明確に
なった。
2)タ ミフルについて現在講じられている措置 (注 1)は、現在も妥当であり、引き
続き医療関係者、患者 口家族等に対し注意喚起を図ることが適当である。
3)同 時に、他の抗インフルエンザウイルス薬についても、同様に異常行動等に関
する注意喚起 (注 2)を継続することが適当である。
とされています。
また、本年 9月 から、リン酸オセルタミビル (タ ミフル)、 ザナミビル水和物 (リ
レンザ )、 アマンタジン塩酸塩 (シ ンメトレル等)においては、改めて注意喚起の
徹底を実施しております。

○ 一方、インフルエンザ罹患時の異常行動に関する研究班 (岡部班)において、新
型インフルエンザが99%以 上を占める現在のインフルエンザの流行状況に合わ
せ、異常行動の報告が急増しており、これには抗インフルエンザウイルス薬処方を
受けた例並びに抗インフルエンザウイルス薬の処方を受けていない例が共に含まれ
るとともに、転落例も報告されています。

○ また、抗インフルエンザウイルス薬の製薬企業からの副作用報告においても、異
常行動の報告が流行に合わせて増加しており、この報告にも転落事例が含まれてい
ます。

○ 以上のことから、新型インフルエンザの罹患及び新型インフルエンザに対する抗
ウイルス薬処方に際しても、従来の季節性インフルエンザ同様に、異常行動発現の
おそれがあることが異常行動の報告状況からも明らかであるため、以下の点につい
て従来の季節性インフルエンザ同様に御配慮いただきたくお願いいたします。

万が一の事故を防止するための予防的な対応として、特に小児 日未成年者
については、インフルエンザ (新型インフルエンザを含む)と 診断され治療
が開始された後は、タミフルの処方の有無を問わず、異常行動発現のおそれ
があることから、自宅において療養を行う場合、
① 異常行動の発現のおそれについて説明すること
② 少なくとも2日 間、保護者等は小児 口未成年者が一人にならないよう
配慮すること

が適切であると考えられます。
このため、インフルエンザ治療に携わる医療関係者においては、患者・家
族に対し、その旨説明を行つていただきたい。

日
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月
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(注 1)平成19年 3月 20日 の緊急安全性情報 :

10歳以上の未成年の患者においては、因果関係は不明であるものの、本剤

の服用後に異常行動を発現し、転落等の事故に至つた例が報告されている。
このため、この年代の患者には、合併症、既往歴等からハイリスク患者と判

断される場合を除いては、原則として本剤の使用を差し控えること。

また、小児 口未成年者については、万が一の事故を防止するための予防的

な対応として、本剤による治療が開始された後は、①異常行動の発現のおそ

れがあること、②自宅において療養を行う場合、少なくとも2日 間、保護者

等は小児 日未成年者が一人にならないよう配慮することについて患者 口家族
に対し説明を行うこと。

なお、インフルエンザ脳症等によつても、同様の症状が現れるとの報告が

あるので、上記と同様の説明を行うこと。

(注 2)平成 19年 12月 26日 のザナミビル水和物及び塩酸アマンタジンに
対する服用 口使用後の異常行動等に関する使用上の注意の改訂 :

因果関係は不明であるものの、本剤の服用後に異常行動等の精神神経症状

を発現した例が報告されている。
小児 口未成年者については、異常行動による転落等の万が一の事故を防止

するための予防的な対応として、本剤による治療が開始された後は、 (1)異

常行動の発現のおそれがあること、 (2)自 宅において療養を行う場合、少な

くとも2日 間、保護者等は小児・未成年者が一人にならないよう配慮するこ
とについて患者 口家族に対し説明を行うこと。
なお、インフルエンザ脳症等によつても、同様の症状が現れるとの報告が

あるので、上記と同様の説明を行うこと。」
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老年者の突然死

(稲松委員提出資料)
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突然死の定義

突然死は英語の sudden deathに あたるもの

である。言葉の本来の意味からいえば目の前で

事故が起こり,直 ちに死が確認される場合であ

る。これを瞬間死といっている.しかしこれに

は目撃者,事故を直ちに確認する人が必要で,

老年者では病院内,老人ホームなどを除けば,

そのような場合は少なくなりがちである。事故

の発生,ないしは元気だった時刻から死亡の確

認までの時間をある程度区切つて報告は行われ

ている。WHOで は 24時間以内と定義 してい

る.

一般的な突然死という言葉は,日常生活上何

の支障もなく無症状だった人がある時予想もさ

れなかった突然死を遂げるという意味を含んで

いろ。医学的にみれば突然死は殆とが重症の疾

患があり。または発生し。それが解っていれば,

突然死がある程度やむを得ない。あるいは予測

されるものである。

老年者の突然死の原因

突然死の大部分
Jrl器質的疾患。とくに心臓。

動脈系:呼吸器系およびそれらの市I御系つまり

中枢に重大な異常があるものに生するもので ,

言い換えれば,こ れらに異常がなければ,老年

者でも突然死することは極めて稀なようにでき

°東京都老人医鳳センター研究検査利

ている。この基本的器宮の機能に何らかの障害

があるからこそ突然死が起こるのであって,こ

の器質的疾患,制御系の破綻の把握,同定が突

然死の予防にあたってまず必要である`

突然死の研究費科としては,病院′あるいは

監察医務院の割検統計と医師の死亡診断書があ

る_医師の死亡診断書は法律上死亡前 24時間

以内め診察を要すること・ 診断に
ついて信頼性

に劣る点があるので,誤診の少ない疾患,あ る

いは死亡詩間に限定 して利用さJ■る.老年者で

の突然死については藤井“が指摘して
いるごと

く,臨床診断が難しく,剖検なくしては診断が

信頼できない。

老年者は期待寿命も短く,死亡率は高く1当

然突然死も絶対数として多い。青壮年者の突然

死に比べてみると,従来老人病院での臨床と剖

検の地道な努力によりこブtまでにいくつかのま

とまった報告がなされている
けЛi図 1).

老年者突然死の研究の生かし方

老年者では期待寿命も短くなっていて,突然

死という形であつても天命という見方が一般的

であるせいか,老年者突然死について
`よ

原因,

頻度の報告に続くべき予防・対策の見地から
の

論点が少ないきらいがある.一方乳幼児,学童 1

青年・威人
の突然死については,長い期待寿命,

家族,社会に与える影響が大きいこと,補償,

…

瞬同死.虚血性心疾患1肥大性心筋症.匝晨呼吸障害L救急蘇生法
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保険の面からも問題になることもあって,そ・r7

解明,予防に力が注がれる意向がある。

突然死の機序:誘因を解明し,予防,対策を

建てるにあたっては年齢の壁はない.広く手L幼

児から老年者まで,器質的原因疾患の診断,ハ

イリスク者の同定,運動)安静1睡眠,温度 ,
湿度1季節などの活動因子,環境因子の解明を

行い,そ れに基づいて対策を普及させることが

必要である。特に危険園子を減少させること,

それに治療に寸刻の猶予のできない心臓突然死

に対しては:関係者の心肺蘇生術を含む教育ま

図 1 老年者突然死の原因の頻度〔文献 1):
2):31よ り引用)
{1):6時 間以内 48例,12:124時 間以内
103例,(31:6時間以内230例

で及ぶことが老年者突然死の研究を生かすこと

になる.

運動時の突然死については遺族に始まり,体

育関係者,学校関係者,スポーツ医学者からの

要請が強く,国によっては組織的に防止する体

制lができているところがある。また壮年期にお

ける虚血性心疾患からの突然死が非常に多い米

国では救急蘇生法の一般人への教育が,危険囚

子の減少と並んで力が入れられている.

消 fヒ器疾忠

大動照瘤破裂
12.5%腸血管障害

22_9,`

窒息.
12.5%

脳血管障害
20.1,`

窒£.
11.6%



隠通的生活,変際に匝の縮′:ヽ

老年者に突然死が多い理由,1薔徴

ib_L____3_Lコ ふ 脇 _慄

表 1 突然死が老年者に多い原国

1.老年者自身に内在する因子

i〕 発症から死亡まてが短い庚思の増加

急性心筋榎塞=心成裂.大動眼解籠.大動脈瘤

破裂,脳出血=脳動脈鰭破製

U:器盲子情力の低下
代 l■ttψ低下i 免崚力のLRT l感染の急激な進

展 l

ii3)自 律機能の低レベル1ヒ

睡眠無斗吸:圧反射の低下

市,自党閣値の上昇 (病脇期の短縮 )

節良.無痛缶 務傾塞

2.暉境因子

他人による男性の低下

按家族化。一人暮らし

加齢に基づく老年者自身に内在する因子と,2,

七年者の社会的役割から,他人からの認識が低下

していて,突然死にみえるという環境の影響の

二つがある {表 1}.老年者自身に内在する因

子には,心筋梗塞,大動脈溜破裂など発症から

死亡までが短い疾患の増加,器官予備力の低下

によって死亡が早まること:自覚閾値の上昇に

よって自党症状の出現が遅くなることが挙げら

れ,それに他人が気がっくまでの時間が遅れる

社会的要因があろう。

この二つの主要な背景に基づいて起こる老年

者突然死について従来いわれている特徴は表 2

に示 した。若壮年者と比べて原因疾患は心血管

疾患以外がかなりあろこと,急死するべき疾患

ではないのに急死がみられる。臨床正診率が低

い。密1検をしないと判らない。窒息が多いこと

などが挙げられている。  .

1。 原因疾患

老年者心臓突然死の原因は虚血性心疾患,弁

診断と治療・1991年・ 2号

`73}293

表 2 老年者突本死の特徴
t

●心血管疾患死以タトがかなりある。
・

●急JEす る疾患でないのに突然死がみら1■る。

無熱性ヨう災=急断 炎・ 急性馨炎= 自党闘値の上

昇 3i着在性にみえる

●心血管疾患では壮年と同じく虚山性心疾患が多いが、

肥大性′し、筋症=一次性心室性不整籠の突然だは少な

ιl.

●大動脈層蛾梨0大動訛解離が壮キより多い。
●出床正診率が低く=割検しないと分からない。

稲出血はIP・l外

●菫忠力r多い。

caf`coronaire:館 を詰まらせる

●割確しても不明のものがある。償序の濯明が必要 .

倒 :輔気胆。高度亀背での突然死`Fi眠呼吸障害

心 腋 裂

不 整 派

心 不 全

陳 1日 性 心 筋 梗 塞

大動脈弁狭窄`問鉗不全

`ふ

急  ・性
全

死

離

他

解猟
心
劫

4_5%

8_0%

5_7%

4_5%

∞_5%

10_2%

膜症=心不全があるが,中でも虚血性心疾患は

やはリトップである (表 3)。 欧米では壮年か

ら虚血性心疾患が圧倒的に多く。病院へ着く前

に死亡する者も多くっ危険因子を減らすことと

並んで。病院へ着く前の除細動:リ ドカイン投

与などを含む救急処置が熱心に試みらオ1ている

ほどである。しかし日本ではそれに比較すれば,

壮年者力らき筋梗塞で急死するのは新聞に載って

話題にはなるがっそれは高い危険因子のために

冠勤脈硬 fヒが早く進展したものであって、虚血

性心疾患白体は老年者にかけてピークをもつ疾

表 3 心血管突沐死の内訳 〔文献 3〕 より引用〕
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老年者の心血管突然死
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患である.

若壮年者の心臓突然死と比べると老年者では

急性心死,い わゆるボックリ病と肥大性心筋
症“
~・
による突然死・一次性不整脈死が少ない:

その遠因の一つは老年者では高血圧が生前みら

れやすく.高血圧。性心肥大とされたり,剖検で

冠硬化があったりして=それに原因を求められ

易いこともあろう。別の理由としては老年者に

達するまでにボックリ病なる形態。あるいは月巴

大性心筋症,一次性不整脈が海汰されてしまう
か:治癒するか,あ るいは急死 し難くなること
が考えられる。

剖検統計には出ていなくても prOspectiveに

みると1老年者 WPW症 候群で副伝導路の不
応用が短くて,心房細動時に心拍数が多くなる
もの,ま た一般にベースメーカー植え込み患者

は多少とも突然死のリスクがあり,注意しなけ
ればいけなも`。

老年者では上行大勤脈と左室流出路が 90度

前後の角度をなし,左童流出路の中隔の肩が張
り出し: これをsigrnoid scPtumと いってぃる.

甚だしい場合はこれが流出路狭窄として働き:

閉塞性肥大性心筋症を来すといわれる。筆者ら

がみる老年者の1巴大性心筋症は,若壮年者と異
なり:β遮断剤が効き難<:ジ ギタリスが効き,
突然死を来しにくい印象があるが,断定的なこ
とは PrOspecdve studyを 待たなければいけな

もヽ .

若年者に比べて壮老年者にもう一つ特徴的な

のは大動暉層の破裂,大動脈解離による突然死
である。老年者では壮年者より増加する。前兆

を示すこともあるが,心膜内に破裂,出血:心
タンポナーデとなるものは典型的な瞬問死とな

る。臨床診断に至らないことが多く。治療は更

に難しい。長期的には動脈硬 rこの危険因子を若

壮年から減らすこと,短期的には安静,降圧療
法,心収縮力を減らすβ遮断蔚投与ぅ運動負荷
とくに怒責動作の回避が挙げられる。

2.突然死の原因としての老年者虚血性心疾・.

患の特徴

老年者の虚血性:き疾患による突然死もまた老

年者の性質をよく反映している。心筋榎塞は高

齢ほど無痛性便塞といわれるように典型的な症

状を示さない。症状が全 <な いかっあっても非

特異的症状で過ぎ,診断が下されないで突然死
で終わり易い.75歳以上では心Л薗卒中で発症
することがある,高齢になるほど多枝病変が多
く,陳旧性便塞合併例が多く,心内膜下便塞の

割合が増す。心破裂・心不全:シ ョックが多く,

高齢ほど予後が悪い。

高齢者ほど胸痛が少ないから,診断には胸痛
が無くても,息切れ:めまい:疲労といった不
特定の症状に対しても心電図を撮ることが必要

である。心破裂は高齢者に特徴的に多く,便塞
が始まって3-4日以内に多い。心破裂は正常血
圧だった左室肥大のない者に多い。加齢による

大動脈硬化と心臓自体の弁などの結合組織の硬

fヒによって左室駆出に対するインピーダンスが

増加していることが最大の原因と筆者は考えて

い る。

3.醗血性心疾患による突然死の時間とその

原因

挟心症,心筋梗塞発作が朝に多く:無 1市性
ST低下も午前に多いことは知られていろが !

心臓突然死も朝に多い。
~".脳
梗塞の発症は正

午前に多く。クモ膜下出血は午後 6時から深夜
にかけて多いので同じ血管障害といってもりlら

かにリズム,従って原因も異なる。起立位をと
ること,日中の活動に入ることなどによる交感

神経緊張の増加が関係 していると思わ11て い

る.β遮断剤 :ま この朝の心筋虚血1便塞発作を

減らす効果がある“。心臓突然死の朝のビーク

も同様にβ遮断剤で減少させられる,.・ C、室性

不整脈は朝に多いわけではないので,こ れは不

整脈を予防したことによるとは限らないと思わ

れる。朝に冠血栓を来しやすい因子として,覚



醒後の血圧上昇による粥腫の崩壊からの血栓形

成,冠動脈の緊張の上昇・血小板凝集能
の充進 ,

線溶能の低下などが言われている。血漿コーチ

ゾル濃度は覚醒時最高に連し,以後午前中に低

下する。血漿カテコラミン1心拍数,血圧は 6

時から正午にかけて上昇し,そのため左室駆出

時間は短縮する。これら}ま朝に心筋酸素消費量

の増加を来 し,冦血栓の誘引因子の増加ととも

に朝の発症を来しやすくする。

朝の他に夕方にも心臓突然死のビークがみら

れる。この理由については1食事)飲酒,活動

期から活動停止期に移行することが原因と考え

られている_

4.心臓突然死をどのようにして予防,発見し.

治療するか

医師または看護婦が老年者に接する場合D以

上のような特徴をよく知った上で診断に手抜か

りのないようにすることは当然である.

しかし突然死の機会が多いのは病院外におい

てであり,発見された時は既にショック.,こ、室

細動がみられ,救命の第一条件は脳の不可逆的

変化の起こらないよう,呼吸`脳血行を維持)

回復させることである。従って老年者と限らず

すべての年齢の息者にとって役に立つ心肺蘇生

法を広く一般に普及させることが必要である。

心臓突然死が多い米国ではこの問題は切実で

ある.米国では毎年 1]500万人の:b筋便塞発症

があり,54万人が心筋梗塞で死亡し,そ のう

ち 30万人は病院に着く前に死亡している。こ

の死亡の 1ノ4は突然死が最初にして最後の症状

である日.このため実に多大の研究と防止の努

力が欧米では心臓突然死に向けて為されてい

る。

心臓突然死を直ちに救急する目的で,救急蘇

生法の普及運動が実際行われた米国シア トル市

の例
nを みてみよう。シアトル市では救急蘇生

法を組織的に 20万人に教育した。その結果,

1980年で心停止患者の 40%I・■たまたま居合わ
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せた人によって蘇生法が行われている。その場

合の救命率は 43%で ,そ うでない場合の救命

率 21%に 比べて実に2倍の成績を得ている。

また救命後の脳障害も少なくて済む。救命率を

よくする因子は11`居合わせた人による蘇生 :

2.若年13.心室細動の電位が高い。4.救急

隊が早期に到着する35。 除細動を早期にかけ

ることであった。

次に突然死のハイリスク群を同定し,積極的

に予防,治療することが必要である。突然死に

なるところを救命された患者は原因疾患によっ

て
ド
再び心室細動に陥る確率があ争

(この救命

された場合をニアミスといつている)。 その危

険因子としては左:心機能が低いもの:心不全の

既往・ 陳旧性心筋梗塞,高度の冠硬化,男性,

高騰:電気生理学的試験で不整脈が誘発され易
も`もの,運動負荷で狭心症や血圧低下が起こる

もの、喫煙などがある嘲.

心不全を prOspec巨 veに みて突然死を検討し

た成績"では危険因子は左室駆出率,心室性期

外収縮の頻度・連発心室性期外収縮の頻度,心
室頻脈の頻度・低心機能・ トレッドミル運動負
荷時間,非虚血性心疾患であった。ホルター心

電図での心室頻脈の頻度は独立して急死と有意

の関係があった.

陳旧性心筋便塞の突然死を抗不整脈剤で予防

する試みは成功していない助励。心室性不整派

は一部の群では突然死の危険因子であるが:突

然死する冠動脈疾患を同定すること:ま不可能で

ある。心室性不整脈よりも左心機能低下と後電

位 late pOEendalの ほうが突然死の危険因子と

しては有力である。late potentialは reenヒ y再

入を起こす遅tヽ伝導路が′き室の一部にあること

を示している。抗不整脈剤自体の催不整脈作用

が問題となっている。β遮断剤以外の抗不整脈

剤については有効性が不明である。

心筋梗塞を伴わない一次性不整脈発作のニア

ミスはそれから 1年間に 30%と 高い突然死の
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確率がある.この患者をモニターしてみると:

致死性不整脈は起こっているのに,抗不整脈剤
は無効で,軽症の不整脈のみを抑制しているの

がみられる。電気生理学的検査ではこれら危険

率の高い患者の不整脈の機序,持続性,血行カ

学への影響が把屋でき,予後の予想ができる。

副伝導路再入回路の切断焼侍,自動除細動機植

え込みn町などの手術治療あるいは有効・rg薬配

の選択が可能であり。予後の改善が可能である.

スポーツにおける老年者突然死

近年スボーツによる健康の増進に関心が寄せ

られ,老年者も積極的に参加するようになって

いる。老年者の運動中の突然死は比較的報告が

乏しく。学童の突然死 :よ圧倒的に運動中が多い

のと対照的である。監察医務院の徳留りがス

ポーツ中の突然死剖検 103人をまとめた報告で

は 60代 12人 170代 H人:計 23人 22%で あっ
た。その 65歳以上での死因は虚血性心疾患 9

例,そ の他の心疾患 1例。大動FFK瘤破裂 4例・
Л麟血管系 3例であった。スボーツの種類は若年

者と比べるとゴルフ,ゲートボール・ ダンスと

いった軽スポーツがみられる。また同 じく徳留

がまとめた全国 5年間のスポーツ突然死 624

例"では 65歳以上は 97名 15.5%あ った。老年

者スボーツ時の突然死の死因は循環器系:中枢

神経系に限られ`熱中症はみられな
い。壮年者

のスボーツ突然死と比べると大動脈瘤破裂が相

対的に多いほかは,な んら変わるところがない。

老年者スボーツ突然死の予防には軽スボーツと

いえども若壮年と同 じ注意,運動負荷を含めた

医師のチェックを受ける。ウォームアッフ
',ク ー

リングダウンを気をつけて行うことが必要であ

る。

窒息,肺炎による突然死とその予防

窒息は咳反射が加賄,脳血管障害などの疾患

で低下 していることを背景として起こる。 しか

し健康者でもcatt coronaire{料理屋での狭心

症発作)と し`われる誤廉:あ るいは正月に頻発

する餅を喉に詰まらせる事故が起ころ.フ ラン

スでは cafe corOnaireに 対 して料理屋■誤鳴物

を摘み出す大きなビンセット様の金に子を用意し

ているぐらいであるから,窒息の可能性がある

集団では,心肺蘇生法の一環に加えて,家族・ 介

護者:監督の立場にあるものの教育と用具の用

意が必要である。乳幼児では逆さまにして背中

を叩くなど母親がjら得ているのを見習う必要が

ある.

肺炎による突然死を避けるためには1思者か

ら何らかの訴えがなければ非常に困難である。

何らか非4寺異的でも訴えがあつて肺炎を疑えば

後は容易である。老年者では発熱,理学所見に

乏しく,診断は自血球数,X線撮影に頼ること
になる.

睡眠時低酸素血症,睡眠呼吸障害とそ
の予防,治療

睡眠呼吸障害は,75歳以上の男性に多い,
睡眠呼吸障害は高炭酸ガス血症3低酸素症D肺
動脈圧上昇,不整脈の誘発から循環系の機能低

下を起こし:呼吸器疾患患者,高度の亀背患者
の突然死を起こし得る。原因不明の突然死には

睡眠時低酸素血症があった可能性がある。

睡眠中の無呼吸発作あるいは低呼吸により,

低酸素血症がもたらされる。前者:ま睡眠無呼吸

症候群:後者は慢性閉塞性肺疾患:肺結核後遺

症にしばしば認めらオ1る、

睡眠呼吸障害の原因となる疾患としては甲状

腺機能低下症,偏桃腺肥大症.脳血管障害,心
不全,肥満 I Pick面 ckian症候辟:が重要であ

る.睡眠呼吸障害を増悪させる園子としてはア
ルコール,鎮静薬,鎮痛薬.睡眠案,麻薬,男
性ホルモンがある。

睡眠呼吸障害で肺胞低換気が起こると慢性閉

基性肺疾患,肺結核後遺症では低酸素血症が強



く起ころ.肺結核後遺症では胸瞑癒着や胸郭形

成術のため覚醒時から肺胞換気量が低めで

PaCO,が高く,高炭酸ガス血lI~への換気応答

が弱く,睡眠時の低換気により炭酸ガス蓄積が

起こっても換気の克進が起こらず,低酸素血症

が増強するコ。このような器質的肺疾患がなく

ても,老年者では心不全や高度の亀背・ 衰弱患

者で睡眠中に肺換気量が低下し,低酸素血症ゝ

あるいは高炭酸ガス血症に悩まされることがあ

る.

治療としてはまず増悪因子となる鎮静剤など

を避ける.経口呼吸中枢刺激剤は theOphylline,

aceCazolamide,progesterone力 用ゞいられるコ。

TheophJ‖ne(300～ 600 mg/日 〕は phos―

phOdiesleraζ 9 inhibitorで cプCLc ALfPを 増加さ

せる:気管支拡張とともに中枢全般・ 特に呼吸

中枢刺激作用がある。theophylhne,よ覚醒 しや

す くし,REM睡 眠を■OnREM睡眠より多く

する。また呼吸筋の cOntractihtyを 高め,疲労

の回復を促進する川.治療域レベルまで十分血

中濃度が連していることを確認しながら投与す

るのが良い.

Acetazolamde(Dね m6x250～ 500 mg/日 〕

は腎細尿管で carbonic anhydraseを 阻害 し,

炭酸ガス蓄積を防ぎ.代謝性アシドーシスを起

こして呼吸中枢を刺激する.

Progesteroneは女性で内因性 prOgesterone

が増加する黄体期や妊娠で肺換気量が増加する

ことか ら,治療上用いられるようになった

(medroxy progesterone acetate 60-100 mg/

日。chlormedinon acetate 50 mg/日 )。 直接呼

吸中枢を刺激するか,または男性ホルモンとの

相対的関係もい1つれている。

睡眠無呼吸症候群は興味あることに未熟児,

乳幼児にもみられる。睡眠無呼吸症候群は乳幼

児 突 然死 1置 候群:  sudden infane death syn‐

dromel SIDSの 一つの重要な原因とされてい

る。この乳幼児における睡眠無呼吸症民群はよ
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く研究されていて:老年者の睡眠呼吸障害の参

考になる。乳幼児の無呼吸歴候群では:無呼吸。

睡眠時のチアノーゼがみられ,吸引,鳴下・呼

吸の協調運動が巧くいかなく,異常呼吸曲線 1

胃,食道逆流現象がみられる。このような症状

がある群では突然死は≦5%にみられ,症状が

なく,無呼吸のみでは≦2%にみられる。

Bronchopuimonary dysP!asia BPDは 新生児

呼吸不全で人工呼吸器、酸素吸入療法を受けた

後にみられる心臓呼吸器系の異常を総称する。

BPDの一部は急死するものがある.経過中に

慢性の高炭酸ガス血症 (50 rnmHg以上),重

炭酸塩 >30 mMo1/L,左 室および右室肥大,

多剤投与1反復するチアノーゼ発作・ 不叩熱が

多くみられる。百床的に安定,改善している時

期に急死が起ころ。徐脈から心停上に至り,直

ちに救急処置を施しても救命できない。BPD

で急死するものは生存するものと比べて有意

に,1.説明のつかない左室肥大と,2.xanth‐

ine誘導体 itheOphy‖ine)と β刺激剤の投与が

多い鉤.成人における肥大性心筋症に突然死が

多いことと関係があろうと思われる。

睡眠無呼吸症候群のうちの突然死の確率が高

い症例を脳幹聴覚刺激電位記録を撮って同定

し,積極的に予防する試みは未だ満足すべき結

果を得てないコ.Theophynineは無呼吸症候群

に効果があり,突然死を予防すると思われるが ,

これを確定する報告は未だない出.

突然死の原因としての中枢神経疾患

中枢神経系が原因の突然死には脳とくに脳幹

出血・ ク
モ膜下出血 1脳動脈瘤破裂)がみられ

る。心臓死と異なり,す ぐには死亡に至らない

ので医師の診察する時間的余裕が比較的あり。

特有の臨床所見から,臨床診断が為されること

が多い。CTがあれば診断は容易であるが ,
CTのない時代でも,脳出血の診断は正確に為

されていた“.脳血管障害による突然死の鑑別
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診断では心臓に原因が求められる心脳卒中に気

をつける必要がある。

クモ膜下出血,脳出血では心電図で QT延
長,T波の平低:逆転,ST低下,上昇など再
分極の異常がみられる。これらの変化は不整脈

に先行することがあり,交感神経系によって伝
幡されている。中枢神経系由来の不整脈 :ま突然

死の素地となる。島葉 (Insula)は 心調律に関

係しており,脳出血,脳卒中,てんかんでの急
死に関係している可能性があるa.

脳梗塞後痙摯の 1割jは抗痙攣剤が無効で遷延

することがあり]急死の原因となり得る。てん
かんでの突然死の頻度は年 Ql-0.3%と いわれ
る,症状のあるてんかんでは高率である.しか
し老年者で

`よ

少なもヽ.アルコール中毒,抗痙撃
剤の服用が不規則なことがみられる。自律神経

を経由する不整脈,神経性肺水腫,後方心不全
が原因と考えられている■.

ま と め

老年者に突然死の多い原因としては,1.,い
筋梗基,大動脈瑠破裂,脳幹出血など発症から
死亡までが短い疾患の増加・ 2。 自律機能の低

レベル化を含めた器官予備力の低下,3.無痛
性心筋便基にみらオ■るような自覚闘値の上昇が

挙げられる。

老年者突然死の特徴としては 1.窒息死,呼
吸器疾患死など心血管疾患死以外がかなりあ

る.2.急死する疾患でないのに突然死がみら
れる_3。 若年に多い肥大性心筋症,ボックリ
病は少ない.4。 大動脈瘤破裂,大動脈解離が
壮年者より多い。5.臨床正診率が低く,剖検
しないと判らない。6.窒息1急性心停止に対
する救急処置の習熟.教育が必要,7.学童と
対照的にスポーッ時の突然死は少ない。8.=1
検しても不明のものがあり:睡眠時呼吸障害な
ど病態生理の解明が必要である.
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資料 1-1

推定接種者数及び副反応報告頻度について

1.新型インフルエンザワクチンの医療機関からの報告
(単位 :例 (人 ))

接種日※ 推 定 接 種 者 数

(回分 )

副反応報告数

(報告頻度 )

うち重篤報

(報告頻度)

彗数

死亡報告数

(報告頻度)

10/19-10/25 864.862 304 20
■
―

0.04% 0.002% 0.0001%

10/26-11/1 711,088 330 16 0

0.05% 0.002% 咄

11/2-11/8 523,196 174 17 3

0.03% 0.003% 0.001%

11/9-11/15 2,502,707 101 12 6

0.004% 0.0004% 0.0002%

11/16-11/24 1,342,255 180 44 21

0.01% 0.002% 0.002 %

11/25-11/26 6
■
１ 0

不 明
■
‥

合計 5,944,108

H21.11.23現在

1096 110 31

0.02% 0.002% 0.0005%

※ 平成 21年 11月 26日 まで



2.季節性インフルエンザワクチンの実績 (薬事法に基づく副作用報告)
推定接種者数 副反応報告数

非重篤

(下段報告頻度)

重篤

(下段報告頻度) うち死亡例

(下段報告頻度)

平成 20年度 4740万 人
121人

2人

(明らかな関連なし)

0.0002%

100万人に 2人

0.000004%

1億人に4人

平成 19年度 4164万 人
121人

4人
(明らかな関連なし)

0.0003%

100万人に 3人
0.000010/0

1000万 Aに 1 人

※追加情報等により、前回公表時よリー部修正



料 1-2

副反応症例の内訳 (性別・年齢別 )

1.性別

2.年齢別

男 231  (21.10/o)

女 861  (78.50/o)

不 明 4 (0.4%)

年齢 副反応報告数 重篤報告数 死亡報告数

0～ 9歳 55 5 0

10～ 19歳 27 5 0

20～ 29歳 198 14 0

30～ 39歳 286 17 0

40～ 49歳 228 15 0

50～ 59歳 156 9

60～ 69歳 60 9 3

70～ 79歳 42 12 8

80歳以上 42 24 19

不 明 2 0 0

合計 1096 110 31



資料1-3

重篤症例一覧
年齢
(代 )

性 別 接種日
時

種

同

接 基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など ヨリ反応の内容 ヨJ反応発生日 ヨ果関係 重篤度 漱帰日 讚帰内容

女 平成21年 10月 19日
さはアレルギー

アナフィラキシーシヨック 平成21年 10月 19日 関係有り 重篤 平成21年 10月 19日 軽快

2 男 平成21年 10月 :9日
楽剤アレルキー、肝障吾 (インフルエンザ

ワクチン ) 急性肝障害 平成21年 10月 25日 関連有り 重篤 平成21年 10月 28日 回復

3 女 平成21年 10月 20日
ベンタジン、イングシン、フスコ′ヽンの技与

で発疹、呼 吸苦、ショック症状 アナフィラキシー 平成21年 10月 20日 関連有り 重篤 平成21年 10月 21日 軽快

4 女 平成21年 10月 21日
パ フアリンで尋麻疹

生気 平成21年 10月 21日 関係有り 重篤 平成21年 10月 22日 軽快

5 女 平成21年 10月 21日
季節性インフルエンザワクチン、接種サワ
シリン、食物アレルギー有り 39℃以上の発熱 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 26日 軽快

6 男 平成21年 10月 21日
熙

肝機能異常 平成 21年 10月 26日 重篤 未回復

7 40 女 平成 21年 10月 21日 有
撃麻疹 の 既 往あり

アナフィラキシーショック 平成 21年 10月 21日 関連有り 重篤 平成 21年 10月 22日 回復

8 女 平成21年 10月 21日
〒状 llR債 屁 几 進 、1冒幅 干 辺 流

左の眼球 ブドウ膜炎 平成21年 10月 26日 評価不能 重篤 平成2:年 ‖月‖日 未回復

9 女 平成21年 10月 21日
無

肝機能異常 平成21年 11月 4日 重 篤

女 平成21年 10月 22日
驀

アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有リ 重篤 平成21年 10月 23日 回復

平成24年10月 22E
甲状腺機 能冗進症

導 成21ttm月 22日 _関連●LJ ヨ 筐 _』二虚,Jttu n日′2日 同 省

女 平成2:年 10月 23日
季節性インフルエンザワクチン接種

上腹部痛、下痢、倦怠感 平成21年 10月 23日 評価不能
重篤(仕事
を休んだ)

平成2:年 10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 23日
藤冒時・発熱時の喘 息

咳、頭痛、関節痛、息苦しさ、喘息 平成 21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 :0月 23日
かぜが治まつた所であつた

発熱、発疹、肝機能異常 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成2:年 11月 7日 軽快

40 女 平成2i年 10月 23日
肇節性インフルエンザ ワクチン授種

動悸 平成21年 10月 23日 関連有リ 重篤 平成2i年 10月 28日 回復

40 女 平成21年 10月 23日
膏血 l■、ロコレステロール血栓

び́れ (両手～両肘下) 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 24日 回復

17 女 平成21年 10月 24日
咽 理 踊・先 無 め うも 予 防 破 狸

発熱 39度 平成21年 10月 24日 関連有リ 重篤Q愚れ 平成21年 10月 29日 軽快

男 平成2:年 10月 24自
無

末梢神経炎、筋炎 平成21年 10月 25日 関連有り 重篤
平成21年 ‖月2日
→平成21年 1:月 ‖日

未回復

女 平成21年 10月 25日
季節性インフルエンザワクチン接種

下痢、関節痛、倦怠感、頭痛 平成2:年 10月 25日 評価不能
重篤(自宅
で休養)

平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 26日
李顧 性 インフルエンサ ワクチン援 種 (10/3Q

上肢の筋力低下、痛み 平成2:年 10月 27日 関連有り
不明
→重篤

男 平成2i年 10月 26日
熙

両上目瞼発赤腫脹、両下肢しびれ 平成21年 10月 26日 関連有り 重篤 平成2:年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 26日
熙

,9℃以上の発熱、インフルA型 平成 2:年 10月 29日 関連有り 重篤 平成2:年 10月 30日 利
↓回復



年齢
(代 )

性別 妾種 日
時
種
同
接
基礎疾患(持病)、 他の予防接種など 吾」反応の内容 冒り反応発生 日 因果関係 重篤度 眠帰 日 眠帰内容

30 女 平成 2:年 10月 27日
熙

ギランバレー症候群又は他の神経症状 平成 21年 10月 27日 関連有り 重 篤 平成 21年 11月 :6日 未回復

女 平成21年 10月 27日
アレルギー性鼻炎

アナフィラキシーショック 平成21年 10月 27日 関連有り 重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 28日
クローン病 治 療

アナフィラキシー 平成21年 10月 29日 関連有り 重篤 平成2:年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 28日
熙

左上肢の痛みとしびれ 平成21年 10月 28日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 ‖日 未回復

女 平成21年 10月 28日 S:どう膜炎 平成21年 10月 29日 関連有リ 重篤 未回復

女 平成21年 10月 29日
季節性インフルエンザワクチン接種

E気、血圧低下、腰・下肢痛 平成21年 10月 29日 評価不能 重篤 不明

30 女 平成21年 10月 29日
季節性インフルエンザ ワクチン接種

アナフィラキシー様反応 平成21年 10月 29日 関連有リ 重篤 平成2:年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 29日
じんましん

血管迷走反射 平成2:年 10月 29日 関連有り 重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2:年 10月 30日
2年前のインフルエンザ予防接種にて、30

分後に息苦しくなった 頭痛、めまい 平成21年 10月 30日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 10月 30日
無

アナフィラキシー 平成21年 10月 30日 関連有リ 重篤 平成21年 10月 31日 回復

50 女 平成 2:年 10月 30日
厭

急性散在性脳症(ADEM) 平成21年‖月7日 評価不能 重篤 平成 21年 11月 18日 軽 快

平成21年10月 30日
間貿性 肺 炎 、アスペルギ ルス症 、肺 脳 胞

平成21年 ‖月9日 ―未回復
―

に、呼 収 喬 ↑
=

女 平成21年 iO月 31日
季節性インフルエンザワクチン接種

アナフィラキシー 平成21年 10月 31日 関連有り 重篤 平成21年 11月 1日 軽快

女 平成2:年‖月2日
日已 亦 皿 球 兄 没 [案 壇 病 、:U月 26日 幸 即
土インフルエンザワクチン接種 紫斑、意識障害、けいれん 平成21年 ‖月2日 関連有り 重篤

女 平成 21年 11月 4日
以前インフルエンザワクチン授種で体調不

良になつた 既往 :喘息 アナフィラキシー 関連有リ 重 篤 平成 21年 11月 5日 回復

女 平成21年 ,:月 4日

抗生剤ユナシン、ロキフィンにてかゆみ喉
頭浮腫、ネオファーゲンにてアナフィラキ
シーショック

ιんましん、喉頭浮腫、呼吸苦 平成21年 11月 4日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 4日 回復

男 平成21年 H月 4日

:季節性インフルエンザワクチン接種、2基
礎疾患:糖尿病性腎症による腎不全で透
析療法中、3薬・食品でのアレルギー歴有
り、

アナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連有リ 重篤 平成21年 ‖月4日 軽快

女 平成2:年 1:月 5日
薇

頂痛、嘔気、嘔吐、下痢、微熱 平成21年 同月5日 評価不能 重篤 平成21年 11月 10日 回復

男 平成21年 11月 5日
熙

tl管迷走神経反射 平成21年 11月 5日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月6日 回復

男 平成21年 11月 5日
熙

三分不快 平成21年 11月 5日 重篤 平成21年 ‖月6日 回復

43 女 平成 21年 ‖月5日
季節性インフルエンザ ワクチン接種

アナフィラキシー 平成21年 11月 5日 関連有り 重篤 平成21年 11月 6日 軽快



年齢
(代 )

性 別 螢種日
同時
機種
基礎疾患(持病 )、 他の予防接種など 副反応の内容 語り反応発生日 因果関係 重篤度 漱J弔日 転帰内容

女 平成21年 11月 5日

気菅又喘息治療 甲、コントロールは艮好。

以前季節性インフルエンザ予防機種後、

気管支喘息発作有り
気管支喘息発作 平成 21年 11月 5日 関連有リ 重篤 平成 21年 11月 7日 回復

女 平成21年 11月 5日
り‖アレルキー

アナフィラキシー (軽度) 平成21年 ‖月5日 関連有り 重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年‖月5日
全身性マリテマトーテス、腎不全、高血圧

左脳出血 平成21年 11月 15日 評価不能 重篤 平成21年 11月 17日 未回復

男 平成21年 1:月 6日 アナフィラキシー 平成21年 1:月 6日 関連有り 重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成21年 11月 6日
気管支喘思、既往 :20数年前のワクチン接
種で軽い皮疹出現 (記憶不明確) ヨ性アレルギー性皮膚炎 平成21年 ‖月6日 関連有り 重篤 平成21年 :1月 9日 回復

女 平成 21年 11月 6日
アレルキー (十 )(ア レルグン、卵、エビ、そ

fなど約30種 類 ) ナフィラキシー、発熱、腋嵩腫瘤 平成21年 11月 6日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 13日
四 倶 ヽ

"熱など)、

女 平成 21年 11月 9日
熙

フィッシャー症候群 (ギランパレー症候群 ) 平成 21年 11月 14E 関連有リ 重 篤

10歳未満 男 平成 21年 11月 10日
ネフローゼ症候群、季節性インフルエンザ
フクチン接種 発熱、じんましん、ネフローゼ悪化 平成21年 :1月 10日 関連有り 重篤

女 平成21年 11月 10日
季節性インフルエンザワクチン接種(異常
ケし)、 アレルギー体質 じんましん 平成 21年 11月 10日 関連有り 重篤 平成 2:年 ‖月10日 回復

女 平成21年 11月 ‖日
季節性インフルエンザワクチン接種

廣帯過捻転(胎児死亡) 平成21年 11月 18日 関連無し 重篤 平成21年 ‖月:8日

女 平成21年 11月 14日
熙

〕9℃以上の発熱 平成21年‖月16日 関連有り 重篤 平成21年‖月18日 軽快

90 男 平成21年 11月 :4日
悩梗墨、認知症

急性呼吸不全と熱発 平成 21年 11月 16日 関連有り 重篤 平成21年 11月 23日 未回復

:0歳未満 女 平成21年 11月 16E ナいれん 平成21年 11月 2:日 評価不能 重篤

女 平成21年 11月 16日
塁 掟 次 思 :短lI青 髄 lIほ IIll病 医 、官 m移
植後 発熱 平成 21年 11月 17日 評価不能 重篤 平成 21年 11月 19日 軽快

男 平成21年 ‖月 16日
基礎疾患としてChar● Ot Ma‖ e―Tooth病 の
疑い。過去のワクチン接種後に副反応。 アナフィラキシーショック 平成21年 11月 16日 関連有り 重篤

女 平成21年 11月 16日
襦息、季節性インフルエンザ ワクチン接種

発熱 平成 21年 ‖月 :7日 関連有り 重篤 平成 2:年 11月 18日 軽 快

女 平成21年 11月 16日
季節性インフルエンザワクチン接種

発熱 平成21年 11月 18日 評価不能 重篤 平成2:年 11月 24日 回復

女 平成21年 11月 16日
認知猛にて、誤原 E師炎を反復しており絶
食中である じんましん 平成21年 ‖月17日 関連有り 重篤 平成21年‖月19日 回復

女 平成 21年 11月 16日
―週 間 Hll李節性インフルエンザ ワクチン接

種 1出榎塞 平成21年 11月 :7日 評価不能 重篤

:0歳未満 男 平成21年 11月 17日
リロアレルギー :医師の承諾有 り

けいれん 平成21年 1:月 17日 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 回復

女 平成21年 11月 17日
無

ショック(血圧低下 ) 平成21年 11月 17日 関連有り 重篤 平成21年‖月17日 回復

女 平成 21年 ‖月17日
熙 接種部位の腫脹と痒み、その他部位の発

赤、痒み
平成21年 11月 :9日 関連有り 重篤



輸
③

性 別 接種 日
時

種

同

接 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など ロリ反応の内容 ヨJ反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 転帰内容

女 平成21年‖月17日
員性 心不全

急性呼吸不全と熱発 平成 21年 11月 20日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 2:日 未回復

女 平成21年 11月 17日

気管支喘息、慢性気管支炎に伴う慢性呼
吸不全。慢性心不全、糖尿病、発作性心
房細動、インスリン治療、アルツハイマー

型認知症

脳出血 平成 21年 11月 17日 関連無し 重篤 平成21年 11月 19日 不 明

10歳未澤 男 平成2:年‖月18日
季節性インフルエンザワクチン接種

熱性けいれん重積、急性脳症 平成21年 11月 19日 評価不能 重篤

男 平成 21年 :I月 18日
無

発熱 平成21年 11月 19日 関連有り 重篤 平成21年 11月 24日 回復

女 平成21年 11月 18日
やや風邪気味だつた

過換気症候群、けいれん 平成2:年 :1月 :8日 評価不能 重篤 平成 21年 ‖月22日 軽 快

10歳未満 女 平成 21年 11月 :9日
詠性 リンバ性 自皿 属

すいれん 平成21年 11月 19日 評価不能 重篤 平成21年 11月 20日 軽快

女 平成21年 :1月 :9日
関節 リワマチ、小 字生 時親 子丼 貫 べてじん

ましんあリ 血管迷走神経反射 平成 21年 ‖月19日 関連有り 重篤 平成21年 11月 21日 回 復

女 平成 21年 11月 19日
た腸がん術後再発

倦怠感、意識障害 平成21年 11月 19日 関連有リ 重篤 平成21年 11月 20日 回復

女 平成21年 11月 19日 アナフィラキシー 平成21年 ‖月20日 関連有り 重篤 平成21年 11月 21日 軽快

女 平成21年 11月 20日
冠管更喘思

アナフィラキシー疑い 平成21年 ‖月20日 評価不能 重篤 平成21年 H月 20日 回復

男 平成21年 11月 20日
熙

発熱 平成21年 11月 20日 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 軽快

男 平成21年 11月 20日
熙

心筋梗塞 平成 21年 ‖月24日 関連無し 重篤

男 平成 21年 1:月 20日
曼性心不全憎悪により、11/17まで入院加
寮 喀血、呼吸困難 平成 21年 11月 20日 評価不能 重篤

女 平成21年 1:月 25日
好酸球増 多症候群、好酸球性副鼻腔炎

喘息発作 平成 21年 11月 25日 関連有リ 重 篤



資料 1-4

重篤症例の概要

※死亡症例についてば、資料 1-6参 照

(症例 1)アナフィラキシー (軽快 )

30代 女性

既往歴 :さばアレルギー

経過 : 接種 10～ 15分後、全身痒み、咳

30分後 呼吸困難、血圧低下、悪寒あり
エピネフリン、ステロイ ド、アミノフィリン、酸素投与

当日中に軽快

因果関係 :否定できない

(症例 2)吐気 (軽快 )

20代 女性

既往歴 :アセチルサ リチル酸・ダイアルミネー トで薬疹

経過 :接種直後より吐気出現

歩行困難となり安静にて加療

24時間後、軽快

因果関係 :否定できない

(症例 3)アナフィラキシー (回復)  
′

40代 女性

既往歴 :専麻疹

経過 : ワクチン接種後、全身の皮疹、呼吸苦出現、入院

ステロイ ド点滴、補液、抗アレルギー剤内服により症状軽減したため、翌日退院

因果関係 :否定できない

(症例 4)アナフィラキシー (軽快 )

60代 女性

既往歴 :ペンタゾシン、ブチルスコポラミン臭化物、インドメタシンナ トリウムで発疹、

ショック症状、呼吸苦

経過 : ワクチン接種 1時間後より、全身性華麻疹出現 (シ ョック症状はなし)。

翌日、立ちくらみ、食思不振を認め、入院。翌々日、退院。

因果関係 :否定できない



(症例 5)発熱 (回復)

20代 女性

既往歴 :アモキシシリン、コーヒー、チョコレー トで華麻疹

経過 : 本ワクチン接種より15日 前に季節性インフルエンザワクチン接種

本ワクチン接種後、一過性に吐気が生じたが自然消失

翌日、吐気、関節痛、37℃の発熱があり、アセ トアミノフェン、メトクロプラミド

の内服薬処方。接種 2日 後悪寒、戦慄が生じ、40.2℃まで発熱。白血球 7100/ml(好

中球 91%)、 CRP2.72mg/dl、 尿 (潜血 (2+)、 蛋白 (1+)、 白血球 (± ))。 補液とア

セ トアミノフェンのみで、3日後に 37.8℃、4日後に36.2℃に解熱し、症状消失。

なお、簡易検査でインフルエンザ A(― )、 B(―)。 血液培養陰性、尿培養は少量のグ

ラム陽性球菌のみのため、尿路感染症は否定的。

因果関係 :否定できない

(症例 6)発熱、発疹、肝機能異常 (軽快)

30代 女性

既往歴 :精神科通院中 (二回の入院歴有り)

経過 : ワクチン接種 6日前に38℃の発熱、頭痛、鼻水、痰あり。受診しクラリスロマイ

シン、カルボシステイン、ロラタジンの処方を受ける。

鼻水、咳、痰軽度、体温 35.8℃ある状態で、ワクチン接種。

ワクチン接種約 2時間後より、後頸部から頭にかけて痛みがあり、次第に悪化。

体温 38.2℃～39℃。

翌日、医療機関を受診し、クリンダマイシン点滴、クラリスロマイシン経口投与。

解熱剤、鎮痙剤の処方受ける。

その 2日後、医療機関を受診し、検査にて GOT:653、 GP丁 :291にて入院。

因果関係 :否定できない

(症例 7)アナフィラキシー (回復)

30代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種約 30分後より、悪心、嘔吐、顔面紅潮、呼吸苦出現。

医療機関を受診し、Sp02:93%で あった。

因果関係 :否定できない

(症例 8)動悸 (回復 )

40代 女性

既往歴 :無



経過 : 季節性インフルエンザワクチン同時接種。

ワクチン接種約 2時間後より、動悸、頭痛、発熱 (最高 38.0℃ )、 咽頭痛、両季肋

部を中心とした全身痛が出現し、徐々に悪化。動悸は推定脈拍 100～ 120/分程度。

アセ トアミノフェンを服用したが、動悸は継続。安定剤を内服して入眠。翌朝には

動悸回復。その他の症状は徐々に改善。ワクチン接種より6日 目には完全に回復。

因果関係 :否定できない。

(症例 9)面上眼瞼発赤腫脹、両下肢しびれ (回復)

20代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 5分後より、両上眼瞼発赤腫脹が出現。両下肢しびれ感も発現、脱

力様症状で体位保持困難となり、臥床。両頬部まで発赤、腫脹感波及あり。

ワクチン接種 1時間後に、ヒドロコルチゾンを投与するも症状変わらず入院。

因果関係 :否定できない

(症例 10)下痢、関節痛、倦怠感、頭痛 (軽快 )

30代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より9日前に季節性インフルエンザワクチン接種。

ワクチン接種 5時間後より、腹痛、下痢。

ワクチン接種 8時間後には関節痛と倦怠感出現.

翌日、下痢回復、頭痛出現。

接種 2日後、関節痛と倦怠感は消失するも頭痛は継続。

接種 3日後、頭痛は軽くなったが、まだ継続。

因果関係 :否定できない

(症例 11)上腹部痛、下痢、倦怠感 (軽快)

2o代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より 1週間前に季節性インフルエンザワクチン接種 .

ワクチン接種 1.5時間後より、上腹部痛と倦怠感出現。

ワクチン接種 2.5時間後には下痢。この後、上腹部痛は軽減傾向にあるも、倦怠

感とともに投与 3日後まで継続.倦怠感は 4日後も継続。

因果関係 :否定できない

(症例 12)しびれ (両手～両肘下)(回復)

40代 女性



既往歴 :高血圧、高コレステロール血症

経過 : ワクチン接種約 10分後、両手のしびれ (両手から両肘下まで拡大)、 動悸あり。

翌朝には症状消失。

因果関係 :否定できない

(症例 13)39℃以上の高熱 (軽快)
,10代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 5時間後、発熱、咽頭痛、上肢と下肢のしびれ出現。頭痛、めまい、

呼吸苦あり。

因果関係 :否定できない

(症例 14)39℃以上の発熱、インフルエンザ A型 (回復 )

30代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 2日 後、昼頃から咳出現。深夜発熱 37.3℃。

ワクチン接種 3日後、朝 38.6℃の熱があり、アセ トアミノフェン内服。昼過ぎには

39.6℃まで体温上昇。徐々に関節痛が出現したため、同日午後、医療機関受診。イ

ンフルエンザ検査にてA型陽性。

因果関係 :否定できない

(症例 15)アナフィラキシー様反応 (軽快)

30代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より8日前に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 30分後、めまい、前胸部圧迫感出現。経時的に増強し、悪寒、振

戦、四肢のしびれ出現、増悪を認めた。

末梢ルー トを確保後、ヒドロキシジン塩酸塩 1ア ンプル筋注、ヒドロコルチゾンコ

ハク酸エステル 500mg静注にて軽快傾向。 '

.因 果関係 :否定できない

(症例 16)アナフィラキシー (回復 )

20代 女性

既往歴 :ク ローン病 (プ レドニゾロン 15mg/日 服用)
経過 : ワクチン接種翌朝、出勤途中で気分不良あり、出勤後に呼吸障害、意識レベル低

下に至つた。動脈血液ガス分析では、pH 7.41、 pC02 52torr、 p02 72torr、 血球計

数では異常なく、血液生化学では、低カリウム血症 3.3 mEq/Lを 認めた。酸素吸入



_   及び静脈ライン確保、更に副腎皮質ステロイドホルモンを投与し、約 12時間で回
復。

因果関係 :否定できない

(症例 17)その他の通常の接種では見られない異常反応 (軽快)

20代 女性

既往歴 :感冒時、発熱時に喘息出現。

経過 : ワクチン接種後、鼻汁、咳、頭痛、関節痛、息苦しさ出現。
1    

ワクチン接種 2日後、喘鳴出現。

ワクチン接種 3日後、医療機関受診。体温 37.8℃、脈拍 90-120/分 、血圧 134/76

nlnHg、 喘鳴継続。

ワクチンの副反応と診断され、入院。

因果関係 :否定できない

(症例 18)アナフィラキシー (回復)

40代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 15分後、頃声、日の痒み、戦慄出現し、血圧 148/84 rlnHg、 脈拍 109、    |
Sp02 98で あり、治療のため入院。

ラニチジン、メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナ トリウムを点滴投与し、さ   |
らにクロルフェニラミンを静注にて、脈拍 98、 S p02 99● 胸部ラ音無し。ワクチ

ン接種 45分後、日の痒みと動悸は消失し、頃声も改善、血圧 140/90 nlnHg、 脈拍

74、  Sp02  99。

因果関係 :否定できない

(症例 19)急性肝障害 (回復あるいは軽快)

70代 男性

既往歴 :薬剤アレルギー、肝障害

経過 : ワクチン接種 3日後まで熱感持続。

ワクチン接種 7日後より心嵩部鈍痛し、その後痛みが強まると共に嘔吐、38.6℃

の発熱。同日、血液検査を実施し、血中ビリルビン 2.2、 ZTT 12.7、 AST 1760、 ALT

1029、  ALP 675、  γ―GTP 918、  WBC l100、 RBC 490、 血t素 14.9、 血′]ヽ板 21 万 9千、
ヘモグロビン 43.9。

因果関係 :否定できない

(症例 20)アナフィラキシーショック (回復 )

50代 女性



既往歴 :ア レルギー性鼻炎

経過 : ワクチン接種 3時間後より、掻痒を伴う孝麻疹様紅斑が出現し、四肢から全身に拡

大。

次第に掻痒感が増悪するとともに、血圧は 120/70か ら90/40 nllnHgへ低下。さらに、

四肢末端チアノーゼも出現したため、救急搬送。

因果関係 :否定できない

(症例 21)血管迷走神経反射疑い (回復)

40代 女性

既往歴 :機械性華麻疹

経過 : ワクチン接種 15分後、浮動性めまい、動悸が出現し、救急外来を受診。ワクチン

接種 25分後、四肢冷感、しびれが出現し、酸素飽和度の低下を認めた。

ステロイ ド等の投与を行い、症状は軽快したが、経過観察目的にて入院となっ

た。

ワクチン接種翌日、状態安定のため、退院となった。

因果関係 :否定できない

(症例 22)左上腕の痛みとしびれ (未回復)

40代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種後、接種した左上腕のしびれ感、冷感、疼痛が 5日持続。

因果関係 :否定できない

(症例 23)末梢神経炎・筋炎 (未回復)

40代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 1日後、起床時より右上腕 (接種側)三頭筋の筋力低下、疼痛が出

現。

ワクチン接種 2日後、左大胸筋のけいれんが出現。

ワクチン接種 3日後、左大腿筋四頭筋けいれんが出現。

ワクチン接種 9日後、左上腕三頭筋の筋力は、MMTで 4程度。

因果関係 :情報不足

(症例 24)左上肢の筋力低下 口痛み (不明)

20代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種時、指先に響く等の症状はなかつた。



本ワクチン接種翌日、就寝時に左上肢のだるさに気づく。

本ワクチン接種 2日後、朝より膝より前腕にかけて痛みが出現し、だるさが徐々

に見票化。

本ワクチン接種 4日後、季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 7日後、コップも持ちにくいと医療機関受診。右手握力 22、 左

手握力 8。

因果関係 :否定できない

(症例 25)間質性肺炎増悪 (未回復)

70代 男性                    ,
既往歴 :間質性肺炎、アスペルギルス症、肺膿疱症、慢性呼吸不全 (プ レドニゾロン、抗

真菌剤を服用中。在宅酸素療法を導入し近日退院予定。)

経過 : ワクチン接種 2時間後より、発熱、呼吸苦が出現。   ,
翌日、胸部 X線検査にて陰影増悪有り。

因果関係 :否定できない

(症例 26)紫斑、意識障害、けいれん (調査中)

30代 女性

既往歴 :自 己赤血球感作性紫斑病の指摘有るも確定診断無し。

経過 : 本ワクチン接種 7日前に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 2時間後、ふらつきと接種側上腕から前腕への紫斑、対側前腕の

紫斑出現。嘔吐・嘔気なし。接種翌朝、筋力低下出現、トイレまでの歩行がかろう

じて可能。紫斑は有痛性で前腕部にまで拡大。接種翌日夜、3回のけいれん発作が

認められたが、以後の発作はなし。               ′

因果関係 :否定できない

(症例 27)アナフィラキシー (回復)

40代 女性

既往歴 :甲状腺機能克進症

経過 : ヮクチン接種 1時間後、嘔気、めまい、悪感が急速に出現。ヒドロコルチゾン投

与にて急速に改善.

因果関係 :否定できない

(症例 28)頭痛、めまい (軽快)

20代 女性

既往歴 :イ ンフルエンザワクチン予防接種 30分後に息苦さ (2年前 )

経過 : ワクチン接種 5分後、めまいと吐気が出現し、徐々に症状が悪化。



ワクチン接種 5時間後、頭痛が強くなり、嘔吐。

翌朝、めまいは軽減したが、頭痛は継続。

因果関係 :否定できない

(症例 29)華麻疹、喉頭浮腫、呼吸苦 (回復)

30代 女性

既往歴 :セ フトリアキソン、 トシル酸スルタミシリンにて、掻痒、咽頭浮腫。
グリチルリチン・グリシン・システイン配含剤にてアナフィラキシーショック。

経過 : ワクチン接種 10分後より掻痒感、喉頭部異物感、呼吸苦が出現。メチルプレドニ

プロン点滴及びアドレナリン皮下注により改善。

因果関係 :否定できない

(症例 30)嘔気、血圧低下、腰・下肢痛 (不明)

30代 女性
既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種 2週間前に、季節性インフルエンザワクチン接種。

ワクチン接種 1時間経過後も接種部位の疼痛持続。熱感等訴えるも、視診触診では

発赤、熱感なし。血圧 115/90mnHg、 脈拍 60/分。30分程度で気分不良解消、疼痛

は軽快傾向。

ワクチン接種より約 2時間後、吐気出現、血圧 94/63PInHg、 脈拍 60/分。塩酸メト

クロプラミド点滴静注により症状軽快。

ワクチン接種 2日 後、腰痛、下肢痛、倦怠感等インフルエンザ様症状出現。ロキソ

プロフエンナ トリウムを内服するも症状改善せず。

ワクチン接種 6日後、症状増強のため、医療機関受診。体温 37.3℃、CRP2.7、 白

血球数 13,800(好中球 8儡 )、 CK136、 血圧 116/7飾耐g、 脈拍 90/分。疼痛持続、倦

怠感あり。咽頭痛、鼻水、咳、痰なし。アセトアミノフェン、レバミピド、セフカ

ペンピボキシルを処方。帰宅後 39℃まで熱発し、左胸部痛が悪化。

ワクチン接種 7日 後早朝、救急外来受診。下肢痛持続し、歩行不可。体温 :38.2℃。

頭痛、咽頭痛なし、咳嗽あり。インフルエンザ迅速試験陰性。CRP10.62、 白血球数

15,200(好中球 89%)、 CTでは左下肺野に肺炎像あり、他に胸膜肥厚 (陳旧性疑い)。

入院にて経過観察中。

因果関係 :否定できない

(症例 31)気管支喘息発作 (回復)

40代女性

既往歴 :気管支喘息加療中 (コ ントロール良好。過去に季節性インフルエンザワクチン予

防接種後、気管支喘息発作の既往あり)



経過 : ワクチン接種 1時間後より、気管支喘息発作出現し、短時間にて増悪。血圧

142/1 01rlllHg、 脈拍 120/分、Sp0298%。 酸素投与 (3L/分)開始し、アミノフィリ

ン点滴静注。硫酸サルプタモール吸入を実施し、軽快傾向を確認し専門医へ紹介。

因果関係 :否定できない

(症例 32)アナフィラキシー (軽快)

50代男性

既往歴 :糖尿病性腎症による腎不全で透析療養中。植物、食品でのアレルギー歴あり

経過 : 本ワクチン接種より1ケ月以内に、季節性インフルエンザワクチン接種。

ワクチン接種 30分後より、くしゃみ発現。ワクチン接種 5時間後、眼瞼腫脹、体

幹の湿疹に気づき、医療機関受診。アナフィラキシーと診断され、ステロイド剤の

投与等にて症状やや軽快。

因果関係 :否定できない

(症例 33)アナフィラキシー (軽快)

30代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より1カ 月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 30分後、動悸が出現後、急激な呼吸困難出現。ベタメタゾンリン

酸エステルナ トリウムの筋注及びベタメタゾン内服後、すぐにルー トを確保。ステ

ロイ ド点滴開始し、血圧 130台/70台。全身の虚脱は 2時間続き、次第に安定。

翌日も 37度後半の発熱が持続。

因果関係 :否定できない

(症例 34)アナフィラキシー (軽快)

40代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より 1カ 月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 30～40分後より、突然の動悸出現後、呼吸困難出現。ブテゾニド

吸入後、脱力感あり。8時間経過後、症状改善。

因果関係 :否定できない

(症例 35)頭痛、嘔気、嘔吐、下痢、微熱 (回復)

20代 女性

既往歴 無

経過 : ワクチン接種 2時間後より、頭痛に加え、嘔気、嘔吐 (4回 )出現し、下痢も 10

数回認められた。



ワクチン接種翌朝、救急外来を受診。頭痛が強く、鎮痛剤無効。頭部 CT上、出血

は認められず。白血球 7700(好中球 89.1%)、 CRP 4.2、 腰椎穿刺で髄膜炎否定。

MRA上異常なく、症状消失

因果関係 :否定できない

(症例 36)アナフィラキシー (回復)

10代 男性

既往歴 :気管支喘息加療中

経過 : ワクテン接種 40分後、下顎の疼痛、咳が出現。

ワクチン接種 1時間後、前腕華麻疹が出現。補液、ステロイ ド静注、抗ヒスタミン

剤点滴静注により改善。経過観察のため入院、翌日退院。

因果関係 :否定できない

(症例 37)気分不快 (回復)

30代 男性
既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 5分後、血の気が引くような気分不快が出現。血圧 160/90 rrnHg、 脈

拍 120/分、点滴にて経過観察.

因果関係 :因果関係不明

(症例 38)血管迷走神経反射 (回復)

30代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 30分後、熱感、めまい、呼吸困難感、冷汗を認め入院。

ワクチン接種翌日、退院。

因果関係 :否定できない

(症例 39)アナフィラキシー (回復)

30代 女性

既往歴 :喘息。過去に季節性インフルエンザワクチン接種後に体調悪化あり

経過 : ワクチン接種 5分後より、両眼周囲の熱感、掻痒が出現。上眼瞼の軽度腫脹あり。

ワクチン接種 30分後より、喘鳴出現。

因果関係 :否定できない

(症例 40)急性アレルギー性皮膚炎 (回復)

40代 女性

既往歴 :気管支喘息、ワクチン接種後に軽い皮疹出現 (20年程前)
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経過 : ワクチン接種 30分後、顔面紅潮が両側性に出現.ヒ ドロコルチゾンコバク酸エス

テルナ トリウム点滴静注、オロパタジン塩酸塩内月風。

ワクチン接種 1時間後より、両側上眼瞼浮腫および続発性に咳嗽出現。ヒドロコル

チゾンコハク酸エステルナ トリウム点滴静注、ファモチジンを静注、エピネフリン

皮下注:ク ロルプロマジン塩酸塩処方。

, ワクチン接種 2時間後、咳嗽頻回、その後皮膚炎軽快。
因果関係 :否定できない

(症例 41)左眼球、ブドウ膜炎 (未回復 )

50代 女性
既往歴 :甲状腺機能克進、僧帽弁逆流

経過 : ワクチン接種 5日後、視力低下とかすみ出現。

視力 右 :0.4(1.25-1.25Dzyl-0.50D).

左 :0.1 (0.25-1.50D)

左 虹彩毛様体炎、硝子体泥濁、続発性緑内障
因果関係 :否定できない

(症例 42)奪麻疹、掻痒感 (回復)

30代 女性
既往歴 :ア レルギー体質

経過 : 本ワクチン接種より12日前に季節性インフルエンザワクチン接種。

ワクチン接種 10分後、掻痒感出現。その後大腿部に奪麻疹出現。フェキソフェナ

ジンを内服し、グリチルリチン ログ1リ シン・システイン配合剤及びプレドニゾロ

ン静注。

入浴後、全身に葦麻疹出現。ベタメタゾン・クロルフエニラミン配合剤を内服し、

翌朝回復。

因果関係 :否定できない

(症例 43)両眼のぶどう膜炎 (未回復 )

50代 女性

既往歴 :ぶどう膜炎 (両眼)、 B型肝炎ワクチンにて全身倦怠感の発現有リ

経過 : ワクチン接種後、両眼充血、眼痛、頭痛、38°cの発熱出現。

ワクチン接種翌日、ロキソプロフェン内服にて発熱、頭痛、眼痛は軽快するが、

両眼充血は悪化。

ワクチン接種 2日後、アセ トアミノフェン内服。

ワクチン接種 5日後、眼科を受診し、両眼ぶどう膜炎の診断及びステロイド結膜

下注射・点眼治療実施。



ワクチン接種 7日後、症状悪化のため他院受診。視力右眼 0.15(0.6)、 左眼 0.15

(0.4) 。

因果関係 :否定できない                ・

(症例 44)アナフィラキシー、発熱、腋嵩腫瘤 (アナフィラキシー・発熱 :回復、腋高腫瘤 :未回復 )

40代 女性

既往歴 :ア レルギー (卵、エビ、ソバ等約 30種類)

経過 : ワクチン接種後、発赤、腫脹、注射刺入部痛あり。発熱 37.8度、鼻汁、鼻閉出現。

ワクチン接種翌朝、動悸、呼吸困難感出現。

ワクチン接種 2日後、胸痛あり。

ワクチン接種 6日後、左腋嵩腫瘤および疼痛あり、左腕が上がらない、重量物が

持てない。

因果関係 :否定できない

(症例 45)ギランパレー症候群もしくはその他の神経障害 (未回復)

30代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種後、手足のしびれ、めまい、身体の節々の疼痛出現。

ワクチン接種 20日 後、未回復。

因果関係 :局所反応としては否定できない (ギランパレー症候群としては情報不足)

(症例 46)脳梗塞 (不明)

.90代  女性

既往歴 :高血圧、心疾患にて通院中

経過 : 本ワクチン接種 1週間前に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種翌朝、右麻痺、失語症で臥床しているのを家人が発見。同日入院。

MRI検査にて脳梗塞を確認。

因果関係 :因果関係不明

(症例 47)左脳出血 (未回復 )

40代 女性
既往歴 :全身性エリテマ トーデス、腎不全、高血圧

経過 : ワクチン接種 10日後朝、失語症、右上下肢麻痺出現。頭部 CTにて左レンズ核外

側に脳出血を認めた。同日夜、けいれんが出現し、ジアゼパムを使用し、他院脳

卒中科へ転院。

因果関係 : 因果関係不明
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(症例 48)肝機能障害 (未回復)

30代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種翌日より、頭痛、咽頭痛、鼻汁、微熱あり。ワクチン接種 5日後、
38.9度の発熱、全身倦怠感が出現し、医療機関受診。AST、 ALT、 LDH、 ALP、 γ―GTP

値の上昇があり、肝機能異常を認めた。

因果関係 :否定できない

(症例 49)39℃以上の発熱 (軽快 )

20代 女性
既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 3日後、38度の発熱を認め、以後高熱が持続.頭痛、下痢が出現し
たため入院。ワクチン接種 4日後、自血球 11400/mL、 CRP 2.74 mg/dL、 インフル

エンザ簡易検査 A(―)B(―)。 点滴にて予防的抗菌剤を投与。

i7ク チン接種 5日後、解熱したため退院。

因果関係 :否定できない

(症例 50)華麻疹 (回復)

60代 女性

既往歴 :認知症、誤喋性肺炎の反復にて絶食中

経過 : 絶食中であるため、連日補液にて栄養補給しており、内服は一切無し。
ワクチン接種翌日、前頚部、背部、両前腕、両大腿に紅斑が出現。直ちにグリチ

ルリチン・システイン・グリシン配合剤の点滴を行うが、改善無し。

ワクチン接種 2日後、ヒドロコルチゾンの点滴により改善し始め、完全に消失。

全身状態安定。

因果関係 :否定できない

(症例 51)過換気症候群、けいれん (軽快)

80代 女性
既往歴 :無

経過 : 接種前より風邪症状有り。ワクチン接種 15分後、全身の震え、過換気症状、悪寒
出現。体温 39度、血圧 180台に上昇.過換気症候群、けいれん発作、不明熱と診

断され、経過観察を目的に入院加療。 (血ガス)呼吸性アルカローシス (採血 )
:      

異常なし。

因果関係 :否定できない

(症例 52)発熱 (軽快)
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10代 女性

既往歴 :慢性骨髄性白血病 (骨髄移植後 )

経過 : ワクチン接種翌日、耳痛にて耳鼻科を受診し、中耳炎の診断。嘔気などのため他

院受診し、点滴中に発熱。体温 39。 1度、CRP O.10 mg/dL、 インフルエンザ迅速診

断 (―)。 ワクチン接種 3日後、CRP3.12 mg/dL。

因果関係 :否定できない

(症例 53)シ ョック (血圧低下)(回復)

20代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 1時間後、冷汗、顔面蒼白、気分不良、嘔気、血圧低下出現。下肢

挙上、補液 500 mL開始。血圧 100/― IInHgへ回復。念のため、点滴 5m止 を追加

し、回復を確認。

因果関係 :否定できない

(症例 54)腫脹、発赤、かゆみ (不明)

20代 女性 (妊娠 28週)  ′

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 2日後、接種部位の腫脹と痒み出現。両肘、頚部、顔面の発赤と掻

痒感、手足・背中にも掻痒感が出現。

因果関係 :否定できない

(症例 55)アナフィラキシーショック (調査中)

10代 男性                     
｀

既往歴 :Charoot―Marie― Tooth病 (シャルコー・マリー・ トウース病)の疑い。ワクチン接

種後に口匡吐認めたが、すぐに軽快 (6年前)

経過 : ワクチン接種 10分後、嘔吐出現。顔面蒼白となつた。血圧 70/40 rlrnHg。 メチルプ

レドニゾロン、ア ドレナリンを静注。血圧及び心拍数の上昇を認めたが、再度嘔

吐が出現 し、血圧は 70台に低下。ドバミンの投与を開始し、経過観察のため入院。

その後、血圧は 80～ 100で安定。

因果関係 :否定できない

(症例 56)騰帯過捻転・胎児死亡

20代 女性 妊娠 39週

既往歴 :無

経過 :本ワクチン接種 4日後頃から、胎動低下。本ワクチン接種 6日後、産科受診。騰帯捻

転による胎児の死亡と診断。翌日、誘発分娩。本人はほぼ健常。
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因果関係 :因果関係不明

専門家の意見 :

0三橋先生 :

踏帯の過捻転が原因。「子宮内胎児死亡」が正しい。

O名取先生 :

過捻転があつて浮腫があるので直接的な死産の原因は店帯過捻転。ワクチンとの関連はない

と考える。ベースラインのリスクとして 1000出産で周産期死亡は 4・ 7であり、贖帯原因は約

10%であることから、ワクチン接種との重なりは十分に起きうる。

(症例 57)倦怠感、意識障害 (回復)

70代 女性

既往歴 :大腸癌 (術後再発)

経過 : ワクチン接種 2時間後、倦怠感、嘔気出現。意識レベル低下 (JCSI-1)。 血圧 120 ‐

台/60台 。体温 36度台であり、経過観察。意識レベル遷延が持続。採血の結果、

臨床検査値に大きな変動を認めず。ワクチン接種翌日、後遺症なく改善。

因果関係 :情報不足

(症例 58)脳出血 (不明)

80代 女性

既往歴 :気管支喘息:慢性気管支炎に伴う慢性呼吸不全、発作性心房細動、慢性心不全、

糖尿病 (2型、インスリン投与)、 アルツハイマー型認知症             |
経過 : ワクチン接種 8時間後、トイレに行こうとするが立てなかった (支えれば可能)。    |

ワクチン接種翌朝より、広く下肢の脱力有。意識レベルは通常通り。CTにて1図出   |
血と判明。                                 |

因果関係 :因果関係不明

(症例 59)アナフィラキシー疑い (回復 )

10代 女性

既往歴 :気管支喘息

経過 : ワクチン接種 25分後、のどの違和感、呼吸苦、倦怠感が出現。喘鳴あり、Sp0295%、

脈拍 110台、アナフィラキシーを疑い、サルブタモール硫酸塩吸入、アミノフィ

リン及びメチルプレドニゾロンコハク酸エステルナ トリウム点滴。

ワクチン接種 1時間後に回復が認められたが、観察目的にて入院

因果関係 :否定できない

(症例 60)フ ィッシャー症候群 (ギランパレー症候群)(不明)

20代 女性
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既往歴 :無

経過 : 本ワクチンと季節性インフルエンザワクチンを同時接種。

ワクチン接種 5日後、起床時より視界のぼやけ感を自覚し、見えにくさと共に持

続。

ワクチン接種 10日 後、両手首以遠のしびれ感出現。その後、上行し、両肘以遠の

しびれ感出現.瞳孔散大、対光反射低下も出現.

ワクチン接種 11日 後、受診し、頸部及び頸椎の‖RI異常なし。伝導速度波、軽度

低下あり、フィッシャー症候群疑いと診断。

因果関係 :副反応としては否定できない。ギランパレー症候群の可能性あり。

(症例 61)発熱、奪麻疹、ネフローゼ増悪 (軽快 )

10歳未満 男性

既往歴 : 昨年、季節性インフルエンザワクチン接種で発疹、発熱あり。食物アレルギーな

し、ネフローゼ症候群でステロイ ド内服中 (1-3mg/kg/日 、隔日投与中)。

経過 : 抗ヒスタミン薬内服の下、ワクチン接種。その際、Alb 3.5、′尿蛋白 (― )。

ワクチン接種当日夜、38度の発熱、奪麻疹あり。

ワクチン接種翌日、発熱・発疹軽快、抗アレルギー薬内服。

ワクチン接種 2日後より尿蛋白 (+)、 ワクチン接種 4日後、尿蛋白(3+)、 Alb l.1、

顔面の浮腫著明、尿量 270mL/日 。ステロイド加g/kg/日に増量、血圧上昇あり。

ワクチン接種 5、 6、 8日後にアルブミン製剤と利尿剤投与。

ワクチン接種 9日後に Alb2.2ま で回復。

因果関係 :否定できない

(症例 62)喀血、呼吸困難 (調査中)

60代 男性

既往歴 :慢性心不全 (急性増悪のため、ワクチン接種 3日前まで入院 )

経過 : ワクチン接種 し帰宅後、喀血。

ワクチン接種翌日、呼吸時胸痛、呼吸困難あり。胸部レントゲン検査にてワクチン

接種時には認められなかった浸潤影あり。白血球 14000、 CRP5.6と 上昇あり。肺炎

の疑いにて入院 .

因果関係 :因果関係不明

(症例 63)血管迷走神経反射 (回復)

30代 女性

既往歴 :関節リウマチ (メ トトレキサー ト服用中)。 小学生時、親子丼を食し、奪麻疹出現

歴 2回あり。
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経過 : ワクチン接種直後、全身の火照り感あり。その後掻痒感を認めた。症状消失しつつ

あったため、帰宅始めたところ、駐車場で、再び強い火照り感があり、その後意識

消失。通行人に助けられ、近医受診し、入院。

因果関係 :否定できない

(症例 64)けいれん (回復)

10歳未満 男性
既往歴 :卵アレルギーあり (小児科主治医の承諾あり)

経過 : ワクチン接種 8時間後、けいれん出現。救急車到着時、けいれん回復するも病院ヘ

搬送。

因果関係 :情報不足

専門家の意見 :

O五十嵐先生 :

ワクチン摂種後に「けいれん」が起きたという前後関係はありますが、それらに因果関係が

あるのかどうかこの報告書だけからは判断できません。患者には発熱があったのか、入院後

の血液、髄液、画像などの検査結果、後遺症を含めた患者の状態 (回復と記述されています

が)な どを知りたいと思います。

O岩田先生 :

発熱の有無、検査所見、熱性けいれんの既往歴・家族歴が不明であるため、けいれんの原因   |
が分からず、ワクチンとの因果関係を判定するのは困難です。                 |
○ 土田委員 :

|
詳細ははつきりしません。けいれんとワクチン接種との因果関係は肯定も否定もできない (も    '
しくは情報不足により評価できない)と考えます。発熱や既往歴の記載はありませんが、け   |
いれんは、いわゆる有熱時けいれんの可能性もあります。症状経過からみて急性脳症である    |
とは言えないと考えます。

(症例 65)けいれん重積、急性脳症 (回復)

10歳未満 男性

既往歴 : 無

経過 : 本ワクチン接種 20日前、季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種翌朝より、40℃の発熱あり。同日夜、熱性痙攣が出現し、医療機関

に搬送。その後も痙攣は再発 (計 4回 )し、加療目的のため別の医療機関に入院。

因果関係 :因果関係不明   ^i
専門家の意見 :

○五十嵐先生 :

前日から感冒症状あり、接種当日も咳と鼻水があったが、熱がなかったため、接種を行った。

ことが本当なら原病 (感冒)による可能性も否定できません。従つて、最終判断は、因果関
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係不明。ただし、原病 (感冒)あるいはワクチンによる副反応の可能性もあり。

O岩田先生 :

発熱は因果関係ありと考えて良いと思います。

けいれんは発熱が誘因となったもので、直接ワクチンが関与したものではないと考えても良

いと思いますが・・・. ウイルス分離等の結果待ちですが、何もでなければ「熱性けいれん

重責発作」の診断で良いと考えます。発熱の原因として、何らかのウイルス感染の可能性は

ありそうですが、ワクチン接種も否定はできないと思います。

O土 田先生 :

ワクチン接種による発熱ということは否定できないと考えます。ただし、ワクチン接種時が

既にA型インフルエンザウイルス感染を含む自然感染による潜伏期間であつた可能性はあり

ます。意識障害やけいれんを重積していることから、症状経過から急性脳症であると考えま

す。ただし、これらの経過は若干時間進行が早いという印象はありますが、これまでの季節

性インフルエンザ感染でも経験 しているものと大きく変わるものではないと考えます。

(症例 66)アナフィラキシーショック (軽快)

40代 女性

既往歴 :卵アレルギー 
‐

経過 : ワクチン接種後、皮疹、微熱、呼吸苦、軽度のアナフィラキシーを疑わせる症状が

出現。

因果関係 :否定できない

(症例 67)急性散在性脳脊髄炎 (ADEM)(軽快)

50代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 8日後、頭痛、発熱出現。ワクチン接種 9日後、臀部の異常感覚が出

現。ワクチン接種 13日 後、排尿障害が出現。ワクチン接種 17日 後、排尿障害が軽

快しないため、医療機関受診。頭部・胸部 口腰部 MRIでは明らかな異常はなかった

が、髄液検査にて蛋白上昇、細胞数増加を認めたため、ADEMと 診断。

因果関係 :`冨1反応としては否定できない。ADEMの可能性あり。

(症例 68)発熱 (回復)

50代 女性

既往歴 :無

経過 : 本ワクチン接種より14日 前に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 2日後より、倦怠感、発熱 (38.8～ 39度)出現。食欲不振、嘔気、

軟便あり。左下腹部圧痛あり。白血球 13,320、 CRP3.40と 上昇。抗生剤点滴し、経
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過をみるも翌日、体温 39.8度。腹痛もあり自血球数 12,530、 CRP 12.20と 上昇した

ため、入院。腹部 CT等で胃腸炎、胆のう炎等の有意所見なし。

本ワクチン接種 8日後、治癒にて退院。

因果関係 :情報不足

(症例 69)発熱 (軽快)

50代 男性
既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 5時間後、39℃台の発熱出現。ワクチン接種翌日も発熱持続。午後、

医療機関受診.肝機能等の検査にて、自血球 10,100、 GOT207、 GPT195、 ALP481、 CRP7.04。

因果関係 :否定できない

(症例 70)けいれん (調査中)

10歳未満 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 2日 後、悪寒出現。38℃以上の発熱。

ワクチン接種 5日後、全身強直間代性けいれん認め、その後意識レベルの低下 (呼

びかけや刺激により開眼)を認めたため入院。入院後もけいれんを認め、転院。け

いれん重積の状態にあり、人工呼吸管理の上、経過観察。

因果関係 :因果関係不明

専門家の意見 :

○五十嵐先生 :

接種 2日後の 発熱 (18日 に発熱と読めますが、間違いありませんね。)、 5日後のけいれん・

意識障害であり、ワクチン接種による副反応と断定することは難しいと思います。

O土田先生 :

新型インフルエンザワクチン接種 2日後より発熱、5日後に全身強直間代けいれん、意識レ

ベル低下。入院後もけいれんを繰り返す。転院後もけいれん重積。人工呼吸管理、抗けいれ

ん薬投与で経過観察中ということであり、ワクチン接種後から症状発現までの時間的観点か

らは、新型インフルエンザワクチン接種による発熱の可能性もありますが、ワクチン接種時

が既に (自然感染による)潜伏期間であつた可能性もあります。

意識障害やけぃれん (重積していること)があることなど、症状経過より急性脳症であると

いっても良いと考えます。

(症例 71)発熱 (軽快)

40代 女性
既往歴 :喘息

経過 : 本ワクチン接種より7日前に季節性インフルエンザワクチン接種。
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本ワクチン接種翌日、午前中 39℃の発熱あり.アセトアミノフェン内服し、解熱。

注射部位の腫れや熱感なし。関節痛などインフルエンザを思わせる症状なし。同日

午後、38℃の発熱あり。アセ トアミノフェンを再度内服。

本ワクチン接種 2日後、体温 37.3℃、軽い頭痛のみとなった。

因果関係 :否定できない

(症例 72)急性呼吸不全、熱発 (未回復)

80代 女性

既往歴 :慢性心不全疑い

経過 : ワクチン接種より7日前に季節性インフルエンザワクチン接種。ワクチン接種翌日、
歩行中に転倒。ワクチン接種 2日後、動作緩慢となる。ワクチン接種 3日後、37.7℃

の熱発あり。ワクチン接種 4日後、38℃の熱発あり。意識レベル低下。CRP6+、 自

血球 11,600、 NT―BNP21,612pg/ml。

因果関係 :急性呼吸不全は因果関係不明。熱発は否定できない。

(症例 73)急性呼吸不全、熱発 (未回復)

90代 男性

既往歴 :脳梗塞、認知症

経過 : ワクチン接種 5日前より歩行時のふらつきを主訴に入院。接種 2.5時間後、転倒。
ワクチン接種 3.5時間後、転倒。ワクチン接種 8.5時間後、悪寒、37.6度の熱発が

出現。ワクチン接種翌日、38.4度の熱発。インフルエンザ抗原テス トは陰性。ワク

チン接種 2日後、労作時呼吸困難出現。レントゲンとCTにて、両下肺野のボタン雪

状陰影出現。血液データ :CRP(6+)、 自血球 8:200。 ヮクチン接種 3日後、チアノー

ゼ出現したため酸素吸入開始。ワクチン接種 4日後、呼吸停止するも痰吸引にて回

復。39,3度の熱発あり。メチルプレドニゾロンコハク酸エステルナ トリウム静注。

血液データ :GRP(6+)、 白血球 9,500。 ヮクチン接種 9日後、腸管膜動脈閉塞にて緊

急手術施行。

因果関係 :因果関係不明

(症例 74)けいれん (軽快 )

10歳未満 女性

既往歴 :急性リンパ性白血病

経過 : ワクチン接種 3時間後、呼びかけに返事がなくなる。ワクチン接種 5時間後、数分
の意識消失出現。救急車にて病院へ搬送。MRI、 脳波に異常なし。

因果関係 :情報不足

専門家の意見 :

○五十嵐先生 :        
´



ワクチン摂取後 3時間後に呼びかけに変じなく、4時間目に意識消失が数分あつた症例です。

MRIや脳波に異常はないとのことです。副反応に「けいれんJの記載がありますが、概要には

けいれんの対応や持続時間などの記載がありません。意識喪失発作をけいれんの症状と判断

したのでしょうか?

○岩田先生 :

発作 (けいれん●)時の発熱、血糖値、静脈血ガス分析、血圧等に関する情報がないので、添

付された記載のみから因果関係について判断するのは不可能です。

O土田先生 :

新型インフルエンザワクチンを午前に接種。同日午後 2時頃、呼びかけに返事が無くなる (意

識障害)。 同日午後 4時頃、意識消失数分。 (けいれん/意識障害 報告医の判断はけいれん)
その後、救急車要請病院搬送。MRI及び脳波で異常なし。詳細ははつきりしませんが、ヮクチ

ン接種後から症状出現までの時間的観点からは、新型インフルエンザワクチン接種後の意識

障害であり、ワクチンとの因果関係は否定できないと考えます。

(症例 75)アナフィラキシー (軽快)

70代 女性

既往歴 :陳旧性肺結核 (右上葉切除)による慢性呼吸不全で在宅酸素療法中。

経過 : 本ワクチン接種 15日前に季節性インフルエンザワクチン接種。

本ワクチン接種 5時間後、水様性鼻汁、鼻閉が突然始まり、湿性咳嗽も出現。同日

午後、咳嗽は増悪し、呼気時の喘鳴が生じるようになつた.理学所見上は末梢気道

狭窄と判断。

因果関係 :否定できない

(症例 76)肝機能異常 (調査中)

60代 女性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種 14日 後、嘔気、食欲不振、倦怠感、腹部不快感、軟便が出現 .

因果関係 :調査中

(症例 77)発熱 (回復)

60代 男性

既往歴 :胃癌の補助療法中 (シスプラチン、テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム

配合剤内服中)。 副作用で口内炎続く。

経過 : ワクチン接種 4日前、自血球 4,880。

ワクチン接種翌日の午後、38.3度の発熱が出現し、40.2度まで上昇。その後解熱.

ワクチン接種後に接種前白血球 1470であったことが判明。

因果関係 :否定できない
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(症例 78)心筋梗塞 (調査中)

50代 男性

既往歴 :無

経過 : ワクチン接種後、全身倦怠感強く、ワクチン接種 4日後、当院精神科に連絡あるも

来院せず。倦怠感増悪し、救急要請。心電図にて完全房室ブロックを認め、救命セ

ンターに搬送。救命センター搬入時、心電図所見より急性心筋梗塞 (下壁梗塞)に

て緊急カテーテル施行となつた。体動強く、フェンタニル、ミダゾラムで鎮静し、

気管挿管しカテーテル術開始。開始後心停止あり。TPM留置。ステント、血栓除去.ウ

ロキナーゼ、数回二 トロプルシドナ トリウム投与。IABPサポー ト下で CCU入床。自

脈でのコントロールを試みたが TPM管理とした。

因果関係 :因果関係不明

(症例 79)喘息発作 (調査中)

60代 女性

既往歴 :好酸球増多症候群、好酸球性副鼻腔炎、高脂血症、高血圧、プレドニプロン月風用中

経過 : ワクチン接種後 30分以上経過観察したが、特記すべき所見を認めず帰宅。夜になり

呼吸苦が強くなり、横臥できないほどとなった。ピークフローも66%まで低下。

ワクチン接種翌日、外来を受診。喘息発作の診断。胸部 X線では異常なし。

因果関係 :否定できない

※追加情報等により公表資料から修正あり

22



個別症例の評価にご協力いただく専門家

委員名 所属 暉早Fヨ

新家 員
国立大学法人 東京大学大学院 医学系研究科 眼科学

教授
眼科

荒川 創― 国立大学法人 神戸大学医学部附属病院 手術部長 泌尿器

五十嵐 隆 国立大学法人 東京大学 医学部 ′1ヽ児科学教室 教授 小児

石河 晃 慶應義塾大学 医学部 准教授 皮膚

岩田 敏
独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 統括診
療部長

小児

稲松 孝思 東京都老人医療センター感染症科 部長 高齢者

猪熊 茂子
日本赤十字社医療センター アレルギーリウマチ科  リ
ウマチセンター長

膠原病・関節リウマ

チ

上 田 志朗
国立大学法人 千葉大学大学院 薬学研究院医薬品情報

学 教授
腎臓

岡部 信彦 国立感染症研究所 感染症情報センター センター長 小児

笠貫 宏 特定非営利活動法人日本医療推進事業団 理事 循環器

岸田 浩 日本医科大学 名誉教授 循環器

久保 恵嗣 国立大学法人 信州大学副学長 呼吸器

小林 治 杏林大学医学部 総合医療学 講師 呼吸器・感染症

澤 充 日本大学医学部附属板橋病院 病院長 眼科

田中 靖彦 国立病院機構東京医療センター 名誉院長 眼科

田中 政信 東邦大学医療センター大森病院産婦人科 教授 産科

茅野 員男 独立行政法人国立病院機構 東京病院 統括診療部 部長 循環器

土田 尚 国立成育医療センター 総合診療部 医師 小児

戸高 浩司 福岡山王病院 循環器内科部長 循環器
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永井 英明 独立行政法人日立病院機構 東京病院 呼吸器科 医長 呼吸器

中村 治雅 国立精神・神経センター病院 神経内科 医師 精神・神経

埜中 征哉 国立精神 :神経センター病院 名誉院長 精神・神経

藤原 康弘 国立がんセンター中央病院 臨床試験・治療開発部 部長 内科

三橋 直樹 順天堂大学医学部附属静岡病院 産婦人科 副院長・教授 産婦人科

森田 寛 お茶の水女子大学保健管理センター 所長 アレルギー

矢野 哲
国立大学法人 東京大学大学院 医学系研究科産婦人科

学 准教授

産婦人科学、生殖

生理・内分泌学

吉川 裕之
日立大学法人 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 教

授
産婦人科

吉野 英 吉野内科・神経内科医院 院長 神経内科

与芝 真彰 せんぽ東京高輪病院 病院長 肝臓
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資料 1-5

死亡症例一覧

1.症例一覧表
No. 年齢・性別 基礎疾患 (持病) 経過・死亡原因 ロット

1 70代 。男 肺気腫・慢性呼吸不全 接種 2日後・呼吸不全 化血研

SL02A

2 80代・男 肺気腫・慢性呼吸不全 接種 4日後・呼吸不全 微研会

HP01A
り
０ 70代・男 高血圧・心筋梗塞・糖尿病・

低血糖性脳症・認知症

接種同日・心筋梗塞 微研会

HP01A

4 80代・女 間質性肺炎・心不全・肺性
,b

接種翌日・間質性肺炎の増

悪

デンカ

S2二A

5 80代・男 多発性脳梗塞で起坐不能、

嘩下性肺炎で入院。

接種 12日 後の呼吸停止。

死亡二日前に季節性ワク

チン接種

デンカ S2-B(新型)

Jヒ E巳 1汗 FB015B

(季節性)

6 80代・男 胃がん・肺気腫 接種 2日後から発熱、5日

後に肺炎確認、19日 後に間

質性肺炎の増悪。   .

デンカ

S2-A

60代・男 肝細胞癌 接種 2日後、腹痛、血圧低

下、腹部膨満出現。腹水穿

刺にて血性腹水認め、腹腔

内出血 (肝細胞癌破裂疑

い)と診断。

化血研

SL02A

8 70代・女 慢性腎不全 (透析)、 腎がん、

転移性肺がん、高血圧、糖

尿病

接種 3日後、心肺停止。 研

Ａ

血

０２

化

ＳＬ

9 80代・男 慢性腎不全、心不全、消化

管出血

接種翌日、血圧低下、意識

障害、呼吸困難

化血研

SL04B

10 70代・女 慢性閉塞性肺疾患、肺高血

圧症

接種 2日後、心肺停止 デンカ

Sl―B

80代・女 膵炎 接種翌日、発熱、呼吸停止 化血研

SL02A

12 80代・女 慢性関節リウマチ、脳出血 接種 2日後、心停止、呼吸

停止

△
〓
　
ｈν

研

０２

微

ＨＰ

13 90代・男 脳出血後遺症 接種翌日、嘔吐、窒息 化血研

SL02A

14 80代・男 肺がん 接種翌日、心拍数低下、呼

吸停止

化血研

SL01A
Ｅ
υ 70代・女 血液透析 当日、急性心不全 化血研

SL04B



16 80代・男 慢性腎不全により血液透析

治療

接種 2日後、虚血性心疾患 化血研

SL04A

17 50代・男 糖尿病、高血圧、甲状腺機能

充進症

接種 2日後、急性心不全 化血研

SL02A

18 80代・男 髄膜炎 接種 3日後、肺炎 化血研

SL02A

19 80代・男 慢性気管支炎、脳血管性認

知症

接種翌日、突然死 研

Ａ

血

０１

化

ＳＬ

20 80代・男 糖尿病 接種 2日後、脳血管障害 化血研

SL04B

０
こ 90代・男 気管支炎喘息、認知症 接種当日、呼吸機能の急性

増悪

デンカ

Sl― B

22 90代・男 間質性肺炎 接種翌日、間質性肺炎の増

悪

微研会

HP02C

23 80代・女 気管支喘息、高血圧 接種当日、脳出血 微研会

HP02C

24 70代 L男 脳梗塞及び脳出血 (後遺症 ) 接種 4日後、血圧低下、呼

吸困難、心停止、

研

Ｂ

血

０４

化

ＳＬ

25 70代・男 糖尿病、慢性腎不全、狭心

症、陳急性脳梗塞

接種 3日後、心臓死 研

Ｂ

血

０４

化

ＳＬ

26 70代・男 糖尿病、食道癌放射線療法

後、慢性心不全、甲状腺癌

術後甲状腺機能低下

接種 3日後、心筋梗塞 研

Ｂ

血

０２

化

ＳＬ

27 60代・女 慢性腎不全、心不全、脳出

血 (後遺症 )

接種 3日後、呼吸停止 研

Ｂ

血

０２

化

ＳＬ

28 90代・男 慢性気管支炎、大腸癌の手

術歴

接種 3日後、急性心臓死 化血研

SL04B

29 60代・男 慢性腎臓病 接種 2または 3日後、突然

死

化血研

SL03A

30 90代・女 慢性うつ血性心不全、高血

圧、慢性骨髄性白血病

接種 4または 5日 後、脳出

血

カン
　
・
Ｂ

デ

Ｓ２

31 80代・男

(調査中)

じん肺、慢性呼吸不全 接種 5日 後昼まで異常な

く、午後喘息様症状・呼吸

状態悪化。 6日 後夕方死

亡。

化血研

SL02B



2.死亡症例の内訳

( 1 )   性男ll

(2)年 齢別

性別 人数 (割合)

男 22 (71.00/6)

女 9 (29。 00/6)

年齢 人数 (割合)

50～ 59歳 1 ( 3.096)

60～ 69歳 3 (10.0°/6)

70～ 79歳 8 (26.00/6)

80歳以上 19 (61.00/0)



資料 1-6

死亡症例の概要

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 13日 午後 1時 50分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

70歳代の男性。肺気腫による慢性呼吸不全の患者。
11月 11日 午後 2時頃、新型インフルエンザワクチンを接種。接種後は特に変わつ
た様子はなかつたが、翌日 (12日 )午後 7時半頃、家人が死亡しているのを発見し

―一一―――  た丁その後=主治医を警察の検死によ り丁急性呼吸不全に水
―る死亡と診断されているも

(3)接種されたワクチンについて

化学及血清療法研究所 ロット SL02A
(4)接種時までの治療等の状況

患者は、肺気腫による慢性呼吸不全の状態であった。

※ 肺気腫 : 徐々に肺の組織が破壊され、咳や痰の症状と共に呼吸が困難になる病気。
※ 慢性呼吸不全 : 徐々に肺の機能が低下して呼吸が困難な状態になること。

2.ワクチン接種との因果関係
主治医は、もともとの病気が原因の死亡であり、本剤との関連はなしとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

最後にこの患者さんの元気な姿がみられたのは何時か、平素の慢性呼吸不全の状態
が在宅酸素を必要とするレベルであつたのか否か、他にどのような基礎疾患があった

のかなどが、死因を推定するうえで重要である。また、検死官の所見も重要であり、

死亡原因とワクチンとの因果関係を明らかにする上で、司法解剖の実施が望ましかっ

た。

この年齢層の男性の突然死の原因は、大動脈瘤破裂、大型の心筋梗塞、不整脈死、

窒息、慢性呼吸不全の増悪、肺梗塞などなど、多岐にわたる。担当医は、いつ突然死

亡してもおかしくないような慢性呼吸不全の状態であったという見解は、重要であ

る。少なくともワクチン接種直後のアナフィラキシーショックは否定的であり、強い

てワクチンの関与を考えるには無理がある。

○岸田先生 :

死亡状況がわかりません。主治医のコメントが重要な情報と思います。

○永井先生 :



報告書では基礎疾患無しですが、間診表では肺気腫があるようです。死亡が翌日の

夜ですが、主治医は翌日午前 10:00頃の発症と推定しています。その根拠があるの
でしょうか。知りたいところです。肺気腫の患者で、前日は元気で、翌日肺気腫の呼
吸不全で突然死するような経過はほとんど経験がありません。一般に息苦しくなつて

も他の人に連絡する、救急車を呼ぶなどの余裕はあります。心疾患などではないでし

ようか。因果関係無しとしたいのですが、もう少し情報が欲しいところです。
○埜中先生 :

死亡時の状況不明で判定不能。

1.報告内容
(1)経緯

― ―=―平成-21-年 11-月 15日午後 1時 10分頃ξ新型インフルエンザワタチン接種後の副反―

応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

80歳代の男性。肺気腫による慢性呼吸不全の患者。
11月 11日 午後 2時頃、新型インフルエンザワクチンを接種。家族によれば、13日

午後から患者は、動 くのが苦しいと言つていた。また、14日午後以降は食欲がない状

態であったが、熱のある様子ではなかつたとのことである。

15日 午前 3時半頃、患者の希望によリポータブル トイレで用をすませた後、ベッ
ドに帰ろうとして倒れたが、家族がベッドに戻した。15日 午前 8時半頃、家族から
患者の死亡の通報があつた。警察と主治医の検死によれば、死亡推定時刻は同日午前
4時頃。死因は呼吸不全。脳出血はなく、死亡時に発熱はなかった様子。
(3)接種されたワクチンについて

阪大微生物病研究会 ロット HP01A                 
′

(4)接種時までの治療等の状況

患者は、肺気腫による慢性呼吸不全の状態。在宅で酸素を吸入しながら療法中。

過去に、脳梗塞を罹患。接種二日前 (9日 )に頭痛のため受診、体温は 36.5℃ 、肺
炎の所見はなかった。接種時の体温は 36.3℃。

※ 肺気腫 : 徐々に肺の組織が破壊され、咳や痰の症状と共に呼吸が困難になる病気。
※ 慢性呼吸不全 : 徐々に肺の機能が低下して呼吸が困難な状態になること。

2.′ ワクチン接種との因果関係

主治医は、もともとの病気がある患者であり、ワクチン接種との明らかな関連がある

といえないが、全く否定もできないため、因果関係は評価不能として報告したとしてい

る。

3.専門家の意見
○稲松先生 :



平素の慢性呼吸不全の状態が在宅酸素を必要とするレベルであり、そのための突然

の死亡であったと思われる。

この年齢層の男性の突然死の原因は、大動脈瘤破裂、大型の心筋梗塞、不整脈死、

窒息、慢性呼吸不全の増悪、肺梗塞などなど、多岐にわたるが、検死医により脳出血

は否定されている。主治医の見解は、重要であり、原疾患による死亡と考えられるが、

ワクチンとの因果関係は不明であるという。しかし、死亡は 4日 目であり、この間は

副作用と思われる現象は観察されておらず、少なくともワクチン接種直後のアナフィ

ラキシーショックは否定的であり、強いてワクチンの関与を考えるには無理がある。

○岸田先生 :

症状から原疾患の呼吸不全のようです。主治医と検死結果が重要な情報です
`○永井先生 :

詳しい経過を見ますと、9日 に受診した段階で Sp02 92%と 普段の 94-5%に比べる
と低下しているようです。また、胸部 X線写真で左胸水があります (実際に胸部 X線
―́写真の経過を見たいものです)6-呼吸不全が進行tた状態で1まないで―しょうかざ―この
あたりは主治医の先生のご意見が必要になります。もし、ある程度呼吸不全が悪化し

ていたのであれば、それによる死亡が考えられます。動くと息苦しい、食欲がなくな

る、熱がないなども肺気腫の呼吸不全の進行に当てはまります。このように考えます

と、ワクチンとの因果関係は乏しいと思います。しかし、主治医の先生のご意見が最

も重要と思います。            `
○埜中先生 :

本当に呼吸不全が増悪したのかどうか不明 (呼吸困難が強くなり、Pa02の低下があ

つた。患者がもっと酸素を要求した。などの記載が欲しい)であるし、脳梗塞の再発
も否定できない。与えられただけの情報からは因果関係は判定できない。GBS、 ADEM

は否定できる。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 16日午後 1時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応
報告書において、死亡事例の報告があつた。

(2)事例

70歳代の男性。糖尿病、高血圧、心筋梗塞、低血糖性脳症、 (認知症)を基礎疾
患とする患者。

11月 2日 、入院中の患者に、内科専門医が本人を診察 (特に異常なし)、 その後主

治医が診察し、ワクチン接種を指示した。午後 3時 15分頃ワクチン接種。意識はは
つきりしていたが、認知症はあった。

同日、午後 6時 20分頃に、夕食を二人の職員介助にて 7割ほどとられた6その時
は車イスに座 して夕食。夕食終了後に個室に車イスのまま移動。その間に心肺停止。

6時 43分に死亡された。



(3)接種されたワクチンについて

阪大微生物病研究会 ロット HP01 A
(4)接種時までの治療等の状況

患者は、10月 より入院、治療中であった。昨年、自宅で夕食中に心筋梗塞を発症
し、その際、20日 余り総合病院にて入院治療を行つている。接種時は、意識ははっ
きりしていたが、認知症はあった。

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医は、心筋梗塞の既往がある患者であり、本例死因については、報告医及び内科

専門医ともに死因は心筋梗塞と診断した。ワクチン接種との明らかな関連があるといえ

ないが、全 く否定もできないため、因果関係は評価不能として報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 : 一
低血糖脳症の認知症患者に食事介助後、急に心肺停止。誤味、窒息死が最も疑われ

る。また、心筋梗塞の既往があり、その再発の可能性もある。いずれにしろ、ワクチ

ン接種と急性心肺停止の因果関係は考えにくい。

○岸田先生 :

接種後の様子から判断 しますと原疾患の心筋梗塞のような突然死をきたす原因が

直接の死因と考えたいと思います。主治医がlb筋梗塞の可能性を指摘しているのでこ

の評価でよろしいと思います。

○永井先生 :

担当の先生のお考えのように、経過からは心筋梗塞と思われますが、確証はありま

せん。

○埜中先生 :

突然死で、アナフィラキシー様症状もないので因果関係を求めるのは無理。

ワクチンとは関係ないと判断します。GBS、 ADEMは否定できます。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 16日午後 19時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応
報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

80歳代の女性。間質性肺炎※1、 心不全及び肺性心※2を基礎疾患とする患者。
基礎疾患のため、在宅で酸素を吸入しながら療法を受けていた。11月 10日午後 1

時に往診にて新型インフルエンザワクチンを接種。同日の深夜 0時頃に家族が、トイ
レヘ行く途中の廊下で転倒していたところを発見。呼吸が苦しい様子だったので、病
院に救急搬送された。呼吸は一旦改善したが、間質性肺炎の悪化により死亡した。



※ 1 間質性肺炎: 肺の内部を支える組織が炎症を起こし、呼吸が困難になる肺炎の一種。
※2 肺性心 :   肺の病気が原因で、心臓から肺への血液の流れが悪くなることにより

心臓に負担がかかり、心臓の働きが低下する病気。

(3)接種されたワクチンについて

デンカ生研 S2-A

(4)接種時までの治療等の状況

間質性肺炎、心不全及び肺性心の治療のため、在宅で酸素吸入を行うとともに、薬

物療法を受けていた。7月 以降、主治医が定期的に往診をしていた。

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医は、もともとの病気 (間質性肺炎)の悪化により死亡し、ワクチン接種が原因
で死亡したものとは考えていないが、接種後に起きたことなので報告したとしている。

また、10月 6日 に季節性インフルエンザワクチンを、10月 27日 に肺炎球菌ワクチン

を接種 してお り、この際にも特に副反応が認められていなかつた。 一‐ ― ―― ―

3.専門家の意見
○稲松先生 :

すでに慢性呼吸不全、在宅酸素療法の患者さんであり、原疾患の増悪による死亡例    |
と思われる。しかし、ワクチン接種 14時間後の死亡であり、因果関係を否定するこ
とはできない。                                   |
○岸田先生 :

間質性肺炎にて酸素療法の患者であり、その悪化が死因の原因らしいとの情報であ    |
るが、今後入院先の病院からの情報が必要。現時点では主治医のコメントで対応 して

|

は 。

○永井先生 :

報告が伝間のようです。実際に診療された医療機関からの報告が必要かと思いま

す。

○埜中先生 :

もともと間質性肺炎があり、ワクチン接種で増悪したかどうかは胸部レントゲンや
CTも なく判定できない。情報不足であるが因果関係ははつきりとしなし。GBS、 ADEM

は否定できる。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 17日午前 11時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応

報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

80歳代の男性。脳梗塞、えん下性肺炎挙1を基礎疾患とする患者。



11月 2日午前 11時に新型インフルエンザワクチンを接種。その後、異常なし。10

日に季節性インフルエンザワクチンを接種。当日夜から 37γ 38℃の発熱がみられる。

呼吸が頻回となり、13日 には喘鳴
※2がみられ、14日午前に呼吸停止 し、死亡した。

※ 1 えん下性肺炎 :脳卒中の後遺症などで、ものがうまく飲み込めなくなり、唾液や食物が肺
に入ることにより起きる肺炎。

※2 喘鳴 :呼吸に際し、気道がぜいぜいと雑音を発すること。
(3)接種されたワクチンについて

デンカ生研 S2-B(新型インフルエンザワクチン)
北里研 FB015B(季節性インフルエンザワクチン)

(4)接種時までの治療等の状況

脳梗塞により、10年前から起き上がることができず、寝たきりであった。昨年 1

月から味下性肺炎を繰 り返し入院中であり、中心静脈栄養管理
※3を
行つていた。また、

血液中の白血球、血小板、赤血球数が減少していた。
一――※3-中心静脈栄養管理■大静脈経由で{―輸液により栄養を補給する方法一― ―

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医 (接種医)は、肺炎を繰り返す方であり、ワクチンとの関連は低いものと考え
るが、新型インフルエンザワクチンとの直接的な因果関係は不明であり、季節性インフ

ルエンザワクチン接種同白に発熱していることから、むしろ季節性ワクチンによる可能

性が高いと考えているが、念のため報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

新型ワクチンについては副反応なし。

季節性ワクチンについては誤喋性肺炎の合併であり、ワクチンとの因果関係は否定

的。

○岸田先生 :

季節性ワクチン後の発熱。廉下性肺炎の既往あるため、肺炎を誘発しやすかったこ

とも否定できない。呼吸器専門家に再評価を依頼してください。

○永井先生 :

新型インフルエンザワクチン接種後、8日 目ですので、因果関係はないと考えます。
○埜中先生 :

時間的経過から、また本人の健康状態から因果関係は認めがたい。

GBSは否定できる。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 17日午後2時半時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反



応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例          ｀

80歳代の男性。肺気腫※1、 胃がんを基礎疾患とする患者。
10月 21日午後 4時半過ぎに新型インフルエンザワクチンを接種。24日 より、38度台

の発熱。アセ トアミノフェンを服用し、解熱。26日 にインフルエンザウイルス検査で

明らかな陽性反応は見られなかつたが、念のため、オセルタミビルリン酸塩
※2、
麻黄

湯
※3を
処方される。右下肺に肺炎を認め、入院。入院後、抗生剤の点滴を受けるも改

善せず、徐々に呼吸状態が悪化 した。11日 には、低酸素状態となり、間質性肺炎※4

の急激な悪化と診断され、転院。ステロイ ドの大量投与療法をうけるも 14日 に死亡

した。

※1肺気腫 :徐々に肺の組織が破壊され、咳や痰の症状とともに呼吸が困難になる病気

※2オセルタミビルリン酸塩 : 抗インフルエンザウイルス薬タミフルの有効成分
※3麻黄湯 : 風邪に際して用いられる漢方薬
――※4間質性肺炎■―肺の内部を支える組織が炎症を起こし(呼吸が困難になる肺炎の一種

`

(3)接種されたワクチンについて

デンカ生研 S2-A
(4)接種時までの治療等の状況

本年 10月 に検診にて胃がんが判明した。軽度の肺気1重及び肺の繊維化があった。

2.ワ クチン接種との因果関係
接種医は、接種後の発熱はワクチンによるものであり、それが引き金になつた可能

性があると考えているが、もともとの胃がんの可能性もあるとしている。また、入院

先の病院の主治医は、間質性肺炎の症状が悪化した可能性もあり、死亡とワクチン接

種との関連は不明 (評価不能)と考えている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

ワクチン接種直後から発熱、引き続いて肺線維症の増悪がみられている。症状の性

質も考慮すると、因果関係を否定できない。

○岸田先生 :

発熱は接種との関連性否定できない。その後に以前の間質性肺炎の増悪を誘発した

疑いあり。ワクチンとの直接の因果関係は不明。

呼吸器専門家に再評価を依頼してください。

○永井先生 :

接種したワクチンとの因果関係ですが、抗菌薬にて臨床所見が改善しているのであ

れば、細菌感染症が疑われます。しかしながら、この情報の乏しい報告書だけで明確

に答えるのは難しいです。たとえば、抗菌薬の効き方 (熱の下がり方など)はどうで
あつたか、起炎菌の検索はしているのか、胸部 X線写真の変化はどうかなど知りたい

ところです。

○埜中先生 :



間質性肺炎の根拠不足であるし、胃がんとの関係が不明。

ただし、間質性肺炎の事実が明らかになれば死亡との因果関係は否定できない。

GBSは否定できる。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 17日午後 15時半頃、新型イiン フルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

60歳代の男性。肝硬変、肝細胞癌があり、破裂の危険を指摘されていた患者。
lヶ 月前より肝機能低下による脳症のため入院 していたが、改善傾向にあり、今週

― ―  末退院予定であったJ ll一月 13日午後4時に新型イ ンフブレ‐ンザワクチシを接種315
日午前 3時に腹痛あり、その後血圧低下、腹部1彰満 (お腹が膨れ上がる)出現。血液
検査で貧血の進行あり。腹水穿刺 (お腹に針を刺 して水を抜く)により血性腹水 (血
が混ざつた水)を認め、腹腔内出血 (癌の破裂疑い)と診断。同日 8時 11分死亡さ
れた。

(3)接種されたワクチンについて

化m石汗  SL02A

(4)接種時までの治療等の状況

以前より肝硬変、肝細胞癌があり、癌が肝表面まで突出しているため、癌の破裂の

危険を指摘されていた。肝機能が低下しているため治療は実施していない:治療して
いた脳症は改善傾向にあつたことから、近く退院を予定していた。

2.ワ クチン接種との因果関係
もともと癌の破裂の危険性を指摘されていた患者であり、ワクチンとの因果関係は関

連なし。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

関連なし紛れ込みだと思われます。主治医の見解を支持します。

○岸田先生 :

HCCに よる破裂が死因。主治医のコメントが重要な情報。

○埜中先生 :

肝癌があり、癌性腹膜炎による出血。

1.報告内容



(1)経緯

平成 21年 11月 17日午後 5時半時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

70歳代の女性。慢性腎不全による透析、腎がん、転移性肺がん、高血圧、糖尿病
を基礎疾患とする患者。

11月 9日 から 11日 まで、透析中の定期検査のため入院をしており、11日午前 9時
半頃新型インフルエンザワクチンを接種。当日、13時半頃より、老健施設へ入所した。
入所中特に症状はなかったが、14日朝 5時におむつ交換時に心肺停止状態で発見され、
当直医により死亡が確認された。

(3)接種されたワクチンについて

化」L石汗  SL02A

(4)接種時までの治療等の状況

―一―慢性腎不全1きよる透析 (21年間)ξ 腎がんt転移性肺がん、青血圧、糖尿病があけ、

貧血のため、時々輸血を必要としていた。

2.ワクチン接種との因果関係
報告医は、全身状態が悪く、もともとの病気の悪化により死亡し、ワクチン接種が原

因で死亡したものとは考えていないが、接種4貝後の死亡であり報告したとしている。

3.専門家の意見
○荒川先生 :

本例は、新型インフルエンザワクチン接種3日後に急死された症例であるが、経過ロ

時間的関係と背景疾患とを考え合わせると、心筋梗塞等による死亡と推定され、同ワ

クチン接種が死因ではないと判断いたします。GBSの可能性も否定できると判断しま
す。

○上田先生 :

死亡の原因としては脳梗塞、1選出血、心筋梗塞等の血管病変が最も考えやすい。透

析開始後 21年の患者さんで血管年齢は実年齢より著しく高いことが強く推測されま
す。

肺に転移性癌があるがその関与は低いと推測します。

11～ 13日 に症状ないことよリインフルエンザ予防接種の関与の可能性は低いもの
と考えられる。接種直後に老健施設入所しているが、環境変化のストレスも関与して

血管病変が誘発された可能性も推測される。

死亡が季節型インフルエンザワクチン接種後3日 目に、なんの前駆症状もなく、就

眠中におきたことを考えると、新型インフルエンザ予防接種によりおきた副作用によ

る死亡とは判断しにくいと考えます。複雑な生命現象の結果なので断定はできません

が 。

結論 情報不足であり断定しえないが季節型インフルエンザワクチン接種が関与し
た可能性は著しく低いと半J断します。



○埜中先生 :

突然死にいたる経過が不明で、死亡原因を特定できない。

1.報告内容
(1)経緯

平成 21年 11月 18日午前 11時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応報
告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例

80歳代の男性。慢性腎不全、心不全、消化管出血を基礎疾患とする患者。
11月 16日午前 11時半頃新型インフルエンザワクチンを接種。翌朝 7時 45分頃、
血圧低下、意識障害、呼吸困難が有り、補液、酸素投与を行つたが、11時頃死亡され
たる  一―‐――一――― 一 ―― ―

(3)接種されたワクチンについて                   ,
化m石汗  SL04B

(4)接種時までの治療等の状況

8月 に他院よリワクチン接種を行つた医療機関に転入院。慢性心不全によリペースメ

T力 を使用、慢性腎不全の他、虚血性腸炎※によると考えられる 3度の下血により7,9,
10月 にそれぞれ輸血を実施している。

※ 虚血性腸炎 :腸の血液循環が悪くなり、炎症などを生じ、下血や腹痛がみられ
る疾患。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、全身状態が悪く、もともとの病気である慢性心・腎不全の悪化により死亡

し、ワクチン接種が原因で死亡したものとは考えていないとしている。

3.専門家の意見
○上田先生 :

この死亡の原因としては

① 脳梗塞 (発作が早朝であつたこと、Afがある等の可能性を示唆する)等の血管
病変が惹起された

② 呼吸器系になんらかの障害 (イ ンフルエンザ接種が関与の可能性あり)があり
低酸素となり血圧が低下したため

③ 腸管出血が再発し、腸管内に多量に出血し血圧低下、意識障害、呼吸困難が出
現した

等が推測可能である。

死亡が季節型インフルエンザワクチン接種後 24時間以内に起きたことを考慮する
と

①>②>③の順で可能性が高いが情報量が少なく明確には断言できない。
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○岸田先生 :

既往の慢性腎不全、心不全の悪化の可能性あり。主治医も関連なしとの評価をして

いる。

○埜中先生 :

慢性心不全、腎不全、貧血と全身状態がきわめて悪く、ワクチンによる影響は否定

的である。

1.報告内容
(1)経緯        (
平成 21年 11月 18日午後 8時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応報
告書において、死亡事例の報告があった。

一
‐
(2)事例―――

― 
一
 ―― ――― ―一 ――

70歳代の女性。慢性閉塞性肺疾患※1、 肺高血圧症※2を基礎疾患とする患者。
11月 16日午後 2時頃新型インフルエンザワクチンを接種。18日午後 2時 30分頃、
病態急変し心肺停止、死亡された。

※1 慢性閉塞性肺疾患 :長期間の喫煙などにより、肺の組織が徐々に破壊され、咳や痰の症
状と共に呼吸が困難になる病気。

※2 肺高血圧症 :心臓から肺へ血液を送る血管 (肺動脈)の血圧が異常に高くなった状態で、
息切れや疲れやすいなどの症状と共に心臓の働きが低下する病気。

(3)接種されたワクチンについて

デンカ生研 Sl― B

(4)接種時までの治療等の状況

慢性閉塞性肺疾患、肺高血圧症、肺性心
※3にて、12年間の療養中。呼吸不全増悪

のため、10月初旬より入院中。

※3 肺性心 :肺の病気が原因で、心臓から肺への血液の流れが悪くなることにより心臓に負
担がかかり、心臓の働きが低下する病気。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、もともとの病気である肺高血圧症の状態が悪く、これにより死亡 した可能

性が高いと考えられるが、ワクチン接種との関連について全く否定もできないため、因

果関係を評価不能として報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

病歴からは、慢性呼吸不全増悪による死亡の可能性が高い。ワクチン接種 3日 目で

あり、その影響を除外することできないが、評価困難。

○永井先生 :

この報告書では情報が乏しく判断できません。



○埜中先生 :

もともと重篤な呼吸障害をもっていた。ワクチンにより増悪した可能性は否定でき

ないが、可能性は低い。′

1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 18日午後 8時 40分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
80歳代の女性。1率炎を基礎疾患とする患者。
11月 11日午後 5時頃新型インフルエンザワクチンを接種。同日午後 5時 30分、体~温 3&5℃Tケ トプロフェン筋注※1酸素吸入実施g午後 9~時には体温~3712℃ 。~翌 12~  ~
日午前 0時 55分呼吸停止発見。救命措置施行するが、同日午前 1時 6分死亡された。
※ ケトプロフェン筋注 :緊急の解熱を目的に使用される注射剤。
(3)接種されたワクチンについて
化」h萄汗  SL02A

(4)接種時までの治療等の状況
急性膵炎疑いで、9月 下旬に入院。その後治療継続中であつた。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、当該患者は治療のために中心静脈カテーテル施行中であらたが、同時期に

敗血症を起こしていたことが、患者血液の検査により確認され、ワクチン接種との関連

はなしと考えられるとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

1.5か 月前より膵炎疑いで入院中の 89歳高齢者。ワクチン接種直後に高熱、呼吸不
全。7時間 22分後に死亡。入院中の一ヶ月間の発熱エピソー ドは? 原疾患増悪や、
誤味 D窒息による急死の可能性もあり、ワクチンによるアナフィラキシーの可能性も

あり。評価のための追加情報が必要である。

○岸田先生 :

発熱時に Sp02の低下、ケ トプロフェン筋注 (投与量不明)な どの処置もあり、接種
による呼吸停止との因果関係は不明です。主治医も評価不能とされています。尚、発

熱との因果関係は否定できないとします。

○埜中先生 :

時間的関係からワクチンの関与は否定できない。しかし、死亡に至つた要因がなに

であるか、特定できない。ワクチンとの因果関係は情報不足で評価できない。
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1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 19日午前 11時 20分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副

反応報告書において、死亡事例の報告があつた。

(2)事例
80歳代の女性。慢性関節リウマチを基礎疾患とし、1年半程度前に脳出血の既往
のある患者。

11月 16日午後 3時頃新型インフルエンザワクチンを接種。その後特に異常所見を

認めず。17日午後 10時半頃には入所施設職員と会話し、この際も特に異常は見られ

なかつたが、18日午前 0時 30分、心停止、呼吸停止状態で発見され、死亡が確認さ

れた。
~()~接

種されたワクデンについて
~ ~~

微研会 HP02D
(4)接種時までの治療等の状況
1年半前に脳出血を起こし、以降、グループホームに入所。従来から慢性関節リウ
マチを治療中であり、プレドニゾロン及びミゾリビン※内服を継続している。10月 21

日に季節性インフルエンザワクチン接種。

※ プレドニゾロン及びミゾリビン:免疫を抑制する作用を持ち、慢性関節リウマチの治療に
使用される薬

2.ワクチン接種との因果関係
報告医は、死因は急性心筋梗塞あるいは重症の不整脈によりものとしており、患者の

長期間にわたる慢性関節リウマチ及びその治療等の影響が高く、ワクチン接種との関連

は低いと考えられるが、全く否定もできないため、因果関係を評価不能として報告した

としている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

一定の頻度でこのような形の突然死はワクチン接種と無関係に起こりうる。全身状

態が悪いほど、その頻度も高い。タイミングのみからは因果関係は否定できず、疫学

的―統計学的にこのような事象がワクチン接種にかかわりなく同頻度で起こっている

かを検証するしかない。

○岸田先生 :

情報が極めて乏しく評価ができませんが、夜 10時 30分頃に通常の会話ありとのこ

とですので、主治医の評価がすべてと思います。

○埜中先生 :

情報不足により評価できない。
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1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 19日 午後 3時 50分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
90歳代の男性。数年前に脳出血の既往により、胃ろう設置術※1を受けており、現

在脳出血後遺症、並びに誤廉性肺炎
※2を
繰 り返される患者。

11月 18日午後 2時頃新型インフルエンザワクチンを接種。同日午後 7時に嘔吐。
11月 19日 大量嘔吐があり窒息。呼吸・心停止に至る。挿管の上、人工呼吸、心マッ
サージ等施行するも、同日午前 9時 27分に死亡が確認された。
※1 胃ろう設置術 :日から食事がとれない、うまく飲み込めずに肺炎などを起こしやすい方
に、直接胃に栄養を入れるためのチューブを設置すること。

※2 誤鳴性肺炎 :食事をうまく飲み込めない、あるいは嘔吐などにより、食事が気管・肺に
入つて起きる肺炎

(3)接種されたワグチンについて
化m五汗  SL02A

(4)接種時までの治療等の状況
患者は1図出血の既往により、胃ろう設置術を受けており、誤廉性肺炎を繰 り返され
る状態にあった。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、死因は嘔吐による窒息から呼吸 口心停止に至ったものとしており、ワクチ
ン接種と嘔吐との関連は否定できないが、嘔吐による窒息、死亡については患者の基礎
的状態によるところが大きく、ワクチン接種との直接的な関連は低いと考えられるが、
接種後にみられた嘔吐によるものであるため、因果関係を評価不能として報告 したとし
ている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

嘔吐は、便秘症―腸閉そく、胆石発作、急性胃炎―胃潰瘍などの症状としてしばしば
みられる。平素から嘔吐をおこしやすい病態が先行 していないか、情報がほしい。ヮ

クチンの副作用として見られないことはないが稀である。原疾患の関与の可能性が高
いが、タイミングのみからはワクチン接種との因果関係を否定しえない。
○岸田先生 :

嘔吐の原因は接種との因果関係は否定できませんが、死因は嘔吐による窒息とする
主治医のコメントでよろしいと思います。

○埜中先生 :
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接種 5時間後に、嘔吐し、誤味、窒息、死亡した。嘔吐の原因がワクチンかどうか
は判定できない。因果関係は少ないと判断する。GBSは否定できる。

1.報告内容
(1)経緯                                  ヂ

平成 21年 11月 19日午後 18時 10分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副
反応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
80歳代の男性肺がん患者 (肺扁平上皮癌Ⅳ期※)。
11月 18日午後 3時頃新型インフルエンザワクチンを接種。同日午後 11時頃起き上

がれずに座り込んでいた。血液の酸素飽和度 (Sp02)89-90%で あったため、酸素吸
入を 3L/分から 4L/分に増加

「

会話は可能であつた8その後、‐酸素吸入を継続 しt
血液の酸素飽和度 (Sp02)90~94%程度に維持されるも、同日午前 6時 10分頃、心
拍数が 40～ 50に急激に低下。Iい・呼吸停止に至り、同日午前 9時 10分に死亡が確認

された。なお、患者の血液の酸素飽和度 (Sp02)はワクチン接種前後を通じてこのよ
、 うな状態であつたとのこと。
※ Ⅳ期 :原発巣である肺の他に、脳、肝臓、骨、副腎などの他臓器に転移をおこしている状
態。

(3)接種されたワクチンについて
化」h石升  SL01 A                  .

(4)接種時までの治療等の状況
肺がん治療のため、10月から入院治療中であつた。

2」 ワクチン接種との因果関係

報告医は、肺がんが上腕骨及び多発肺内転移を起こしている患者であり、もともとの

肺がんにより死亡したものと考えられ、ワクチン接種との関連はないとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

症状、検査の記載少なく、推定は難しいが、何らかの心血管系のアクシデントが疑

われる。ワクチン接種とは因果関係なさそうである。

○岸田先生 :

夜間の喘鳴、吸引は以前からあつた症状 a徴候であったかどうか。主治医の評価で

は肺がんによるとの判断であり、主治医のコメン トが重要。

○埜中先生 :

肺がん IV期 とかなり進行しており、呼吸不全とワクチンの関係は明らかでない。
GBSや ADEMの可能性はない。
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1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 20日午前 11時 20分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副
反応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
70歳代の女性。16年前から血液透析治療中の患者。
11月 19日 、血液透析後、午後 1時 30分頃に透析を行つた反対側の腕に新型インフ
ルエンザワクテンを接種。30分以上安静後に帰宅。同日午後 5時すぎ、家人に倒れて
いるところを発見され、救急搬送、心肺蘇生措置を行うも、死亡が確認された。
(3)接種されたワクチンについて
化」h五汗  SL04B

(4)接種時までの治療等の状況
16年前から血液透析

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、死因は急性心不全によるものとしており、長期間にわたる血液透析治療中
でもあつたこと、接種後 30分以上安静状態で急性反応のないことを確認しており、基
礎疾患による可能性が高いと考えられるが、ワクチン接種日の急性心不全による死亡で

あるため、ワクチンとの関連について、全く否定もできないため、因果関係を評価不能
として報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

ウクチン接種後少なくとも数時間は異常のないことが確かめられており、ワクチン

によるアナフィラキシーショックの可能性はほとんどない。透析中の高齢者の突然死

の原因は多数あるが、情報量が少なく、判定困難である。

○上田先生 :

死亡の原因としては

① 心筋梗塞等の血管病変が惹起された

② インフルエンザ接種が関与したなんらかの副作用により死亡した。
③ インフルエンザ接種が何らかの負荷を与え、心筋梗塞等の血管病変が惹起された
等が推測可能である

死亡が季節型インフルエンザワクチン接種ご数時間以内に起きたことを考慮すると
①>②=③の順で可能性が高いが情報量が少なく明確には断言できない。
○岸田先生 :

血液透析中の患者であり、透析後の情報がないので評価不能。
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1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 20日午後 1時 10分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副
反応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
80歳代の男性。慢性腎不全により血液透析治療中の患者。11月 17日午前 11時
30分頃新型インフルエンザワクチンを接種。18日 夕食まで特に異常はみられなかつ

たが、19日午前 7時 50分、死亡されているのを家人が発見。検死によって、虚血性
心疾患
※が疑われるとされている。

※ 虚血性心疾患 :動脈硬化や血栓などで心臓の血管が狭くなり、心臓の血流が悪くなる病気。
心筋梗塞や狭心症のこと。

(3)一 接種
‐
され たワクチン1こついで    ~

化」h石牙  SL04A

(4)接種時までの治療等の状況
患者は慢性腎不全により4年 10ヶ月にわたって血液透析治療中であった。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、ワクチン接種後翌日夕食まで異常なく経過 しており、死因である虚血性心

疾患とワクチン接種の関連はなしと考えられるとしている。

3.専門家の意見
○上田先生 :

死亡の原因としては心筋梗塞等の血管病変が最も考えやすい。透析開始後年数は不

明であるが患者さんで血管年齢は実年齢より高いことが強く推測されます。肺に転移

性癌があるがその関与は低いと推測します。17～ 18日 に症状ないことよリインフルエ

ンザ予防接種の関与の可能性は低いものと考えられる。死亡が季節型インフルエンザ

ワクチン接種後 3日 目に、なんの前駆症状もなく、就眠中におきたことを考えると、

新型インフルエンザ予防接種によりおきた副作用による死亡とは判断しにくいと考

えます。複雑な生命現象の結果なので断定はできませんが。

○岸田先生 :

血液透析中の患者。検死の結果が重要な情報。

○埜中先生 :

接種後 2日 目の事象で、因果関係は明らかでない。

1.報告内容
(1)経緯
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平成 21年 11月 20日午後 2時 50分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があつた。

(2)事例
50歳代の男性。糖尿病、高血圧、甲状腺機能克進症を基礎疾患とする患者。
11月 18日午後 4時頃新型インフルエンザワクチンを接種。接種後に副反応と考え
られる局所 口全身症状は認められなかつた。11月 20日午前 1時頃に異常な呼吸音で

発見され、数分後に心肺停止状態となり、蘇生処置を試みるも反応なく、同日午前 1

時43分死亡された。解剖所見では、両肺うっ血、心臓肥大、左右冠状動脈狭窄著明、
ほとんど閉塞の所見を認め、直接死因は急性心不全とされている。

(3)接種されたワクチンについて
化」h石汗  SL02A

(4)接種時までの治療等の状況
糖尿病、高血圧、甲状腺機能克進症等で通院治療を受けていた患者。

2.ワ クチン接種との因果関係
解剖を行つた医師の見解では、明らかな両肺うつ血、心臓肥大、左右冠状動脈狭窄著

明、ほとんど閉塞の所見を認め、死亡とワクチン接種の関連はなしとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

剖検により冠動脈の 95%の狭窄が指摘されており、心筋梗塞の有無などは、今後の
ミクロ所見結果の評価に待ちたい。心筋梗塞以外にもこの年齢層の突然死の原因は多

岐にわたる。ワクチン接種後少なくとも 30時間は異常のないことが確かめられてお
り、ワクチンによるアナフラキシーショックの可能性はほとんどない。

○岸田先生 I

入院中の患者であり、その情報が無いので評価に限界がある。解剖の結果から冠動

脈疾患による急性左心不全が疑われる。主治医のコメン トでいいと思います。

○埜中先生 :

接種後一日半目の突然死。因果関係は認められない。

1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 20日 午後 3時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反
応報告書において、死亡事例の報告があつた。

(2)事例
80歳代の男性。髄 1莫炎を基礎疾患とする患者。
16日午後 1時 30分頃新型インフルエンザワクチンを接種。 18日 に転院した。
転院時肺炎、発熱、意識障害が認められ、 19日午後 5時 58分に死亡された。
化」h石汗  SL02A
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(4)接種時までの治療等の状況
本年 6月 より、髄膜炎のため入院。遷延性の意識障害が認められていた。

2.ワクチン接種との因果関係
報告医は、死亡はt原病の悪化によるものであり、ワクチン接種との関連はないとし
ている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

関連なさそう。11/16ワクチン接種。11/18転院。転院時肺炎、発熱、意識障害あ

り、11/19死亡。

○久保先生 :

因果関係はなさそうです。

O埜中先生 : ____  _ _
基礎疾患である髄膜炎の情報が不足していて、その悪化かどうか判断できない。い

ずれにしても、かなり重篤な基礎疾患があったとのことで因果関係不明とも判断でき

る。

1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 20日午後 3時 40分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の
副反応報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
80歳代の男性。慢性気管支炎、脳血管性認知症を基礎疾患とする患者。
6日午後 3時 20分頃新型インフルエンザワクチンを接種。翌日、午前 9時半まで
は異常を認めなかつたが、 10時 35分に呼吸停止で発見された。
(3)接種されたワクチンについて
化」h石汗  SL01A                  ´

(4)接種時までの治療等の状況
脳血管性認知症で寝たきりの状態であつた。慢性気管支炎があり、しばしば肺炎

を併発 していたが、昨年 12月 肺炎球菌ワクチンを接種後は肺炎を併発することなく、
経過していた。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、もともとの状態が悪く死因は脳血管障害と考えられるものの、接種から2
4時間経過 していないことから、評価不能として報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

慢性気管支炎、脳血管性痴果があり、この患者の突然死の原因として、痰づまりま
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たは誤味性による窒息がもつとも考えられる。他にもこの年齢層の突然死の原因は多

岐にわたる。ワクチン接種後少なくとも 17時間くらいは異常のないことが確かめら
れており、ワクチンによるアナフラキシーショックの可能性はほとんどない

○岸田先生 :

脳血管性認知症と慢性気管支炎の既往があり、その治療や状況がわからないので評

価に限界あり。主治医のコメントのように原因がわからない突然死が妥当である。

○埜中先生 :

死亡時に状況が明らかでなく、因果関係は不明。

1.報告内容                           ´

(1)経緯
平成 21年 11月 20日 午後 4時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応報
告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例
80歳代の男性。糖尿病を基礎疾患とする患者。
11月 18日 に 3時頃に接種。その後、特に発赤やじんましん等のワクチン接種後の
反応はなかつた。11月 20日 に膝のリハビリで低周波治療中に、意識がもうろうとし

てベッド上で横に倒れた。血糖 160く らい。いびきをかく状態 (1菌血管障害)と なり、
意識昏迷、その後心停止となり、蘇生を試みるも意識戻らず、死亡確認。死因は脳血

管障害。

(3)接種されたワクチンについて
化m石汗  SL04B

(4)接種時までの治療等の状況
糖尿病にて療養中。接種前に一週間くらい前にも意識を消失した。低血糖発作だっ

たかもしれないと考えている。心臓や脳を検査 したが異常なくその後も通院。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、一週間前にも意識を消失したことがあり、もともとの糖尿病との関連も疑

われるが、ワクチン接種との関連について全く否定もできないため、因果関係を評価不

能として報告したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

発作後の神経所見の詳細、CTや MRI所見なく詳細は不明であるが、くも膜下出血や
脳幹梗塞などによる死亡が疑われる。他にもこの年齢層の突然死の原因は多岐にわた

る:ワ クチン接種後少なくとも 60時間は異常のないことが確かめられており、ワク
チンによるアナフィラキシーショックの可能性はほとんどない。

○岸田先生 :



接種後 2日 目の脳血管障害による死亡である。既往にある糖尿病の状況がわからな

いので評価に制約あり。主治医のコメントにあるように接種との直接の因果関係を示

唆する所見はなさそう。

○埜中先生 :

接種後一日半目の突然死で因果関係は不明。

1.報告内容
(1)経緯
平成 21年 11月 20日午後 5時時頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副反応

報告書において、死亡事例の報告があった。

(2)事例         
′

~ ~90歳
代の男性。

~気
管支喘息t認知症を基礎疾患とする患者。

~

気管支喘息があるが、落ち着いた状態が持続していた。19日午後 3時半頃新型イン
フルエンザワクチンを接種。当日、17時 55分頃より、喘鳴が発生し、呼吸機能の急
性増悪を認め。18時 44分に死亡が確認された。

(3)接種されたワクチンについて
デンカ Sl― B

(4)接種時までの治療等の状況
気管支喘息の既往がありも認知症にともなう譜妄により入院していた。

※譜妄 (せんもう):錯覚や幻覚が多く、軽度の意識障害を伴う状態。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医は、呼吸状態は悪かったものの、接種前の状態が安定していたことから、因果    |
関係は評価不能としている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

喘息患者に対するワクチン接種後 2時間 23分後の死亡であり、因果関係を考慮す
べきである。この間の状況がほとんど記載されておらず、報告を求めて詳細な検討が

必要である。

○永井先生 :

この報告書の情報は乏しく、判断は困難です。
・
〇埜中先生 :

呼吸機能の急性増悪はアナフィラキシー様症状類似のものとして、可能性はあるの

でワクチン接種との因果関係は否定できない。死亡に関しては、呼吸状態の悪化の状

態の情報は不足している。
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1.報告内容
(1)事例           て

90歳代の男性。間質性肺炎の患者 :
11月 5日 季節性インフルエンザワクチンを接種。

11月 19日 午前 12時 40分頃新型インフルエンザワクチンを接種。翌 20日 午前デ
ーサー ビスで入浴後に倦怠感、午後にベッドサイ ドに降りて排便した後、呼吸困難が

出現し、救急搬送されるが、同日 16時過ぎに心肺停止状態にて死亡。

(2)接種されたワクチンについて
布次琶汗≦≧  HP02C

(3)接種時までの治療等の状況
1年前 くらいから通院が困難な間質性肺炎の状況であり、日頃から多少の呼吸苦あ

り。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医 (主治医・接種医)は、間質性肺炎の増悪が一番の原因と考えられるが、ワク
チン接種との関連も完全に否定できないとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

原疾患である肺線維症の増悪による死亡と思われますが、ワクチン接種後 27時間目
の事であり、ワクチン接種を契機として原疾患が悪化した可能性を否定できない。11

月 5日の季節性インフルエンザワクチン接種後の異常状態の有無が気になります。追加

情報が望まれます。

○久保先生 :

否定はできない。

○永井先生 :

この報告書の情報だけでは、判断が困難です。

○埜中先生 :

接種前の間質性肺炎の程度、悪化の状態がわからないので、判定不能。

1.報告内容
(1)事例
80歳代の女性。気管支喘息、高血圧の患者。
11月 18日午後 2時頃新型インフルエンザワクチンを接種し、帰宅。10時頃家人が
入浴中に倒れているのを発見。0時頃、病院に搬送されたが死亡していた。死亡推定
時刻は、同日午後 8時頃。検案により、死因は脳内出血とされた。
(2)接種されたワクチンについて



微研会 HP02C

(3)接種時までの治療等の状況
本年春に肺炎で入院。当時は喘息発作があったが、今冬は安定していた。血圧も定

期検診では 130/70で 安定していた。11月 10日 が最終診療。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医 (主治医)は、背景に高血圧を有 し、ワクチン接種との関連はないものと判断
している。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

ワクチン接種後 6時間の死亡。関連無し。血性髄液。

OJヽ林先生 :

一
― ― -11月 18日午後 2時 (14時)新型インフリレエンザワクテン接種後、同日午後 8時 ｀(20
時)の 6時間後に発生した死亡事例。死体検案の結果、髄液が血性であり当直医は脳
内出血と診断。ただし、髄液が血性の場合、脳内出血であっても脳室内穿破合併また

はクモ膜下出血と判断するのが妥当と考える。いずれにせよ、インフルエンザワクチ

ン接種と上記頭蓋内出血性病変との因果関係は希薄であると判断した。

○埜中先生 :

接種後間もない脳出血で因果関係は認められない。ヽ

1.報告内容
(1)事例
70歳代の男性。脳梗塞と1選出血を経験し、後遺症のある患者。胃楼を形成。
11月 18日午前 11時頃新型インフルエンザワクチンを接種。22日 夕方、胃楼によ

る栄養後、患者が右側に傾き、呼びかけに反応しなかつた。意識レベルの低下、Sp02

低下 (50%)、 血圧低下に気づき、救急搬送。一次、意識 レベル回復したが、救急搬

送先の病院で検査中に急な血圧低下、呼吸困難をきたし、心停止。夜 10時頃死亡。

(2)接種されたワクチンについて
化」L石汗  SL04B

(3)接種時までの治療等の状況
老人ホームに入居中。本年 1月 に誤味で窒息し、誤廉性の肺炎を起こす。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医 (主治医 口接種医)は、原因と考えられ、ワクチン接種との関連はないと思わ

´ れるが、結果が重篤なため報告したとしている。

3.専門家の意見



〇稲松先生 :

老人ホームに入居中の胃痩患者。ワクチン接種後 4日 目に、胃痩栄養後、意識レベル

低下、酸素飽和度低下、ショック。吸引後―旦は意識改善するも、再びショックに陥 り

死亡。誤味に伴う死亡と思われ、ワクチンの関連なし。主治医も関連なしと判定してい

る。

○岸田先生 :

重篤な基礎疾患あり。ただし、誘因になつていることは否定できない。

○埜中先生 :

ワクチンとの関連性は評価できない。死因不明。

1.報告内容
(1)事例
70歳代の男性。糖尿病、慢性腎不全 (H12年から透析 )、 狭心症にてステン ト留
置 (H13)t陳急性脳梗塞の患者。
11月 20日午前 11時 55分頃新型インフルエンザワクチンを接種。透析後 2時間様
子をみたが特に異常はなく、その後、21日 の就寝まで家人によれば異常はなかった。

22日朝 8時頃、自宅にて心肺停止にて家人に発見され、病院に搬送。採血、レン
トゲン、頭部 口胸部 CT等による診断において著変なく、心臓死による死亡と診断さ
れた。

(2)接種されたワクチンについて
化m石汗  SL04B

(3)接種時までの治療等の状況
毎月検診していたが、64%の心拡大、大動脈弁の開鎖不全等があつた。また、10
月 20日 ～28日急性腸炎 (発熱 口嘔吐)で入院していた。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医 (主治医)は、ワクチン接種との関連はなしとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

関連なし。狭心症、ステン ト、透析患者。ワクチン接種後特に異常は見られなかった。

44時間後、自室にて心肺停止状態で発見。頭部胸腹部 CTで異常なく、心臓死と判定。
ワクチン関連なしの主治医判定。

○戸高先生 :

糖尿病、透析、虚血性心疾患、脳梗塞など突然死のリスクの高い症例です。自宅にて

Ib肺停止で発見されたとのことですので、何らかの原因の突然死と思われます。死後 CT

(Al)までされて「ib臓死」と診断されていますので、心臓突然死と判断してよろしい

のではないでしょうか。



1.報告内容
(1)事例
70歳代の男性。基礎疾患として糖尿病、食道癌放射線療法後、慢性心不全 (放射
線、化学療法による疑い)、 甲状腺癌術後甲状腺機能低下の患者。

11月 20日午前 11時 25分頃新型インフルエンザワクチンを接種 (発熱等、著変な
し)。 23日 6時頃起床し、普段と変わ りがなかったが、7時半頃心配停止。救急搬送
される。治療するも反応なく、8時半頃死亡確認。死後の頭部・胸腹部 CT異常なく、
死因は、心筋梗塞疑い。検死による死亡推定時刻は 7時頃。

(2)接種されたワクチンについて
化」1石汗  SL02B

て3)接種時までの治療等の状況 ~ ~
平成 20年 1月 に冠動脈 CTにて左冠動脈起始部 (#5)にプラークと硬化を認めている。

2.ワ クチン接種との因果関係
報告医 (主治医)は、ワクチン接種との関連はなしとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

甲状腺がん、食道がん治療後の患者。抗がん剤による心筋炎の既往。冠動脈造影でプ

ラニク。ワクチン接種後 68時間突然死。死後脳、心肺 CT異常なし。心臓死か。

○岸田先生 :

患者背景や接種前の状況の情報がないため評価に制約あり。但し、進行した疾患のあ

る患者と推測され、主治医の判定が重要な情報。

○藤原先生 :

73歳男性。慢性心不全、糖尿病、食道癌放治後、甲状腺癌治療後の甲状腺機能低下な

ど、基礎疾患が多数あり、因果関係は非常に薄いと思いますが因果関係不明との判断が

妥当でしょう。

1.報告内容
(1)事例
60歳代の女性。慢性腎不全、心不全を基礎疾患とする患者。なお、1選出血の後遺
症から全介助状態であり、入院していた。

11月 20日 に新型インフルエンザワクチンを接種した。接種直後、特段の副反応も

認められなかつた。11月 22日夜から血圧が少し低下し、11月 23日には発熱も認め
られた。23日の 22時 30分頃、病室で、胃から直接受けていた食事を吐き戻してい



たが、嘔吐物は喉には詰まらせていなかつたとのことであるが、同日23時 40分頃、
呼吸停止しているところを発見され、心肺蘇生を行うも死亡した。

(2)接種されたワクチンについて
化」h石汗  SL02B    ・

(3)接種時までの治療等の状況
慢性腎不全、心不全を基礎疾患とし、さらに1選出血の後遺症により、全介助状態で

あり、長期間入院していた。その他にtけいれんのために、けいれんを抑えるための
薬物療法も受けていた。

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医は、心不全による死亡の可能性が高く、ワクチン接種との明らかな関連がある
といえないが、全く否定もできないことから、因果関係は評価不能として報告したとし
ている。

3.専門家の意見
○岸田先生 :

血圧の下がつた原因の情報なし。心不全、透析などとの関係が不明。

○戸高先生 :

心不全とあるが原疾患について記載されておらず、よく分からない。血圧低下との重

要な関連情報である透析の予定日などの記載が無い。23日月曜日は透析されたのか、24

日が次の予定であったのか。突然死リスクの高い症例であるが、血圧が低下していたこ

とは1-2日 かけて何らかのイベントが起こっていたことを示唆する。透析施行困難で
あつたのは本当に「心不全」が原因であるのか。 warm shockのような病態は除外でき
るのか。

11報告内容
(1)事例
90歳代の男性。慢性気管支炎を基礎疾患とする患者。過去に大腸癌の手術を行っ
ている。11月 16日 に慢性気管支炎のために定期受診をし、体調に問題がなかつたた

め、新型インフルエンザワクチンを接種。11月 17日 にも特に体調に問題はなく、訪

間介護により、入浴。入浴後も血圧、脈拍ともに異常はなかったが、11月 19日午後
2時頃にベッドで具合が悪くなつているところを家族が発見。近隣の病院に救急搬送
されたが、午後 3時頃に死亡された。主治医によれば、死因は急性心臓死と考えられ
ている。

‐

(2)接種されたワクチンについて
化m面汗  SL04B

(3)接種時までの治療等の状況
慢性気管支炎のため、主治医に定期受診していた。また、心不全の疑いがあったた



め、利尿薬を投与 していた。

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医は、ワクチン接種との因果関係は非常に低いと考えているが、全く否定もでき

ないことから、因果関係は評価不能として報告 したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

関連否定的。11/16ワ クチン接種。翌日入浴介助異常なし。3日 ロベッドで具合悪
くなつているのを発見。同日入院、死亡確認。

○岸田先生 :

検視の結果による評価が重要な情報です。

―
症例 29

1.報告内容
(1)事例
60歳代の男性。慢性腎臓病を基礎疾患とする患者。週に 3回 (1回 4時間程度 )
血液維持透析を行つていた。特にアレルギーの既往はない。

接種時の間診で、不整脈、心不全等の兆候もなく、接種前の状態も良好であつたこ

とから、11月 20日 、新型インフルエンザワクチンを接種した。接種後は特に異常も

なく帰宅し、11月 21日 、11月 22日 も特段問題は認められなかったが、11月 23日

午前 7時 30分頃、目覚ましが鳴り止まらないため、家族が部屋に確認に行つたとこ
ろ、既に死亡していたとのことである。推定死亡時刻は、11月 22日深夜から 11月
23日 の早朝と考えられる。

(2)接種されたワクチンについて
化m石升  SL03A  '

(3)接種時までの治療等の状況
週に 3回 (1回 4時間程度)血液透析による治療を行つており、新型インフルエン
ザワクチン投与後にも血液透析を行つている。10月 9日 に季節性インフルエンザワ

クチンを接種しているが、特段の問題はなかつたとのことである。

2.ワ クチン接種との因果関係
主治医は、ワクチン接種との明らかな関連があるといえないが、全く否定もできない

こと、また、透析患者では、不整脈や心不全による突然死の事例も時々起こることがあ

るため、因果関係は評価不能として報告 したとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

情報なく評価困難。おそらく関係なし。平成 19年より維持透析。11/19の定期受診、



諸検査で異常なし。ワクチン接種 2-3日 目に死亡 しているのを発見。

○岸田先生 :

評価できる情報がないので判定不能。

1.報告内容
(1)事例
90歳代の女性。慢性うっ血性心不全、高血圧、慢性骨髄性白血病を基礎疾患とす
る患者。

11月 20日 新型インフルエンザワクチンを接種。特に副反応の兆候もなく、24日 に

も基礎疾患に関して定期受診し、問題なく帰宅したが、11月 25日午前 10ん時に消

防救急隊より、主治医に死亡しているとの報告があつた。一人暮らしで、テーブルに     |
うずくまっていたことから、24日の夕食途中で死亡していたと考えられている。一検
死の結果は、脳出血とのことであった。

(2)接種されたワクチンについて
デンカ S2-B

(3)接種時までの治療等の状況
慢性うっ血性心不全、高血圧:慢性骨髄性白血病を基礎疾患とする患者であり、主
治医に定期受診していた。また、11月 6日 まで、近隣の病院に心不全のため入院して

いた。11月 9日 に季節性インフルエンザワクチンを接種しているが、特段の問題はな

かつたとのことである。                          `  ・

2.ワクチン接種との因果関係
主治医は、1図出血が原因の死亡であり、本剤との関連はなしとしている。

3.専門家の意見
○稲松先生 :

窒息死らしくワクチンの関与ないらしい。慢性骨髄性白血病、うっ血性心不全、高
血圧の患者。ワクチン接種6日 目自宅で死亡を発見、検死で前日夕食中の死亡と推定。

ワクチン接種後 5日間の情報、また、食事中の死亡という記載あるが、状況から窒息
の状況はないのか、追加情報収集の必要あり。

○大屋敷先生 :

1)本例では私の専門的立場からすると、慢性骨髄性白血病への治療としてメシル酸
イマチニブあるいはダサチニブを投与されていたかどうかが問題となります。これら

のチロシンキナーゼ阻害薬は血小板機能および血小板粘着能の低下をもたらし、出血

傾向を助長されることが知られています。

2)脳出血との検死結果ですが、梗塞性の出血かどうかも問題になります。すなわち、
心房細動などによる。うつ血性の心不全で血栓が飛ぶこともあります。また、年齢を

考えると単に高血圧で脳出血を来たした可能性もあります。



個別症例の評価にご協力いただく専門家

委員名 所属 ヨ早F]

新家 員 国立大学法人 東京大学大学院 医学系研究科 眼科学 教授 眼科

荒 J‖ 創― 国立大学法人 神戸大学医学部附属病院 手術部長 泌尿器

五十嵐 隆 国立大学法人 東京大学 医学部 小児科学教室 教授 小児

石河 晃 慶應義塾大学 医学部 准教授 皮膚

岩田 敏 独立行政法人国立病院機構東京医療センター 統括診療部長 小児

稲松 孝思 東京都老人医療センター感染症科 部長 高齢者

猪熊 茂子
日本赤十字社医療センターアレルギーリウマチ科  リウマチセン
ター長 膠原病・関節リウマチ

上田 志朗 国立大学法人 千葉大学大学院 薬学研究院医薬品情報学 教授 腎臓

岡部 信彦 小 児

笠貫 宏 特定非営利活動法人日本医療推進事業団 理事 循環器

岸田 浩 日本医科大学 名誉教授 循環器

久保 恵嗣 国立大学法人 信州大学副学長 呼吸器

小林 治 杏林大学医学部 総合医療学 講師 呼吸器・感染症

澤 充 日本大学医学部附属板橋病院 病院長 眼科

田 中 靖 彦 国立病院機構東京医療センター 名誉院長 眼科

田中 政信 東邦大学医療センター大森病院産婦人科 教授 産科

茅野 員男 独立行政法人国立病院機構 東京病院 統括診療部 部長 循環器

土田 尚 国立成育医療センター 総合診療部 医師 小 児

戸高 浩 司 福岡山王病院 循環器内科部長 循環器

永井 英明 独立行政法人国立病院機構 東京病院 呼吸器科 医長 呼吸器

中村 治雅 国立精神・神経センター病院 神経内科 医師 精神・神経

埜 中 征哉 国立精神・神経センター病院 名誉院長 精神・神経

藤原 康弘 国立がんセンター中央病院 臨床試験・治療開発部 部長 内科

三橋 直樹 順天堂大学医学部附属静岡病院 産婦人科 副院長・教授 産婦人科

森田 寛 お茶の水女子大学保健管理センター 所長 アレルギー

矢野 哲 国立大学法人 東京大学大学院 医学系研究科産婦人科学 准教授
産婦人科学、生殖生理・

内分泌学

吉川 裕 之 国立大学法人 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 教授 産婦人科

吉野 英 吉野内科・神経内科医院 院長 神経内科

与芝 真彰 せんぼ東京高輪病院 病院長 肝臓
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彗膵響響嘩彗営寧|ゞ哉種甦藩翼i躍霧黎可
駄 策 狂 お よ ひ 奇 舞 諷 狂

インフルエンザ
*細気管支炎
*蜂巣炎
*帯状疱疹
*注射部位膿瘍
*川崎病
*髄膜炎
*無菌性髄膜炎
*鼻咽頭炎
鼻炎
耳下腺炎
*肺炎
薫 敗血症 ~~
*皮下組織膿瘍
脳幹脳炎
*細 菌 14肺炎

1

1

２

一　
　
　
　
１

1

1

3

1

２

４

１

１

１

１

１

３

・１

１

1 1

傷害、中毒および処置

*肺 帽復 1 1

齢 床 模 萱

アラニン・アミノトラ
ンスフェラーゼ増加
血中クレアチンホス
*ホキナーゼ増加
*血中ブドウ糖減少
血圧低下
酸素飽和度低下
*C―反応性蛋白増
肝機能検査異常
*リンパ球数減少
*血小板数減少
*白 血球 数減 少

1

う
乙

1

１

１
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１

　

　

１

2

1

1

1

１

　

　

２
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２

１

１

２

２

1 1

1

1 3

1

代謝および栄養障害
*低アルブミン血症
*任血踏席 1

1

筋骨格糸および編含組

関節痛
背部痛
筋力低下
筋肉痛 (※筋痛とし
て報告 )
*筋炎
頚部痛
顎痛
*四肢痛
開口障害
腋高腫瘤
*多発性関節炎
*リウマチ性多発筋
*横紋筋融解
*春 雄 各

1

Ｏ
ι

1

1

1
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1

２
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１

艮圧、思旺およひ詳潤

*癌 性 リンパ管症 1 1



鱚 晰 鰈
魂
覇

路 雨
全身障害および投与局
所様態
*胸部不快感
*胸痛
悪寒
*死亡
*顔面浮腫
異常感
熱感
*全身性浮腫
高熱
注射部位紅斑

_注射艶生璽結  1__
注射部位疼痛
注射部位熱感
倦怠感
*末梢性浮腫
末梢冷感
発熱
突然死
膀帯過捻転 (胎児
死亡 )
心臓死
*腫脹
注射部位腫脹
ワクチン接種部位そ
う痒感
ワクチン接種部位
腫脹
*師 結
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nt胆追 糸 厚 吾
*急性胆嚢炎
肝機能異常
肝炎
急性肝炎
黄疸
肝障害
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１

６

１
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アナフィラキシー反
アナフィラキシー
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アナフィラキシー様
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渦敏庁
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資料1-7

インフルエンザワクチンの副反応の報告状況について (重篤)
季節性インフルエンザワクチン及びA型インフルエンザHl Nlワ クチンの比較

季節性インフルエンザワクチン A型インフリレエンザHl Nlワクチン

接種日
・
…
刺F~

2006年度 2007年 度 20081F月質

2006´ψ2008

年度

季節性イン
フルエンザ
ワクチン
合計

20091019

20091101

20091102

20091119

20091120

20091126

A型インフ
ルエンザ
I HlNl

ワクチン

合計

副反 l麟症例数 107 121 121 34C 36 64 10

副反「醸件数 149 188 公
υ 50〔 59 91 i3 16〔

出荷「 (05mL) 35,590,000 41,640,000 47,400,000 124,630,00〔

反 1 :の種類 副反応の種類別件数
皿 版 およひリンノ` 糸 障

*貧血
*播種性血管内凝固
特発性血小板減少
*性紫斑病
*白血球減少症
リンパ節症
*好 中球減少症
*汎血球減少症
*血小板減少性紫IIT
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２
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２

　
１

　

　

　

５

　
２
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心 臓 1厚吾

徐脈
*心不全
*心肺停止
動悸
*心筋梗塞
急性心不全
心筋虚血
*′ r、 1草芥

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

耳および迷路障害

回転性めまい
*空 挙難廉

l

1

1

眼 1草吾

眼痛
*眼瞼浮腫
眼瞼紅斑
*ブドウ1莫炎
*両眼球運動障害
*角 1草落暦
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*腹 部不快感
*腹痛
*肛門直腸障害
*腹水
下痢
*血便排泄
*虚血性大腸炎
悪心
上腹部痛
口匡吐
腹腔内出血
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資料1-8
GBSの可能性のある副反応報告X

※菫篤割作用マニュアル③GBSの項に基づき、「しびれ、脱力感、神経障害、筋力低下、物が飲み込みにくい」といつたタームで報告された症例を選択。 参考

年齢・性別 既住歴 隆過 副反応名
重篤/非
重篇

ロット 転帰
フクチンと副反応との
コ塁 閣 ヱ

専門家の意見 隋委員 コメント

20代・女性 無
フクチン機種直後に52× 48mmの腫脹、発
ホ、しびれ、疼痛発現。

厘脹、発赤、しびれ、疼
腐

非重篤
化血研
SL01A 調査申

副反応としては否定
できない

Э中村先生:局所症状
D埜中先生 :局所アレルギー。
神経系統の異常は考えられない。ギラン
ペレー症候群は否定できる。

10代・女性 無

ワクチン接種1時間半後、頭痛増強し、冷汗、
吐気、四肢末梢のしびれ感出現し、立位不
可能。
臥床安静にして症状軽快。

頭痛、冷汗、吐気、四肢
末梢のしびれ感

非重篤
化血研
SL01 A

コ復
昌り反応としては否定
できない。

O埜中先生 :

局所症状としては因果関係は否定できな
い。
6BSとしては情報不足。本人の訴えのみ
で具体的に末梢神経障害を証明するデー

タがない。(知覚障害の有無など。)

〕0代・女性 無
ワクチン接種2日後、左上腕から左第4・ 5指
にかけてのしびれ感(前腕部は正中部のしび
れ)。 左腕全体の脱力感。

神経障害 非重篤
化血研
SL01 A

隆快
冨1反応としては否定
できない。

Э中村先生 :

弓所症状として考えられる可能性あり。ギ
ランパレーとは考えにくい。
Э埜中先生 :

弓所症状としては因果関係は否定できな

]BSとしては情報不足。本人の訴えのみ
で具体的に末梢神経障害を証明するデー

'が

ない。(知覚障害の有無など。)

〕0代 。男性 無

ワクチン接種2時間後、下肢の関節痛が始ま
り、全身の関節痛へと拡大。左上肢のしびれ
感あり。
ワクチン接種4日後、左1・ 2指のしびれ感と下
肢の関節痛が持続。

|1経障害 調査中
化血研
SL01A 回復

副反応としては否定
できない。

O中村先生 :

因果関係は否定できない:関節痛等は、
目1反応の可能性あり。
情報不足 :「しびれ感」は不明。
(この二つの事象は「神経障害」と「関節
痛」として別に考えるべき。)
O埜中先生 :

しびれや関節痛は、時間的に関係あると
思われる。ただし神経障害の有無につい
ては客観的データがなく評価できない。関
節痛としては因果関係は否定できない。

ギランパレーの可能性はない。

:0代・女性
ロキタンスキー症
候群

ワクチン接種10分後、頭痛、嘔吐有 (1回 )。
ワクチン接種20分後、顔のこわばり、顎の痛
みあり。
ワクチン接種1時間後、症状消失。

その他神経障害 非重篤
デンカ生研
S2-A 回復

ヨリ反応としては否定
できない。

O埜中先生 :

因果関係は否定できない:頭痛は時間的
にみて関係あり。
ギランパレーやADEMの可能性はない。

,0代・男性 員アレルギー

ワクチン接種5時間後、ふらつき、下肢脱力、
健忘あり。膝蓋腱、アキレス腱反射減。ブドウ
糖、グリテルリチン・グリシン・システイン配合
剤、リン酸オセルタミビル投与。
ワクチン機種3日 後、軽快。

ゆまい、下肢脱力.健
忠

非重篤
デンカ生研
S2-A 軽快

ヨ1反応としては否定
できない。

D埜中先生 :

情報不足 :注射後4時間目のふらつき、健
志、この両方なので、関係は否定できな
ハ(因果関係は否定できない)。 下肢脱
力、腱反射消失はあるが、発症が早いこ
ヒ(接種後)、 すぐに回復していることから
ギランパレー症候群、ADEMは考えられな



年齢・性別 既住歴 睡過 目J反応名
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専門家の意見 楠委員 コメント

50代・女性
ペニシリンアレル
ギー、慢性肝炎

フクチン接種40分後、膝のガクガク感、頭に
臓がかかったようでふらつき感、健忘あり。膝
濃腱反射消失。ブドウ糖、グリテルリチン・グ
リシン:システイン配合剤、リン酸オセルタミビ
ル投与し、症状軽減。

下肢脱力、めまい、頭
興感、健忘

lF重篤
デンカ生研
32-A

軽快
副反応としては否定
できない。

0中村先生 :

下肢脱力はギランパレーとは考えにくい

(経過より。)
0埜中先生 :

機種後40分で、下肢脱力、中枢神経症
状が出現している。ギランパレー症候群、
ADEMとして発症が早すぎるし、すぐに軽
快しているので否定せ る。注す神経症

状については、因果関係不明。

:0代・女性 花粉症 (スギ)

フクチン機種12時間後、下肢の脱力で膝が
けクガクし力が入らず。
フクチン機種翌朝、めまいと頭がボーとし、
S、らつき感、思考力低下あり。膝蓋腱、アキ
′ス腱反射減弱。
フクチン接種3日後、プドウ糖、グリテルリチ
ン・グリシン・システイン配合剤、リン酸オセル
タミビル投与し、症状軽減。

下肢脱力、めまい、ら、ら
つき、思考力低下

非重篤
デンカ生研
S2-A 軽快

副反応としては否定
できない。

0中村先生 :

ギランパレーとは考えにくい。
O埜中先生 :

時間的関係から、めまい、ら、らつきの中
枢神経症状は関係あり。ギランパレー症
候群、ADEMについては、可能性きわめて
早い発症などで、否定できる。

,0代・男性 朦

フクチン機種40分後、めまい、足のもつれ、
農種部位側の筋肉痛あり。めまい、足のもつ
れは10～20分で消失。筋肉痛は2日後に回
に。

神経障害 ,卜重篤
化血研
SL01 A

回復
副反応としては否定
できない。

0中村先生 :

因果関係不明 :「めまい、足のもつれ」

因果関係は否定できない :「筋肉痛」
0埜中先生 :

神経障害については、客観的なデータが

なく、判断できない。(多分存在しない。)

20代・男性 無

フクチン接種5分後より、両上眼瞼発赤腫脹
bく出現。両下肢しびれ感も発現、脱力様症
吠で体位保持困難となり、臥床。両頬部まで
発赤、腫脹感波及あり。
フクチン接種1時間後に、ヒドロコルチゾンを
段与するも症状変わらず入院。

面上眼瞼発赤腫脹、両
下肢しびれ

重篤
化血研
SL01A 回復

ヨJ反応としては否定
できない。

O中村先生 :

因果関係は否定できない :「両眼瞼発赤、
腫脹」はアナフィラキシー様症状の可能
性。
情報不足 :「両下肢しびれJはその後の経
過が不明で判断できず。
O埜中先生 :

これらの症状はアナフィラキシー様症状と
して因果関係は否定できない判定。脱カ

症状については、客観的データがなく情
報不足 ギランパレー症候群、ADEMは 急
速の回復で否定できる。

O岸田先生 :
発赤腫脹 (因果関係は否定できない,過敏
症)、 下肢しびれ (因果関係は否定できな
い,その他の副反応)。 入院。
O清水先生 :

しびれ、脱力感ではギランパレー症候群
という事象名も考えるが、好発時期からみ
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1 :0代。女性
高血圧、高コレステ
ロール血栓

ワクチン接種約10分後、両手のしびれ (両手
から両肘下まで拡大)、 動悸あり。
翌朝には症状消失。

しびれ(両手～両肘下) 重篤
北里
NB001

コ復
ヨJ反応としては否定
できない。

0中村先生 :

詳細不明で判断できず。
O埜中先生 :

局所症状としては因果関係は否定できな
い。末梢神経障害としては客観的データ
なく、情報不足にて情報不足。ギランバ

レー症候群は、発症時期や症状から否定
できる。
O稲松先生 :

頚椎症の可能性あり。今後ワクチン接種
と無関係に症状があるかどうかが判断上

重要であるが。現時点では判断できず。
O岸田先生 :

しびれ (因果関係は否定できない,その他
の副反応)。
O清水先生 :

12分後であるので。

,0代・女性 無

ワクチン接種4時間後、浮動感あり。
ワクチン接種翌日、臀部～大腿背側の筋痛
出現。
ワクチン接種3日後、症状軽快。

下肢筋痛、浮動感 非重篤
北里
N8001 回復 因果関係不明

0埜中先生 :

筋痛の原因不明。(筋炎か横紋筋融解
か)
ギランパレー症候群は発症時期、症状の

広がりから否定できる。

30代・男性 無
ワクチン接種7時間後、臀部～大腿背側にか
けて筋痛が軽度あり。
ワクチン機種2日後、症状消失。

下肢筋肉痛 チト重篤 耀
Ｎ８。０

回復 因果関係不明

O埜中先生 :

下般筋肉痛については、筋炎か横紋筋副
解か、情報不足で判断できない。ギラン′`
レー症候群については発症時期や症状
の広がりから否定できる。

30代・男性 調査中

フクチン機種時、いつもより痛かった。
フクチン機種翌日、左上腕部に筋肉痛あり。
と小指に軽度のしびれを生じ、間欠的では左
るが毎日持続。注射部位の腫服なし。

務肉痛、しびれ 非重篤 耀
ＮＢ００

未回復
副反応としては否定
できない。

O中村先生 :

投与方法等が不適切だつた可能性もある
のでは?情報不足。
O埜中先生 :

局所症状として因果関係は否定できな
い。しびれは主観的なものであり、それを
裏付けるデータ(末梢神経障害かどうか)
がない。ギランパレー症候群は否定でき
る。

30代 "女性 無

フクチン接種15分後、嘔気、嘔吐、顔面の熱
惑、しびれ感、知覚鈍麻、左頬部の表情筋が
すいれん様に収縮し、入院し、輸液にて経過
瞑察。
フクチン接種翌朝、左頬部にわずかに知覚
沌麻があるのみで、他の症状は消失。

嘔気、嘔吐、熱感、しび

れ感.感覚鈍麻、表情
覇けいれん

非重篤
化血研
SL01A 隆快

冨1反応としては否定
できない。

0中村先生 :

嘔気はありかもしれない。迷走神経反射
の可能性もあり。
O埜中先生 :

情報不足～因果関係不明 :顔面筋のけい

れんは顔面神経が原因とはおもわれな
い。アナフイラキシー様症状の一部と考え
れば因果関係は否定できない。ギランバ
レー等は否定できる。



年齢・性別 既住歴 怪過 副反応名
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コット 転帰
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6 10代・女性

ワクチン接種2分後、吐気、上下肢のら、るえ、
しびれ、冷感あり。血圧126/70の ため、アナ
フィラキシーシヨックを疑い、補液、コハク酸ヒ
ドロコルチゾンナトリウム投与し、症状軽減。
症状はアナフィラキシーというよりも振戦、脱
力が主体。

吐気、上下肢のふるえ、
しびれ、冷感

非重篤
デンカ生研
S2-A

隆快
副反応としては否定
できない。

O中村先生 :

嘔気は関係あるかもしれない。迷走神経

反射の可能性もあり。
O埜中先生 :

脱力については、はっきりとした筋力低下
があつたのかどうか原因(横紋筋融解か

筋炎か)が同定できていないので、情報不

足。多くの症状はアナフイラキシー様症状

としてとらえられる。→因果関係は否定で

きない ギランパレーは症状から否定でき

る。

60代・女性

メフェナム酸で湿疹
ロキソプロフェンナ
トリウムで全身浮腫
セフジニルで顔面
痛

フクチン機種翌日、下肢痛あり。
フクチン接種2日後、前腕痛、節々の関節痛
らり。
フクチン接種4日後、改善.

下腿。前腕筋痛(両側) 非重篤
デンカ生研
Sl―A

未回復
→回復

Ell反応としては否定
できない。

O中村先生 :

記載あり。
O埜中先生 :

筋炎によるものか、横紋筋融解によるも
のか、判定できない。因果関係は否定で

きない。ギランパレーは症状から否定でき
る。

40代・女性 朦
ワクチン接種後、接種した左上腕のしびれ
感、冷感、疼痛が5日持続。

左上肢の痛みとしびれ 重篤
デンカ生研
Sl―A 未回復

副反応としては否定
できない。

0埜中先生 :

局所症状としては因果関係は否定できな
い 。

左上肢の症状か末梢神経障害によるか

どうか客観的データなし。ギランパレーは

否定できる。
O稲松先生 :

注射部位が神経に触つていないか、局所

反応など情報不足。因果関係ありそうで

はあるが、成因にも関連してくるので、追
加情報が必要。①正確な接種部位、②接

種部位の局所反応の有無と程度。

O岸田先生 i
その他の副反応。

40代・男性 無

ワクチン接種1日後、起床時より右上腕 (機種
側)三頭筋の筋力低下、疼痛が出現。
ワクチン接種2日後、左大胸筋の痙摯が出
現。
ワクチン接種3日後、左大腿筋四頭筋痙摯が
出現。
ワクチン機種9日後、左上腕三頭筋の筋カ
は、MMTで 4程度。

末梢神経炎、筋炎 重篤 調査中 未回復
ヨ1反応としては否定
できない。

0中村先生 :
投与部位と筋力低下の部位が不明。その

他にも情報不足。
O埜中先生 :

右上肢の症状は主に主観的、三角筋の

筋力低下が筋炎によるものか、横紋筋に

よるものか、国果関係は否定できないKの

値がなく判断不明。ギランパレー症候群

は否定できる。   ・
O稲松先生 :

左右混舌Lしている可能性あり。副反応欄
2行日最後の判読困難、確認を要する。
①接種部位の局所反応の有無、程度
は?
②右 (対側)の大胸筋の痙摯???
O岸口先生 :

接種前から部位は違いますが、筋症状が

あります。それとの関係の情報が不足し

ています。

何らかの神経・筋
の障害の疑い

記載の情報からは、GBSあ るいは
ADEMと まではいえないが、ワクチン接
種が何らかの神経・筋の障害を誘発し
た可能性は否定できない。
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10代・女性 無

本ワクチン接種前に季節性インフルエンザワ
クチン接種歴あり。
ワクチン接種直後、左腕機種部に赤み、痛み
力1少しあり。腕から手先にかけて少ししびれ
あり。
ワクチン接種翌日、改善。

発赤、痛み、しびれ 非重篤
デンカ生研
S21-A 回復

副反応としては否定
できない。

0中村先生 :

局所症状と考える。
O埜中先生 :

症状は主に主観的。末梢神経が目された
という根拠はない。ギランバレー症候群は
否定的。

20代・女性
ワクチン機種2時間後、両下肢しびれ感出
現。37℃発熱あり、アセトアミノフェン投与。

両下肢神経障害 ,卜重篤 燿
ＮＢ００

回復
ヨJ反応としては否定
できない。

0中村先生 :

経過が不明。しびれ感の原因検索の必要
あり:
O埜中先生 :

客観的データがない。ギランパレー症候
群は否定できる。

20代・女性

本ワクテン機種時、指先に響く等の症状はな
かつた。
本ワクチン接種翌日、就寝時に左上肢のだ
るさに気づく。
本ワクチン機種2日後、朝より膝より前腕にか
けて痛みが出現し、だるさが徐々に悪化。
本ワクチン接種4日後、季節性インフルエン
ザワクチン接種。
本ワクチン機種7日後、コップも持ちにくいと
医療機関受診。右手握力22、 左手握力8。

と上肢の筋力低下・痛
み

重篤
デンカ生研
Sl―A 不 明

副反応としては否定
できなも`。

O中村先生 :

投与と反対側。GBSとしても少し症状が早
すぎるのではないか?
0埜中先生 :

本人の訴えのみで、末梢神経障害の根拠
なし。
ギランパレー症候群は否定できる。
O清水先生 :
左側の事象については否定できない。た
だその4日後反対側に再注射したのは不
適正使用か。

同らかの神経・饉
つ障害の疑い

記載の情報からは、GBSあ るい !J
ADEMとまではいえないが、ワクチン擢
種が何らかの神経・筋の障害を誘発L
た可能性は否定できない。

30代・女性
自己赤血球感作性
紫斑病の指摘有る
も確定診断無し。

ホワクチン接種7日前に季節性インフルエン
チワクチン接種。
本ワクチン機種2時間後、ふらつきと接種側
上腕から前腕への紫斑、対側前腕の紫斑出
現。嘔吐・嘔気なし。接種翌朝、筋力低下出
現、トイレまでの歩行がかろうじて可能。紫斑
ま有痛性で前腕部にまで拡大。機種翌日
度、3回の痙摯発作が認められたが、以後の
発作はなし。

掟斑、意識障害、痙摯 重篤
化血研
Sl―A 調査中

副反応としては否定
できない。ADEMの可
能性もあるが情報不
足。

0中村先生 :

けいれんについては、どのようなけいれん
か?
原因検索 (因果関係は否定できないTな

ど)しているのかが不明。筋低下もその後
の経過が不明。
O埜中先生 :

局所症状としては因果関係は否定できな
い。末梢神経障害の根拠なし。ギランバ

レー症候群は否定できる。
O岡部先生
情報不足であり、評価が困難な情報不足
に相当します。
検査所見、経過等が必要と思います。
これまでの季節せインフルエンザワクチン
ではみられない症状であり、その判定に
は慎重を期したほうが良いと思います。
O清水先生 :
紫斑病の既往が5年前にあったらしい。

DヽEMの可能性

「けいれん発作」の詳細な内容は不明
だが.筋 力低下も合わせ考えると中枢
神経病変の可能性あり。ワクチン接種
との関連の可能性がある。頭部MRIな
ど必要。



■齢。性別 既住歴 隆過 副反応名
璽蔦 /ヲF

騰筐
ロット 転帰

フクチンと副反応との
ヨニ聞こ 専門家の意見 楠委員 コメント

〕0代・女性 無

本ワクチン接種2週間前に、季節性インフル
エンザワクテン接種。
ワクチン接種1時間経過後も接種部位の疼痛
持続。熱感等訴えるも、視診触診では発赤、
熱感なし。血圧115/90mmHg、 脈拍60/分。30
分程度で気分不良解消、疼痛は軽快傾向。
ワクチン接種より約2時間後、吐気出現、血
圧94/63mmHg、 脈拍60/分。塩酸メトクロプラ
ミド点滴静注により症状軽快。
ワクチン接種2日後、腰痛、下肢痛、倦怠感
等インフルエンザ様症状出現。ロキソプロ
フエンナトリウムを内服するも症状改善せず。
ワクチン接種6日後、症状増強のため、医療
機関受診。体温37.3℃ 、因果関係は否定でき
ないRP2.7、 自血球数13.800(好中球84%)、
因果関係は否定できないK136.血圧
116/72mmHg、 脈拍90/分。疼痛持続、倦怠
感あり。咽頭痛、鼻水、咳、痰なし。アセトアミ
ノフェン、レバミピド、セツカベンピボキシルを
処方。帰宅後39℃まで熱発し、左胸部痛が
悪1ヒ。
ワクチン接種7日後早朝、救急外来受診。下
肢痛持続し、歩行不可。体温:382℃。頭痛、
1因頭痛なし、咳嗽あり。インフルエンザ迅速
試験陰性。因果関係は否定できない
pp10 A, 由 而 1,選貯1`,nnr解 由桟 RQ嘔、 田

嘔気、血圧低下、腰・下
技痛

重篤
デンカ生研
S2-A 不明

ロリ反応としては否定
できない。

O中村先生 :
腰、下肢痛はGBSと は言いがたい(原因
は不明。)
0埜中先生 :

末梢神経障害を裏付ける客観的データは

ない。ギランパレー症候群は否定的。

O岸田先生 :

今後の経過に関する情報が必要。はじめ

は全身症状であったが。その後の症状は

原因はわからないが肺炎を併発した症状
が主である。尚、強い下肢痛があるが神

経痛、筋肉痛、麻痺の有無などの情報が

ないので神経・筋症状については今後の

情報まち。

:0代・女性 無

ワクチン接種8時間後、接種部位の発赤
(50mm× 50mm)、 腫脹、熱感、関節痛 (軽
度)、 全身倦怠感あり、経過観察。
ワクチン接種翌日、関節痛、筋肉痛著明。歩
行困難あり。機種部位の疼痛増強し、接種仰
肩関節筋緊張強く、約1週間持続。

期節痛、筋肉痛 非重篤
化血研
SL01 A

回復
日J反応としては否定
できない。

0中村先生 :

因果関係は否定できないと思います。
O埜中先生 :

局所の反応は因果関係は否定できない

筋痛、関節痛は筋炎か横紋筋融解症か

どうか。血清因果関係は否定できないK値

のデータなどないので
半J定不能。ギラン・パレー症候群は症状
からは否定できる。

:0代・女性 無

ワクチン接種5分後、舌の違和感、咽頭の圧
迫感あり。
ワクチン機種2時間後、症状消失。
ワクチン接種翌日、両大腿の筋肉痛、重苦し
さあり。1日程度で消失。

舌・咽頭違和感、下肢
務肉痛

非重篤
明

Ｂ０

不

ＯＮ
コ復
副反応としては否定
できない。

O中村先生 :

症状が一過性でもあり、判断しかねる症

例だと思います。
O埜中先生 :

舌、咽頭違和感はアナフラキシー様症状
として因果関係あり。
下肢の筋肉痛は筋炎か横紋筋融解症か

どうか、血清因果関係は否定できないK値

のデータなどないので

判定不能。ギラン・パレー症候群は症状
から否定できる。



年齢・性別 既住歴 経過 ヨ1反応名
菫篤/非
重饉

ロット 転帰
フクチンと副反応との
コ星 聞 こ 専門家の意見 楠委員 コメント

40代・女性 朦

ワクチン接種翌日、起床時より軽いめまい、
頭痛あり。回転性のめまい、両下肢脱力感に
て歩行困難、嘔気あり。血圧170/110、 体温
350℃ 、脈90、 動悸あり。心電図、MRl検査は

特に異常なし。内服、点滴処置にて症状回
復。

隆いめまい、頭痛後に
回転性めまいと両下肢
脱力感

非重篤 DSL01A コ復 ヨ果関係不明

Э中村先生 :

回転性のめまいなどは、本剤との因果関
系不明です。嘔気などもそれに伴う可能
生もあり。しかしながら、日J反応としての籠
成もありますので、肯定も否定もできない
ヒ思います。
D埜中先生 :

時間的にみて因果関係は否定的。

30代・女性
(妊娠10週 )

厭
フクチン接種10時間後、嘔吐、発疹、四肢の
ビびれあり。

嘔吐、発疹、四肢のしび
に

非重篤
化血研
SL01 A

隆快
副反応としては否定
できない。

O中村委員 :

嘔吐、発疹に関しては因果関係を否定で
きません。
四肢のしびれは症状の詳細がなく評価困
難です。すべてが、31日 には回復している
ようですので、GBSは考えにくいかと思い
ます。
O埜中委員 :

軽いアナフィラキシー様症状があつたの
かもしれない。GBSは 時間的にも、症状か
らも否定できる。

〕0代・女性 無

ワクチン接種10分後、胸部圧迫感あり、10分

隆度持続。両手のしびれ感、脱力感あり。
時々呼吸がしづらい。

胸部圧迫感、両手しび
れ、脱力感

井重篤
化血研
SL01A 未回復 情報不足

O中村委員 :

症状の経過が不明で、評価は困難です。
投与10分後からの症状出現からは、この
情報でGBSは考えにくいかと思います。
O埜中委員 :

軽いアナフィラキシー様症状があつたの
かもしれない。GBSは 時間的にも、症状か
らも否定できる。

〕0代・女性 無
フクチン接種直後、左上肢のしびれ感及び
上肢痛あり。しびれは2日程度で消失。左上
波痛は5日程度あり。

左上肢しびれ及び疼痛 非重篤
化血研
SL02B

回復
ヨJ反応としては否定
できない。

0中村委員 :

投与lRlの症状で、2日間で消失より、局所
症状と考えられます。
O埜中委員 :

副反応として因果関係は否定できない。
時まＧＢ

る
。

間的にも、症状からも否定でき

:0代・女性 無

本ワクチン接種前日に季節性インフルエンザ
ワクチン接種。
本ワクチン接種30分後、両手指先のしびれ
あり。

手足のしびれ 非重篤
化血研
SL02A 回復 情報不足

O中村委員 :

情報不足で評価困難です。投与時期から
症状発現を考えると、現時点ではGBSは
考えにくいかと思います。
O埜中委員 :

しびれだけで、神経学的所見の記載なく、
判断できない。GBSは時間的にも、症状
からも否定できる。



年齢・性別 既往歴 経過 副反応名
重馬/非
重燎

ロット 転帰
フクチンと副反応との
コ 菫 簡 ヱ

専門家の意見 隋委員 コメント

〕0代。男性
二んましん(ゴーヤ
つ疑い)

本ワクチン接種24日 前、組換え沈降B型肝炎
ワクチン接種。
本ワクチン接種翌朝から両手足(特に手)に
違和感あり。
本ワクチン接種2日後、しびれに近い不快感
が足に強くなる。
本ワクチン接種3日後、両手に若干の筋力低
下あり。

両上下肢しびれ感、筋
力低下

非重篤
デンカ生研
S2-B 未回復

軽度のGBSの可能
性もあるが、情報不
足

O中村委員 :

今後の症状の経過 (特に筋力低下)の評

価が必要です。
インフルエンザワクチンとしてのGBS発症
としては、投与時期からの期間が短いよう
に思いますが、現時点ではGBSか どうか
の評価困難です。
O埜中委員 :

神経学的所見がなく判断できない。時間
的にみて、GBSの可能性はまずない。

軽症のGBSある
。ヽはADEMの疑い

四肢の運動・感覚障害が出現してお

り、軽症のGBSあるいはADEMの 可能
性がある。MRI、 髄液はどうか?反射は
どうか?などの情報が必要である。ワク
チン接種との関連の可能性あり。

30代・女性 朦

フクチン接種翌日、接種部位に発赤・腫脹・
熱感、機種側上肢の鈍痛・感覚異常(しびれ
等)あり。

康種部位の発赤・腫脹・

熟感、機種側上肢の疼
席・感覚異常

非重篤
は研会
HP01A

回復
副反応としては否定
できない。

Э中村委員 :

腱与部の局所症状と考えます。
Э埜中委員 :

副反応として因果関係は否定できない。
3BSは時間的にも、症状からも否定でき

る。

30代 。女性

塩酸フェニルプロパ
ノールアミンで膨療
膠

本ワクテン接種15日 前、季節性インフルエン
ザワクチン接種。
本ワクチン機種8時間後、左手首から肘まで
に違和感あり。伸展側のしびれ及び感覚鈍
麻、わずかな腫脹あり。
本ワクチン接種2日後、部位の限局と程度が

弱くなつた。

その他の神経障害 非重篤
|ヒ血研
SL01A

Ft快 宙報不足

O中村委員 :

投与と同側の症状で局所症状の可能性t
ありますが、情報不足で評価困難です。

O埜中委員 :
末梢神経障害があつたのかもしれない。

神経学的所見がないので判断できない。
GBSは時間的にも、症状からも否定でき
る。

30代・女性 無

本ワクチン接種1カ月前、季節性インフルエン
ザワクチン接種。
本ワクチン接種40分後、顔面蒼白、冷汗、両
手のしびれ、口腔内の違和感あり。

その他の通常ではみら
れない異常反応

lF重篤
敗研会
lP01 A

回復
雷1反応としては否定
できない。

0中村委員 :

迷走神経反射の可能性が高いと思いま

す。
O埜中委員 :

アナフィラキシー様症状類似の状態と判

断する。GBSは 時間的にも、症状からも否
定できる。

,0代・女性

10年前に季節性イ
ンフリレエンザワクチ
ンで高熱、翌年も
高熱出る(その後
のワクチン接種して
いない)

ワクチン接種直後、日の前がチカチカする。
その後、全身倦怠感出現するが、1週間で消
,た。
ワクチン接種5日後、手足末梢のしびれ感と
感覚異常出現。

その他の神経障害

'卜

重篤
化血研
SL01 A

調査中 II報不足

O中村委員 :

しびれのみで、筋力低下を伴っていない

ように思われ、一般的にはGBSと は考え

にくいと思いますが、その後の経過が必

要です。
O埜中委員 :

接種後5日 目の発症で、GBSの 可能性は
残る。ただ、神経学的所見や、検査所見
がないので、GBSと診断はできない。

GBSの疑い

四肢遠位部の感覚異常の記載から、

筋力低下はないものの、GBSと同様の
メカニズムの可能性は考えられる。反

射はどうか ?髄液は ?神経伝導検査
は?ワクチン機種との関連の可能性あ
り。

,0代・女性 調査中
ワクチン接種翌日、顔面紅潮、動悸、ら、らつ
き、両上肢脱力しびれ感あり。

顔面紅潮、動悸、ふら
き、両上肢脱力しびれ
感 '卜

重篤
化血研
SL02A 回復

副反応としては否定
できない。

O中村委員 :

情報不足で評価困難です。翌日の発症、

すぐに回復しており、GBSと は考えにくい

と思います。
O埜中委員 :

アナフィラキシー様症状類似の症状として

因果関係は否定できない。GBSは時間的
にも、症状からも否定できる。



年齢・性別 既住歴 経過 ヨ1反応名
篤

鮨

重

重
ロット 転帰

ワクチンと副反応とC
園 里 閣 仁

専門家の意見 廟委員 コメント

30代・女性 熙

ワクチン接種後、手足のしびれ、めまい、身
体の節々の疼痛出現。
ワクチン接種20日後、未回復。

ギランパレー症候群、そ
の他の神経障害

重篤
敗研会
HP01A 未回復

冨1反応としては否定
できない。情報不足
であるが、ギランバ
レー症候群の可能性
は低い。

0中村先生 :
投与直後の症状発現でもあり、GBSは考
えにくいと思います。しかしながら、その後
の情報がなく評価困難です。
O埜中先生 :
注射直後の反応なので副反応としては因
果関係は否定できないと判定。
GBSとしては発症が早すぎるし、症状が
異なる。GBSは否定できる。
O稲松先生 :

不定愁訴的なものなのか、GBS疑い的な
ものなのか情報量が少なすぎて論議の仕
様がありません。重篤な副作用疑いとみ
なすのなら、引き続き情報提供を求めてく
ださい。他党的、客観的な情報が必要で
す。

GBSの可能性は
否定はできない
が低い

手足のしびれとのみ書かれていて、そ
れが筋力低下か異常感覚か、どれくら
いの範囲(広がりや分布)のものか、な
ど不明です。腱反射はどうか、髄液はど
うか、その後の経過はどうかなどの情
報も必要です。ただ、接種直後に症状
が出ていることを考えると、接種に伴う
一時的な症状の可能性が高いと思いま
す。

40代・男性 ヨード過敏

本ワクチンと季節性インフルエンザワクチン
を左右の腕に同時接種。
ワクチン接種翌日、本ワクチン接種を受けた
腕に5× 7因果関係は否定できないmの腫れ
あり。37.0℃の発熱、全身倦怠感あり。手のL
びれが3日間持続。
季節性インフルエンザワクチンを機種した腕
にも3X2因果関係は否定できないmの腫れ

腫れ、37℃の発熱、全
身倦怠感、手のしびれ

チト重篤
化血研
SL02B

回復 調査中

30代 。女性 無

ワクチン接種10分後、機種側の左上腕に腫
れ、脱力感、しびれ感、
ワクチン接種2日後、左腕と左下肢の脱カ
感、しびれ感あり。握力右20kg、 左1lkg。

物力低下、しびれ感 非重篤
化血研
SL03BA 調査中 調査中

1 30代 。女性
慢性心不全、季節
性インフルエンザワ
クチン接種

本ワクチン接種前に季節性インフルエンザワ
クチン機種歴あり。
本ワクチン機種翌日に両手先のしびれあり。
翌日には改善。

両手指のしびれ 非重篤
化血研
SL03B

回復 調査中

20代・女性

本ワクチンと季節性インフルエンザワクチン

を同時接種。
ワクチン機種5日後、起床時より視界のぼや
け感を自党し、見えにくさと共に持続。
ワクチン機種10日 後、両手首以遠のしびれ
感出現。その後、上行し、両肘以遠のしびれ
感出現。瞳孔散大、対光反射低下も出現。
ワクチン接種 11日後、受診し、頸部及び頸椎
のMRIn常なし。伝導速度F波 軽度低下あ
り、フィッシャー症候群疑いと診断。

フィッシャー症候群(ギ
ランパレー症候群)

重篤
化血研
SL02B

未回復

剥反応としては否定
できない。ギランパ
レー症候群の可能
性あり。

O中村先生 :

記載内容からは、外眼筋麻痺や失調症
状、筋力低下などが不明で、典型的な
フィッシャー症候群かは不明です。今後
は、症状の詳細や神経伝導検査結果、ま
た抗G01b抗体含めた検索の結果も必要
です。
しかしながら、GBSでないとは言い切れま
せんので、今後の詳細情報をお願いいた
します。
現時点では、情報不足とします。
O埜中先生 :

発症時期、瞳孔散大、末梢神経障害など
からフィッシヤー症候群 (GBS)と思われ
る^

GBS(Fisher Iヒ

候群)の疑い

見えにくさ、ぼやける感じなどが、眼瑚
運動麻痺なのか?が不明である。瞳刊
散大し、対光反射低下があること、F洒
に異常があることなどは、内眼筋を目
害したFther症 候群の可能性を考えa
せる。髄液はどうか?抗G01b抗体は涸
定したか ?ワクチン接種との関連のコ
能性あり。



年齢・性別 疑住歴 隆過 副反応名
重篤 /非
重饉

コット 転帰
フクチンと副反応との
コニ闇

“

専門家の意見 庸委員 コメント

調査中・女
性

朦

本 ワクテン機 種 約 1カ 月前 、季 節 性 インフルエ

ンザワクチン接種。
本ワクチン接種2日後、右上腕背面下1/3を
中心に直径10因果関係は否定できないm大
の発赤・腫脹・発熱あり。注射針刺入部に強
い圧痛あり。右lll～Ⅳ指の伸展不可能、右
小指球部。手掌側から手背部に知覚鈍麻、
_■ R日●生 ム ロ

“

極 17を 7:ヽ ス

右撓骨神経麻痺、尺骨
神経麻痺

非重篤
に血研
3L02A

後遺症 調査中

50代。女性 無

ワクチン接種8日後、頭痛、発熱出現。
ワクチン接種9日後、臀部の異常感覚が出
現 。

ワクチン接種 13日後、排尿障害が出現
ワクチン接種 17日後、排尿障害が軽快しな
いため、医療機関受診。頭部MRI、 胸、腰部
MRIでは明らかな異常はなかつたが、髄液検
査にて蛋白上昇、細胞増殖を認めたため、
ADEMと診断。

急性散在性脳脊髄炎 重篤
化血研
SL01 A

隆快

副反応としては否定
できない。ADEMの
可能性あり。

O中村先生 :

症状から、発熱と頭痛、排尿障害もありま

すので、急性散在性脳各髄炎の可能性
は否定できません。軽快とありますが、何

らかの治療が行われているのか、その後
の経過をみるのは必要です。
O埜中先生 :

髄液タンパク、細胞数の値がなく、ADEM
かどうか判定できない。脳MR:で異常な

く、すぐに改善しているので、AD[Mの可
能性は低い。
O吉野先生 :

GBSの場合はPathogen(キ ヤンピロパク
ター等)の罹患から1週間前後で発症する
ことが多いです。
ADEMもおそらく発症までの期間は同じく
らいかと思いますので、本例はワクチン接

種との因果関係は否定できないと判断し

ます。

ADEMの疑い

頑痛、発熱、殿部異常感覚、排尿障害
があり、髄液で蛋白と細胞が上昇して

いることから、ADEM、 あるいは円錐部
から馬尾の炎症性病変が生じている可
能性がある。ワクチン接種との関連の

可能性あり。

20代・女性 無

ワクチン接種翌日、両下肢前面から足関節
までの部分に痛みあり。
ワクチン接種2日後、ふらつき出現し、受診。
ワクチン機種4日後、症状軽快。

務肉痛 非重篤
化血研
SL01B

コ復 調査中
DBSとは考えにく

50代・女性

スルフアメトキサ
ゾール・トリメトプリ
ム、ホスホマイシ
ン、レポ刀 キサシ
ン、オロパタジン、
パロキセチンにアし

“
J́_応産ムロ

本ワクチン接種10日前に季節性インフルエン
ザワクチン機種。
本ワクテン接種1時間後、口の中と手の先の
しびれあり。3時間ほどで自然消退。

″びれ lF重篤
微研会
HP02A コ復 調査中

GBSとは考えにく
い



考資料 1-1
副反応報告の概要リスト

年齢
(代 )

性別 姜種日
同時
接種
基礎疾患(持病)、 他の予防接種など ヨJ反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 眠帰日 転帰内容

: 平 成 21年 10日 1 〕9℃以上の発熙 平成 21年 10月 20日 ヨL言鷹 平 成 21年 10月 23日

女 平成2:年 :0月 19日 熙 全身倦怠感、頭痛 平成21年 10月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 軽快

女 平成2 年10月 19日 厭 全身発疹 平成 2 年10月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 30日 軽快

4 男 平成2 年10月 19日 熙 発熱、頭痛、嘔吐、下痢 平成 2 年iO月 19日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 22日 回復

女 平成2 年10月 19日 鵬 発熱376℃ 平成 2 年10月 19日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 20日 不明

女 平成2 年10月 19日 風菅更 せ ん そく 非特異的アレルギー反応 平成2 年:0月 19日 関連有り 非重篤 平成2 年 :0月 20日 回復

7 女 平成2 年10月 19日 鴨 lんましん 平成2 年:0月 19日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成21年 10月 19日
吾はアレル千―

アナフィラキシーショック 平成21年 10月 19日 関係有り 重篤 平成21年 10月 19日 軽快

40 男 平成21年 10月 19日 無 E炎、下痢 平成21年 10月 20日 関連有 り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 19日

軟体 甲穀類アレルギー、喘息

うんましん 平成21年 10月 20日 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

11 男 平成21年 10月 )日 小児喘息 局所の異常腫脹 平成 2 年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 :9日 無 肝機能異常 平成2 年10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 29日 未回復

女 平成21年 10月 19日 李踊 [ワ クチンで腫 脹 けを超える腫脹、発赤 平成2 年10月 20日 関係有り 非重篤 平成21年 :0月 21日 回復

女 平成 21年 10月 日 無 本の浮動感、不整脈が起きた感じ 平成 2 年 10月 19日 評価不能 非重篤 平成 2:年 10月 19日 回復

女 平成21年 10月 19日
狭心症 、気管支喘息

アナフィラキシーショック 平成21年 10月 19日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 19日 回復

40 男 平成21年 10月 19日
無

鼻汁、頭痛、関節痛、呼吸困難 平成 21年 10月 21日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 19日
花粉症 (スギ )

下肢脱力、めまい、ふらつき、思考力低下 平成2:年 10月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日
復
快
回
軽

女 平成21年 10月 19日 朦 動悸、気分不良、血圧上昇 平成2:年 10月 10日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 19日 回復

女 平成 21年 10月 19日 無 体の浮動感、貧血が起きた感じ 平成 2:年 10月 19日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 19日 回復

女 平成21年 10月 19日
季節性インフルエンザワクチン接種 (北研‐
80:4310/27接 種 ) アナフィラキシー様症状 平成2:年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 19日 有 アレルギー (湿疹 ) 頂痛 平成2 年 :0月 22日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 22日 回復

女 平成2 年10月 19日 ペニシリンアレルギー、慢性肝炎 下肢脱力、めまい、頭震感、健忘 平成2 年10月 19日 関連有り 非菫篤 平成2 年10月 22日 回復

男 平成2 年10月 19日 熙 発熱、嘔吐、局所発赤 平成2 年 :0月 2:日 関連有り 非重篤 平成2 年 10月 27日 回 復

女 平成2 年10月 19日 熙 頂痛 平成 2 年10月 19日 関連有り 非重篤 平成2 年:0月 22日 回 復

男 平成2 年10月 19日 諄☆ 、薔 麻 珍 〕んましん 平成2 年10月 20日 関係有り 非重篤 平成2 年10月 20日 回復

男 平成21年 :0月 19日 見アレルキー めまい、下肢脱力、健忘 平成2 年10月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

男 平成21年 10月 19日
緊剤アレルギー、肝障吾 (インフルエンサワ

ンチン) 急性肝障害 平成21年 10月 25日 関連有り 重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 20日 熙 じんましん 平成2:年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

男 平成21年 10月 20日 季節性インフルエンザワクチン接種 頭痛、熱発 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 未回復
30 女 平成21年 10月 20日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 喉頭痛、発熱38度 9分 (2日間続いた) 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回 復

女 平成21年 10月 20日
肇師 性 インフルエンザ ワクチン接檀

じんましん以外の発疹 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 20日 ビリン系アレルギー 呼吸困難、Sp02低下 平成21年 iO月 20日 Bn係有り 非重篤 平成2 年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 20日 服 局部発赤腫 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 21日 回復

30 女 平成21年 10月 20日 熙 発疹 平成21年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成2 年10月 21日 回復

女 平成21年 10月 20日 朦 全身症状 平成21年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復



年齢
(代 )

性別 妾種日
時
種
同
接 基礎疾患 (持病 )、 他の予防接種など ロリ反応の内容 副反応発生日 因果関係 里篤度 漱帰日 ほ帰内容

女 平成2i年 10月 20日
ビんそく、卵アレルギー、予防接種で幕麻疹
らり ιんましん様発疹、めまい 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成2:年 :0月 21日 回復

男 平成21年 10月 20日 腋 胸部違和感 平成2 年10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 :0日 回復

女 平成2i年 10月 20日 アレルキー 局所発赤、腫れ 平成 2 年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 23日 回復

男 平成2:年 10月 20日 職 じんましん 平成2 年10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

女 平成2 年10月 20日 甲状腺 ,L頭癌 嘔吐、発熱 平成 2 年:0月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

30 女 平成2 年10月 20日 熙 発熱、頭痛、嘔気 平成2 年10月 20日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 21日 軽快

30 男 平成2 年 :0月 20日 熙 めまい 平成2 年:0月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

43 女 平成2 年 10月 20日 季節性インフルエンザワクチン接種 10/10 意識消失、吐気 平成2 年10月 20日 関連無し 非重篤 平成2:年 10月 23日 軽快

44 男 平成2 年 :0月 20日 下痢、嘔吐、倦怠感、悪寒、微熱 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 未回復

女 平成2 年10月 20日 熙 頭痛、冷や汗、吐気、四肢しびれ感 平成 2 年 10月 20日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

平 成 2 年 :0月 22日 平 成 21年 10月 31日

女 平成2 年10月 20日 熙 インフルエンザ様症状 平成2 年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

女 平成2 年10月 20日 熙 湿疹 平成2 年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 未回復

女 平成2 年10月 20日 熙 体熱感 平成2 年 0月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 21日 回復

40 女 平成2 年10月 20日 喘 思 じんましん 平成2 年 0月 20日 関連有り 非重篤 平成 2 年10月 25日 回 復

女 平成2 年10月 20日 熙 発赤、腫眼、熱感 平成2 年 0月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 2:日 回復

40 女 平成2 年10月 20日 李節 性 ワクチンで局 PJ謳脹 全身の発疹 平成 2 年 0月 20日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 22日 軽快

男 平成2 年 :0月 20日 有 熙 緊張型頭痛 平成 2 年 :0月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 23日 軽快

女 平成21年 10月 20日

,ま CttllR栗 で嘔 r唯曖めり・眼曖浮阻 0
年前インフルエンザワクチン接種で39度 の発

熱ほか。全 身症状みられ三 日間で回復
発熱、記憶低下、嘔吐 平成2:年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成2 年10月 20日 無 緊張型頭痛 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年 :0月 23日 軽快

女 平成 2 年 0月 20日 腋 高熱 平成 21年 :0月 20日 関連有リ 非重篤 平成2 年:0月 28日 未回復

女 平成2 年 0月 20日 熙 局所発赤、腫れ 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年!0月 24日 回復

男 平成2 年 0月 20日 熙 ぜんそく様発作 平成21年 :0月 21日 評価不能 非重篤 平成 2 年10月 22日 回復

女 平成2 年 0月 20日 聴 湿疹、吐気、腹痛、下痴 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

50 男 平成 2 年10月 20日 熙 腕の痛み (左上腕 ) 平成21年 :0月 20日 関連有り

女 平成21年 10月 20日
季師性インフルエンサワクチン授種にて当日
〕8℃の発熱有り 頭痛、悪寒、発熱 平成 21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 29日 軽快

女 平成21年 0月 20日 熙 発熱39:℃ 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤

女 平成 21年 0月 20日 熙 アナフィラキシー 平成21年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成2:年 10月 20日 回復

女 平成2:年 0月 20日 熙 寒気、くしゃみ、咽頭痛、軽度の頭痛 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成2 年 0月 21日 軽快

50 男 平成21年 0月 20日 無 頂面紅潮、ほてり 平成2:年 :0月 20日 関連有り 非菫篤 平成2 年 0月 20日 回復

50 女 平成2:年 10月 20日 厭 鼠疹 平成2i年 10月 21日 関連有り 非重篤 平 成 年 0月 22日 回復

50 女 平成21年 10月 20日 羅 自手手関節疼痛腫脹 平成21年 10月 20日 関係有り 非重篤 平成2 年 0月 22日 回復

女 平成21年 10月 20日
ペンタジン、インダシン、フスコ′ヽンの投与で
発疹、呼吸苦、ショック症状 アナフィラキシー 平成 21年 :0月 20日 関連有り 重篤 平成21年 10月 2:日 軽快

男 平成2 年 10月 21日 喘思 喘息発作誘発 平成 2 年 :0月 22日 関連有り 非重篤 平成2 年11月 iO日 回復

70 女 平成2 年10月 21日 熙 下痢、腹痛、食欲低下 平成2 年10月 22日 非重篤 平成2 年10月 25日 回復

女 平成2 年 :0月 21日 腱れ、かゆみ、めまい 平成2 年10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 25日 回復

女 平成2 年 :0月 21日 熙 発熱 (39℃以上)、 国内炎 平成2 年10月 26日 評価不能 非重篤 平成2 年‖月i6日 軽快

女 平成2 年10月 21日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 IE吐症 平 成 年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 22日 軽快

女 平成21年 10月 21日 熙 五分不良、めまい 平成2 年10月 22日 非重篤 平成2 年!0月 25日 回復

女 平成21年 10月 21日 巨れ、かゆみ 平成2 年10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 25日 回復



輪
Ｑ

性別 隣種日
時
種
同
接 基礎疾患〈持病)、 他の予防機種など 副反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 議帰内容

20 女 平成 21年 10月 21日 ′ヽ フアリンで尋 麻疹 吐気 平成21年 10月 21日 関係有り 重篤 平成21年 10月 22日 軽快

女 平成2:年 10月 21日
肇獅籠インフルエンサワクテン接種により、

,9度の発熱あり(3年 前 ) じんましん 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 21日
季節性インフルエンザワクチン、授種サワシ
リン、食物アレルギー有り 39℃以上の発熱 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成21年 10月 26日 軽快

男 平成21年 10月 21日 熙 熱39魔 平成 21年 10月 24日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成 2:年 10月 21日 熙 いゆみ 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成 21年 10月 21日
憮

碩部リンパ節腫大、嗜下痛 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 23日 轍

30 女 平成 年 10月 日 熙 菫後に目が回るような感覚 平成2:年 10月 21日 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

女 平成 2 年 10月 日 有 慎痛剤で導麻疹 アナフィラキシー 平成21年 10月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 軽快

30 男 平成 年 10月 日 有 熙 村を超える局所の異常腫脹 平成21年 10月 2:日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成2 年 10月 日 熙 ιんましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年‖月2日 回復

30 女 平成2 年,0月 日 季節性インフルエンザで発流あり 村を超える局所の異常反応 平成 21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 未回復

女 平成2 年iO月 日
熙 頂がぼんやり、やや呼吸苦 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

男 平成 2 年 10月 日 →Aワクチン投与 藩熱、頭痛、IE吐 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成2 年10月 日 有 熙 発熱39度 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 21日
憮

姜種日夜に咳止まらず。激しい頭痛 平成21年 :0月 21日 非重篤 平成21年 10月 22日
複
機
回
聾

女 平成21年 10月 21日 雁 悪心、発熱 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 21日 腫れ 、かゆみ 平成21年 10月 2:日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

93 男 平成21年 10月 日 流生物貿、NSAIDア レルキー 皮膚紅斑、掻痒感 平成21年 10月 21日 関係有り 非重篤 平成 21年 10月 20日 回復

女 平成21年 :0月 21日
季師性インフルエンサワクチン接樫 :0/9 アナフィラキシーシヨック 平成21年 10月 21日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 21日 軽快

女 平成21年 :0月 日 熙 神経障害 平成2:年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 26日 軽快

女 平成 21年 10月 日 熙 発疹、かゆみ 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成 2 年 10月 25日 回復

女 平成 21年 10月 2 日 服 屹性咳 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 27日 回復

女 平成21年 10月 日 発疹 平成21年 :0月 23日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 24日 軽快

女 平成21年 10月 日
撫 敗熱、倦怠感、頭痛、関節痛 平成21年 10月 22日 非重篤 平成 2 年 10月 25日 回復

100 女 平成 21年 10月 日 熙 ιんましん 平成21年 10月 21日 関係有り 非重篤 平成2 年 10月 21日 回復

女 平成2:年 10月 21日 雁 頂痛、耳鳴リ 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

男 平成21年 10月 日 有 熙 頂痛、筋肉痛、発怠感 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 22日 軽快

103 女 平成21年 10月 21E 熙 向部圧迫感、両手しびれ、脱力感 平成21年 10月 2:日

,04 女 平成21年 10月 21日 熙 血尿、微熱、倦怠感 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 21日 嘔吐 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

男 平成2`年 :0月 21日 熙 汗機能異常 平成21年 10月 26日 重篤 未回復

女 平成21年 10月 21日
栗剤 アレルキー あり

全身浮腫、じんましん 平成2i年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 21日
季節性ワクチンにて繊種部位発亦 勝脱炎
こてクラビツト服用中 アナフィラキシー様反応 平成21年 10月 2:日 関係有り 非重篤 平成21年 :0月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 熙 Dどの連和感、顔面体幹発赤 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成2:年 10月 21日 アレルキー 性 鼻 炎 隧怠感 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 季節性インフルエンザワクチン接種 アレルギー反応 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 朦 体灼熱感 平成21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 21日 軽快



年齢
(代 )

性別 接種日
時
種
同
桂 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 副反応発生 日 因果関係 重篤度 陽帰 日 転帰内容

女 平成21年 10月 21日 アレルギー じんましん 平成21年 10月 21日 関係有リ 非重篤 平成 21年 :0月 2:日 回復

女 平成2:年 10月 21日 有 暉麻疹の既往あり アナフィラキシーシヨック 平成 21年 10月 2:曰 関連有り 重篤 平成 2:年 :0月 22日 回復

男 平成21年 10月 2 日 熙 顔の火照り.全身倦怠 平成 21年 :0月 2:日 関連有り 非重篤 平成2:年 :0月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 葛血圧症 嘔気、嘔吐 平成2:年 :0月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成2!年 10月 21日 有 熙 署名な頭痛 平成2:年 10月 2:日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成 21年 10月 21日 熙 徹熱(374℃ ) 平成 21年 10月 2:日 非重篤 回復

女 平成21年 10月 21日 熙 吐 気 平成 21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 26日 回復

女 平成21年 :0月 2 日 熙 発熱 平成 21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成 21年 :0月 24日 軽快

男 平成21年 10月 21日 熙 発赤 平成 21年 10月 21日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 撃師 範 ワクチン導 麻疹 tn 5年 可 ) 〕んましん 平成 21年 10月 22日 関係有り 非重篤 平成 21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 21日 ギ状 腺稽 能 冗 E、 個 帽 井 逆 流 生の眼球 ブドウ膜炎 平成21年 :0月 26日 評価不能 重篤 平成21年 11月 ‖日 未回復

女 平成 2:年 10月 21日 熙 ジベル型薬疹の疑い 平成 2 年 :0月 23日 非重篤 軽 快

男 平成21年 :0月 21日 職 発疹、かゆみ 平成2 年10月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 21日 回復

50 女 平成 21年 10月 2:日 熙 発疹、かゆみ、悪寒 平成2 年 10月 21日 評価不能 非重篤 平成 21年 :0月 23日 未回復

男 平成2 年10月 21日 ιんましん 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成2:年 :0月 23日 回復

女 平成2 年10月 21日 腫れ、かゆみ、倦怠感、頭重感 平成21年 ,0月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

男 平成2 年10月 21日 廉 ιんましん 平成2 年10月 22日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 22日 軽快

50 女 平成2 年10月 21日 熙 ιんましん 平成 2 年10月 21日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 22日 回復

女 平成2 年10月 21日 廉 嘔吐、下痢 平成2 年10月 2:日 評価不能 非重篤 平成 2 年10月 2:日 回復

50 男 平成2 年10月 21日 朦 右下肢筋肉痛 平成 2 年10月 22日 評価不能 非重篤 平成 2 年10月 22日 軽快

男 平成2 年10月 21日 筋肉痛としびれ 平成2 年10月 24日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 30日 未回復

女 平成21年 10月 21日 憮 lT機能異常 平成21年‖月4日 重篤

男 平成21年 10月 2:日 熙 平成2:年 10月 24日 評価不能 重篤 平成21年‖月i4日 死 亡

女 平成21年 10月 21日 熙 体灼熱感 平成 21年 10月 21日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 21日 軽快

女 平成21年 10月 22日
熙

吐気、嘔吐、熱感 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 25日 回復

20 女 平成2 年10月 22日 熙 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有 り 非重篤 平成21年 10月 22日 回42

女 平成21年 10月 22日 有り 耳鳴り、頚部リンパ節饉脹 平成21年 10月 22日 関連有り 非重驚 平成2 年10月 27日 後退症

女 平成21年 10月 22日 李師性インフルエンサワクテン艦桓 じんましん 平成2:年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成2 年:0月 29日 軽快

男 平成2 年10月 22日 熙 19度以上の発熱 平成2i年 iO月 27日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 30日 回復

女 平成2 年10月 22日 有 熙 確熱39℃ 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 23日 回復

女 平成2 年10月 22日 熙 頭痛・消化器症状 平成21年 10月 22日 関連有リ 非重篤 平成2 年10月 24日 軽快

女 平成2 年:0月 22日 季節性インフルエンザ ワクチン授種 血管迷走神経反射、局所腫服 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

20 男 平成2 年:0月 22日 熙 頑痛、倦怠感 平成2:年 :0月 22日 関連有リ 非重篤 平成2 年iO月 22日 軽快

女 平成21年 10月 22日
有

うまい、ふらつき、寒気 平成 21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

20 女 平成2 年10月 22日 李師 性 インフルエンサ ワクチン横 樫 消化器症状 平成 2 年 0月 22日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

20 女 平成2 年10月 22日 熙 いゆみ 平成2 年 0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

30 男 平成2 年10月 22日 熙 沖経障害 平成2 年 0月 22日 関連有り 平成 21年 11月 5日 回復

女 平成 21年 10月 22日 籐 発赤、かゆみ 平成 2 年 0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成2 年10月 22日 発赤、かゆみ 平成2 年10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成2 年10月 22日 ιんましん以外の発疹、浮腫 平成2 年10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復



年齢
(代 )

性別 姜種日
時
種
同
様 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など 応の内容 副反応発生日 重篤産 漱帰日 脚●内容

女 平成2:年 :0月 22日 腰 呼吸苦 平成 21年 iO月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 ロロ白アレルギー ιんましん 平成21年 10月 22日 関係有り 非重篤 平成2 年10月 22日 回復

女 平成 2:年 10月 22日 甲状腺機能こう通症 投薬は受けていない 発熟39℃以上 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 26日 回復

女 平成 21年 10月 22日 かゆみ 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年 :0月 24日 回復

女 平成21年 10月 22日 腋 ltき気、嘔吐 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成2 年:0月 26日 軽快

女 平成21年 10月 22日 羅 二んましん 関連有り 非重篤 平成2 年‖月16日 軽快

30 女 平成21年 :0月 22日 層 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有り 重篤 平成2 年10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 熙 発熱、じんましん 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成2 年 10月 24日 回復

｀女 平成 21年 10月 22日 熙 消化器症状 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 23日 回復

男 平成21年 10月 22日 朦 頂痛、体が重い 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 20日 軽快

女 平成21年 10月 22日 果初 アレル千― 、花材 症 ιんましん 平成 21年 10月 22日 関係有り 非重篇 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 22日 アレルギー性鼻炎 頑痛、発汗、顔面蒼白 平成21年 10月 23日 評価不能 非菫篤 平成21年 :0月 24日 軽快

30 女 平成21年 10月 22日 腋 ιんましん 平成21年 10月 22日 関係有り 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 22日 予冨体 かん術 後 、異 PJTI囚 腺圧 冶猥 呼 肝機能異常 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成 21年 10月 22日 季師 性 インフルエンザ ワクチン蔵 種 額面紅潮、眼球充血、体熱感 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 甲状腺機能克進症 アナフィラキシー 平成21年 10月 22日 関連有り 重篤 平成 21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 22日
タマゴ

膨隆疹、微熱 平成21年 10月 22日 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 熙 薬疹 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

40 女 平成21年 10月 22日 有 アレルギー性鼻炎有り 勁悸発作 平成21年 10月 22日 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

40 女 平成21年 10月 22日 無 発赤、腫脹 平成21年 :0月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 :0月 22日 熙 床熱感、動機、めまい 平成21年 :0月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 22日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 じんましん様湿疹 平成2:年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 22日
季節性インフルエンザワクチン接種 血管迷走反射、日痛、嘔気、間接痛、下

痢、腹痛
平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

男 平成2:年 10月 22日 発疹、かゆみ 平成 21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 22日 ιんましん ιんましん、下痢 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 25日 回復

女 平成21年 10月 22日 腋 二んましん 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成2:年 10月 22日
神経性サルコイドーシス、下垂体機能低下

症、中枢性尿崩症 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平 成 21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 22日 熙 ιんましん以外・前進発疹 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 未回復

男 平成21年 10月 22日 熙 ιんましん以外の全身発疹 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 未回復

女 平成21年 10月 22日 有
喘思、薬剤アレルキー (タリビット

'
辰駆 ら、るえ) 平成2:年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 22日 回復

女 平成21年 10月 22日
高血圧・高脂血症 10月 3日に季gr性インフ
ルエンザワクチン接種でじんましん(― ) ιんましん 平成21年 10月 22日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 23日 回復

女 平成 2 年10月 22日 薇 咽頭痛・息苦しさ・唖声 平成 21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成 2 年10月 22日 アレルギー性鼻炎 アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

50 女 平成2 年10月 22日 朦 熙発 平成21年 10月 22日 関連有り 平成21年 10月 23日 回復

男 平成2 年10月 22日 朦 弓所症状 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 22日 穣 ]9℃以上の発熱 平成2:年 10月 22日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 22日
熙

惑冒症状 平成 21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成2:年 :0月 24日 回復

男 平成21年 10月 22日
熙

全身倦怠感、頭痛 平成21年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 23日 回復



年齢
(憫こ)

性別 曖種曰
時
種
同
格 基礎疾患(持病 )、 他の予防機種など 目J反応の内容 副反応発生曰 盪果関係 重篤度 ほ帰日 に帰内容

60 男 平成21年 10月 22日
熙

全身倦怠感、悪寒、発熱 (37度 9分 )、 頭痛 平成2:年 10月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

20 女 平成2:年 10月 23日
熙 1:顔面じんましん.2:顔面アレルギー性

浮腫

平成21年 10月 24日

平成21年 10月 26日
関連有リ 非重篤

193 20 女 平成21年 10月 23日 無 局所及び全身のリンパ節腫脹 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月4日 軽快

194 20 女 平成21年 10月 23日 熙 体がら、わら、わした 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

20 女 平成21年 10月 23日 熙 じんましん 平成2:年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月16日 軽快

20 女 平成2:年 10月 23日
季節性インフルエンザワクチン機種

上腹部痛、下痢、倦怠感 平成21年 10月 23日 評価不能
重篤(仕事を
休んだ)

平成21年 10月 27日 軽快

20 女 平成 21年 :0月 23日 廉 吐気 平成2 年10月 23日 関連有 リ 非重篤 平成2年 10月 23日 回復

20 女 平成21年 10月 23日 熙 吐気
`嘔
吐、顔面紅潮、悪寒 平成 21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成 2 年10月 23日 軽快

女 平成21年 10月 23日 懸冒時 現 熱 時 の喘 層 咳、頭痛、関節痛、息苦しさ、喘息 平成2 年10月 23日 関連有リ 重篤 平成2 年10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 頂痛 平成2 年10月 25日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 27日 回復

男 平成21年 10月 23日 無 Ю℃以上の発熱 平成 2 年10月 23日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 24日 不 明

202 女 平成2:年 10月 23日 既住にじんましんあり 二んましん 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年 10月 23日 軽快

203 20 女 平成 2:年 10月 23日 季節性インフルエンザワクチン接種 紫斑様皮疹 平成 2 年:0月 27日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 31日 回復

20 女 平成21年 10月 23日 有 アトビー■ 反層 炎 、ベニシリンアレル キー 二んましん 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 29日 回復

女 平成2:年 :0月 23日
糸琢体颯化柾 (■疾患 )、 喘 思有り、H217外
食時じんましん 盛冒、喘息 平成2:年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成2:年 :0月 26日 回復

206 20 女 平成21年 :0月 23日 無 二んましん 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

207 20 女 平成21年 :0月 23日 熙 頑痛 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

20 男 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンサ 郷節痛、喉頭痛 平成21年 :0月 23日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 23日
花粉症 .既住の気管支ぜんそく 全身のかゆみ、胸部発赤 平成 21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 未回復

女 平成21年 10月 23日 アーモンドアレルギー 全身倦怠感、咽頭違和感 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回 復

女 平成21年 10月 23日 無 IE眼、発赤、しびれ、疼痛 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤

女 平成21年 10月 23日
ヌミフルアレル千一 、山 手アナフイラキシー

掻痒感、吐気、めまい、血圧低下 平成 21年 10月 23日 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成 21年 10月 23日 中毒疹 平成2:年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 軽快

女 平成21年 10月 23日
熙 めまい 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

女 平成2i年 10月 23日 熙 発熱、体のだるさ 平成2 年10月 24日 非重篤 平成21年 10月 25日 軽快

女 平成21年 :0月 23日 らヽぜが治まつた所であつた 発熱、発疹、肝機能異常 平成2 年:0月 23日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月7日 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 嘔気、食欲不振 平成 2 年 10月 25日 評価不能 平成2 年10月 25日 回復

女 平成2:年 10月 23日 乳幼児期 の予防授種で発熱 全身掻痒 平成2 年10月 23日 非重篤 平成2 年10月 27日 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 こんましん 平成2 年 :0月 23日 非重篤 平成2 年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 23日 熙 生気、倦怠感、冷や汗 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 24ロ 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 嘔気 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成 2 年10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 有 頭痛、嘔気 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年 :0月 25日 回復

女 平成21年 :0月 23日 職 筋肉痛 平成 2 年10月 25日 非重篤 平成21年 10月 25日 軽快

女 平成21年 :0月 23日
熙

頭痛.嘔気 平成2:年 :0月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

225 女 平成21年 10月 23日 雁 じんましん 平成21年 10月 24日 間違有り 非菫篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 23日 熙 発疹.発熱、嘔吐 平成 21年 10月 29日 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

227 女 平成21年 :0月 23日 熙 血管迷走神経反射.復視 平成2!年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 :0月 27日 軽快

30 女 平成2:年 10月 23日 雁 頭痛 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復
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女 平成21年 10月 23日 無 アナフィラキシー 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 軽快

230 30 女 平成21年 10月 23日

イソシン、通影剤、IJ蔭剤にて 7日副に華
節性インフルエンザにて発疹出現有り/抗生
使用 HT,SLE

じんましん 平成2:年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

231 30 女 平成21年 10月 23日 季節性 インフルエンサ ワクチン厳檀 アナフィラキシー、皮膚アレルギー 平成2:年 10月 23日 関連有り 非重篤 軽快

30 女 平成21年 10月 23日 朦 胃のむかむか、下痢 平成 21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 27日 回復

30 女 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンザ ワクチン授種 lE吐、嘔気 平成 21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成 21年 :0月 23日 肇師性インフリレエンサ ワクチン授種 じんましん 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

40 女 平成21年 :0月 23日 願 隆度の悪寒、頭重感、軽度倦怠感 平成2:年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 ,0月 24日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 季師性インフルエンサ ワクテン授樫 10/6 隆い吐き気、ぼ一つとする、軽い立ちくらみ 平成21年 10月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 鵬礎 疾 患 :SLE、 フ レドニプロン 5ngttllL中 ιんましん 平成21年 :0月 Z6日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 27日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 季師性インフルエンザ ワクチン援種 動悸 平成21年 10月 23日 関連有り 重篤 平成2 年10月 28日 回復

239 女 平成 21年 10月 23日 局所 の異 常腫 脹 、疼 痛 、版 高 リンバ節 腫 平成 21年 10月 22日 ヨF重篤 平成 2 年 10月 26日 回 復

40 女 平成 21年 10月 23日 熙 右上腕の発赤 平成2 年10月 24日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 ときどき咳曜あり 発熱、倦怠感 平成2 年10月 25日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 発疹 平成2 年10月 27日 関連有り 非重篤

女 平成2:年 10月 23日 百 り 軽度の発疹、かゆみ 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 24日 回復

244 女 平成21年 10月 23日 季節 性 インフル エンサ ワクチン横 種 発赤、痛み、しびれ 平成2 年10月 24日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 24日 回復

男 平成 21年 10月 23日 熙 幻覚 平成2 年10月 24日 評価不能 非重篤 平成2 年10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成2 年10月 25日 評価不能 非重篤 平成2 年 10月 25日 回 復

40 女 平成21年 10月 23日 目血圧 、高コレステロール血柱 _びれ (両手～両肘下) 平成 2 年10月 23日 関連有り 重篤 平成2 年10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日
アレルギー:キシロカイン、発熙・下痢にて肉
服服用中 アナフィラキシー 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

40 女 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンサ ワクチン授種 税力感、倦怠感、頭痛 平成21年 :0月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 :0月 23日 熙 じんましん 平成21年 :0月 23自 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

女 平成21年 :0月 23日 発疹、かゆみ 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

40 女 平成21年 :0月 23日 職 喉頭痛、頭痛、めまい、嘔気、咳、倦怠感 平成2 年10月 24日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 27日 軽快

253 女 平成21年 10月 23日 季師性インフルエンザワクチン接種 怪痒感 平成 2 年10月 23日 評価不能 非重篤 軽快

女 平成21年 10月 23日 冊 アナフィラキシー? 平成2 年10月 23日 非菫篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 23日 熙 局所の異常 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 26日 軽 快

女 平成21年 :0月 23日 熙 嘔気 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 23日 回復

女 平成 2:年 10月 23日 熙 吐気 平成2 年10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 軽快

女 平成21年 10月 23日 熙 ら、るえ、脱カ 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 30日 軽 快

男 平成2:年 10月 23日 熙 全身倦怠感 平 成 年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成劇年10月 23日 熙 発熱、下痢、lE吐 平成 2 年 :0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成2:年 10月 23日 熙 嘔気、咽頭痛 平 成 年 :0月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 !0月 26日 軽快

50 女 平成21年 10月 23日 熙 その他の神経障害 平成2 年10月 23日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 緊、食品でじんましん、体調不 良 うまい、ふらつき 平成 2 年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

264 女 平成21年 10月 四E 熙 両眼周囲の発赤、腫脹、痛み 平成2 年10月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 31日 回復

女 平成2:年 :0月 23日 熙 咳 平成 2 年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

266 女 平成 2:年 10月 23日 季節性インフルエンザワクチン授種 めまい、沈降感 平成 年10月 23日 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日
高コレステロール血厄 、原旧性 lL■筋積署 、不

能性高血圧
IE吐、嘔気 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 熙 嘔気、頭痛、穿剰部発赤 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2i年 10月 25日 回復
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女 平成21年 10月 23日 熙 発赤、痛痒 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 23日 無 ら、らら、ら 吐き気、頭ぼ―とする 平成21年 10月 23日 評価不能 非量篤 平成21年 :0月 23日 回復

女 平成21年 10月 23日 有り 嘔気、頭重威、手足発疹 平成2:年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

272 女 平成21年 10月 23日 朦 ιんましん 平成2:年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成2:年 1:月 :ロ 軽快

女 平成 21年 10月 23日 疑管支喘忠 全身の発疹 平成 2:年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 9日 回復

女 平成2:年 :0月 23日 籐 咳 平成 2:年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

男 平成21年 10月 23日 朦 頭痛 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

276 女 平成21年 :0月 23日 熙 全身倦怠感 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 2日 回復

女 平成2:年 :0月 23日 願病 稲尿病 壼痛、頭痛、悪心、下痢 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 26日 軽快

男 平成21年 10月 23日 黒 広曇、吐気、全身倦怠感 平成2:年 :0月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

279 男 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンザワクチン授種 斃熱 平成21年 10月 23日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 29日 回復

女 平成21年 :0月 24日 咽頭痛・究熙あるも予隔残榎 賠熱39度 平成2:年 10月 24日 関連有り 重篤の恐れ 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 24日 無 二んましん 平成 21年 10月 24日 関連有 り 非重篤 平成 21年 10月 26日 回復

女 平成21年 :0月 24日 無 lんましん 平成21年 :0月 24日 関連有り 非重篤 軽快

283 女 平成 21年 10月 24日
無

自熱、扁桃腺海 平成 21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 24日 回復

女 平成21年 :0月 24日 冗生剤 、這 影 剤 でアレルキー 歴 あり 嘔吐、動悸 平成2:年 :0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 :0月 24日 熙 嘔吐、下痢、頭痛 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 軽 快

女 平成21年 10月 24日 熙 ιんましん 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤

女 平成21年 10月 24日 熙 港怠感、頭痛 平成2 年10月 24日 関連有 リ 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

女 平成2:年 10月 24日 無 血管迷走神経反射 平成2 年:0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 回復

女 平成21年 10月 24日 有
季節性インフルエンザワクチン授種 (北研
F0028A) 助悸、吐気 平成21年 10月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

男 平成21年 10月 24日
朦

末精神経炎、筋炎 平成21年 10月 25日 関連有り 重篤
平成2:年 1:月 2日
→平成21年 11月 11日

未回復

女 平成2:年 10月 24日
数年前インフルエンサワクチンで頭がほ一つ

とした 血管迷走反射 平成21年 :0月 24日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 24日 回復

40 女 平成2:年 10月 24日
事E「性インフルエンサワクチン確檀

頭重感、体熱感、咽頭痛 平成 2:年 10月 24日 関連有リ 非重篤 平成 21年 10月 30日 回復

40 女 平成21年 10月 24日 隠 頭痛、喉頭痛、倦怠感 平成21年 10月 25日 評価不能 平成21年 10月 26日 軽快

294 女 平成2:年 10月 24日 熙 頭痛 平成21年 10月 25日 評価不能 平成21年 10月 26日 軽快

40 男 平成21年 10月 24日 アレルギー じんましん 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 25日 軽快

女 平成2:年 10月 24日 発赤 平成21年 10月 25日 関連有 り 非重篤 平成2 年:0月 26日 回復

女 平成21年 10月 24日 熙 ιんましん 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 24日 軽快

50 女 平成21年 10月 24日 熙 全身の筋肉痛 平成2 年10月 24日 関連有り 非重篤 平成 2 年10月 27日 回復

50 女 平成21年 10月 24日 頂痛、吐き気、動悸、ふらつき、倦怠感 平成21年 10月 24日 非重篤 平成21年 10月 25日 回復

300 女 平成21年 10月 24日 季節性インフルエンサ ワクチン授種 頂重感、胸苦感 平成21年 10月 24日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 24日 回復

50 女 平成21年 10月 24日 全身倦怠感、熱感 平成21年 10月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成2:年 :0月 24日 熙 庸痒 平成2:年 :0月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 24日 回復

女 平成21年 10月 25日
事師性インフルエンサワクチン微櫂

下痢、関節痛、倦怠感、頭痛 平成21年 10月 25日 評価不能
重篤 (自 宅で

休碁 )
平成2:年 :0月 28日 軽快

女 平成 21年 :0月 25日 熙 下痢 平成21年 10月 26日 関連有 り 非重篤 平成 2:年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日
エビ、カニ、魚介系アレルキー有り、季節性
インフルエンザワクチン lE気 平成21年 10月 26日 非重篤 平成 21年 10月 27日 回復

306 男 平成 2:年 10月 26E
無

蹟面頭部の腫脹、発赤疹 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復
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307 女 平成21年 10月 26日 熙 眠気、腫脹、発赤 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

308 女 平成21年 10月 26日 熙 発熱 39度 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

309 女 平成2:年 10月 26日
季節性インフルエンザワクチン援種(10/30)

上肢の筋力低下、痛み 平成21年 10月 27日 関連有り
不明
→重篤

310 男 平成 21年 :0月 26日 熙 39℃以上の発熱 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 iO月 26日 熙 発熱、筋肉痛 平成2:年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 30日 未回復

男 平成21年 10月 26日
季節 笹 インフルエンサ ワクチン積極 にて 2～

ヨいつも全身倦怠感と熱感出現 その他の異常反応 平成21年 10月 26日 関連有リ 非菫篤 平成21年 11月 9日 軽快

男 平成2`年 :0月 26日 熙 両上目瞼発赤腫脹、両下肢しびれ 平成21年 10月 26日 関連有リ 菫篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日 熙 発熱、嘔吐、発疹 平成21年 10月 27日 BD連有り 非重篤 平成 21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日 有 熙 頭痛 平成21年 10月 27日 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

男 平成2:年 10月 26日 熙 じん麻しん 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 26日 熙 発熱、発赤 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月2日 軽快

女 平成21年 10月 26日 熙 39℃以上の発熱 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成 21年 10月 26日 雁 両下肢発疹、左眼 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤

女 平成21年 10月 26日 李節 世 インフルエンサ ワクチン横 II 鼻風邪症状 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 胃痛、嘔気 平成 21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成2:年 :0月 27日 回復

女 平成2:年 10月 26日 有 有り 発熱、鼻汁、咳 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤

323 20 女 平成 21年 10月 26日 熙 発熱 平成2:年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日
R

下肢筋肉痛 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日
石手腱鞘炎にて肉服中、ひきつけ(―才ご
ろ)

lE吐 平成2:年 10月 26日 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成2:年 10月 26日 百 リ 嘔吐、下痢、接種部位にじんましん様 平成 21年 10月 26日 関連有り 平成21年 10月 27日 軽快

30 女 平成21年 0月 26日 黒 発赤 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 26日 回復

女 平成21年 0月 26日 熙 jんましん 平成21年 :0月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

30 女 平成21年 0月 26日 季師性インフルエンサ ワクチン接種(10/20) 血管迷走反射 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 26日 回復

男 平成21年 0月 26日 有 熙 発疹 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤

女 平成 21年 0月 26日 熙 膨張 (硬結 )、 だるさ(筋肉痛のような感じ) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

332 女 平成 21年 0月 26日 :初症 頭病、嘔気、口渇感 平成21年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 26日

10年前季節性インフルエンザワクチンで高
熱、翌年も高熱出る。その為その後のワクチ
ン接種していない

その他の神経障害 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤

女 平成21年 :0月 26日 熙 ιんましん 平成21年 10月 26日

335 女 平成2:年 :0月 20日 熙 ιんましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 軽快

男 平成21年 :0月 26日 アトビー性皮膚炎 ιんましん 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

女 平成21年 10月 26日
サワシリンで下痢、発疹 マクドナルドのハン
バーガーで水疱様発疹 発疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 26日
熙

,9℃以上の発熱、インフルA型 平成21年 :0月 29日 関連有リ 重篤 平成21年 10月 30日
不明
→回復

女 平成21年 10月 26日 咳喘思 発熱 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 20日 回復

女 平成21年 10月 26日
膿

発熱 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篇 平成21年 10月 30日

女 平成2:年 ,0月 26日 李節 Iインフルエンサ ワクチン霰種 血管迷走反射 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成 21年 lo月 26日 島り鼻段炎 〕9度以上の熱 平成 21年 10月 27日 評価不能 非重 1 平成 21年 ‖月5日 回復



年齢
(代)

性別 妾種日
時
種
同
接
基礎疾患(持病)、 他の予防機種など 討反応の内容 富1反応発生日 因果関係 重篤度 蒻引0日 颯帰内容

女 平成2:年 10月 26日
アレルギー性鼻炎、栗疹 敗しい悪寒、戦慄 、激しい頭痛、激しい嘔

汁
平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快

344 女 平成2:年 10月 26日
熙

早腫 平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月3日 軽快

345 30 女 平成21年 10月 26日 季節性インフルエンザワクチン授種 17度8～ 38度代の熱発、頭痛 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

346 40 女 平成21年 10月 26日
掌漱膿疱症、金属アレルギー、セフェム系抗
生剤アレルギー 発熱、悪寒、じんましん 平成2:年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 未回復

女 平成21年 10月 26日 職 ιんましん以外の発疹 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成2:年 !0月 27日 回復

40 女 平成21年 10月 26日 ιんましん、喘思 発疹、痒み、歓熱 平成2:年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 3:日 軽快

女 平成21年 :0月 26日 アトに一 局所異常 発赤、腫服、熱感 平成2:年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2:年 10月 26日 熙だが9月 27日まで、甲状腺炎で因月ヒ治原 ιんましん 平成2 年10月 26日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 26日 アトピー性皮膚炎、喘息 吐気、発熱、発疹 平成2 年10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 季節性インフルエンサ ワクチンII種 国内炎 平成21年 10月 27日 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

平成21年 :0月 26日 コま、いわしアレルギー 腫脹、硬結、熱感、リンパ節腫脹、水疱 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日 事師性 インフルエンサ ワクチン薇種 頭痛、めまい、嘔吐 平成21年 10月 27日 非重篤 平成21年 10月 30日 軽 快

女 平成21年 10月 26日 アナフイラキシー 平成 21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 27日 未回復

女 平成21年 10月 26日 熙 舌・喉頭連和感.下肢筋肉痛 平成21年 10月 26日 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日
ピリン系で発疹歴あり その他の神経障害 平成21年 ‖月2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日

女 平成21年 10月 26日

不整脈とアレルギー性じんましんあり(主治

医より接種の許可済み)、 季節性インフルエ

ンザワクテン機種
咳、頭痛 平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 26日 栗疹 平成21年 :0月 28日 関連有り 非重篤

女 平成21年 10月 26日 熙 うまい、らヽらつき 平成21年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 26日
頑重感、乾性咳嗽、鼻閉感、注射部位の
店痒感、発赤

平成21年 10月 27日 非重篤 平成2:年 10月 28日 回復

男 平成21年 10月 26日 朦 めまい、ふらつき、悪心 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

363 40 女 平成21年 10月 26日
懸

疼痛、熱感、腫脹、筋肉痛、倦怠感 平成21年 10月 27日 非重篤 回復

女 平成2:年 10月 26日
季節性インフルエンザワクチン接種 気分不快.食欲不振 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

40 女 平成21年 10月 26日 熙 じんましん 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 26日 回復

男 平成21年 :0月 26日 季師性インフルエンサ ワクチン授種 10/17 ンヨツク 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 27日 回復

男 平成21年 10月 26日 熙 全身倦怠感・頭痛。体熱感 平成21年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 27日 回復

男 平成2i年 10月 26日 日脂 血 柾 陀熱、インフルエンザ株症状 平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 28日 未回復

女 平成2:年 10月 26日 匡服膨張 平成2:年 10月 27日 関連有リ 非重篤 平成21年 1:月 4日 回復

370 40 男 平成21年 10月 26日 19度異常の発熱、下痢 平成2:年 ‖月1日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 4日 回復

40 女 平成21年 10月 26日
簾

誌赤、腫脹、痛痒感、上肢が重い感じ 平成21年 :0月 27日 関連有り 非重篤 回復

372 女 平成21年 :0月 26日
熙

接種部の発赤、かゆみ 平成2:年 10月 28日 関連有り 非重篤 回復

女 平成21年 10月 26日
サワシリンで下月、発疹 マクトナルドのハシ
バーガーで水疱様発疹 発疹 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日
廉

下肢筋痛、浮動感 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 29日 回復

女 平成21年 :0月 26日 季師性インフルエンサ ワクチン授種 発熱 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快



年齢
(代 )

性 別 臓種日
時
霜
同
蜂 崖礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 膿le日 に帰内容

女 平成2:年 10月 26日 熙 頭重感、注射部:腫脹、発赤 関連有り 非重篤 回復

男 平成21年 10月 26日 熙 全身倦怠感 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成2i年 10月 28日 回復

女 平成21年 :0月 26日 疑物 アレル千 ― じんましん 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤

女 平成21年 10月 26日 熙 咽のはれた感じ 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

380 鷹 而 尿 平 成 ,1年 10日 27日 餌 価 不 能 ■重
=

回 ,

女 平成2:年 10月 26日 喘思 気分不良 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 26日 回復

女 平成21年 10月 26日 熙 発赤、腫脹 平成2:年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 膨 張 平成 2i年 10月 27日 非重篤 平成 21年 11月 4日 回復

女 平成21年 :0月 26日 熙 lE気 、嘔吐 平成 21年 10月 26日 評価不能 平成21年 10月 27日 回復

女 平成2:年 10月 26日 季節性インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成2:年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 10月 26日 簾 じんましん様 平成21年 10月 26日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 27日 回復

女 平成21年 10月 26日 熙 発熱、左半身の疼痛 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日 脈 発熱 (関節痛 ) 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 26日
熙 頭重感、体熱感、接種部位の痛痒感、鼻

閉
平成21年 10月 27日 非重篤 平成21年 11月 3日 未回復

女 平成21年 10月 26日 籠粉症 (スキ ) 水疱 平成21年 10月 27日 関連有り 非童篤 平成21年 10月 28日 未回復

女 平成21年 10月 26日 接種部のかゆみ、軽度発赤 平成21年 10月 30日 非重篤 回復

392 男 平成2:年 10月 26日 朦 急性下痢症 平成21年 :0月 26日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 26日 軽快

60 男 平成21年 10月 26日 腋 神経障害 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 26日
ハフアリン

ねむけ、関節痛 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

60 女 平成21年 10月 26日
ボンタールで湿疹、ロキソニンで全身浮腫

下腿・前腕筋痛(両側) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 30日
未回復
→回復

男 平成21年 10月 26日
lrt

血管迷走神経反射 平成21年 10月 26日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 26日 回復

女 平成21年 :0月 27日 四順 誦 噴 無 め ●● ア 助 fF種 接触部位が赤くなりはれた 平成21年 :0月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 27日 撃顧 性 インフルエンサ ワクチン破種 〕9℃以上の発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 1`月 :日 回復

399 男 平成21年 10月 27日
季節性インフルエンサワクチン確種 、員管叉

喘息 〕9℃以上の発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非菫篤 平成21年‖月10日 回復

400 女 平成21年 10月 27日 コキタンスキー症候群 頂痛、嘔吐、顔のこわばり、顕の痛み 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成 2 年 10月 27日 腰 皮疹 平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤

402 20 男 平成21年 10月 27日 熙 巨脹、発熱 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤

20 女 平成21年 10月 27日 李師性インフルエンサワクチン授種 うんましん 平成21年 10月 23日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

404 女 平成2 年10月 27日 熙 hむけ 平成2 年10月 27日 関連有り 非重篤 平成2i年 10月 28日 回復

女 平成21年 :0月 27日 季節性インフルエンザワクチン機種
賠熱 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

406 女 平成21年 10月 27日 アレルギー性鼻炎 アレルギー 平成2 年10月 27日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 29日 軽 快

女 平成21年 10月 27日
季師性 インフルエンサ ワクチン援 種 、既 住 :

アストマ+、 ,ロアレルギー+ 頂痛、嘔気 平成21年 10月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 27日 アレルギー 3んましん 平成21年 iO月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 4日 未 回復

409 30 男 平成21年 :0月 27日 需 生腕けいれん 平成 21年 11月 1日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月4日 回復

女 平成21年 10月 27日 有 無 ιんましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 月4日 未回復

女 平成21年 10月 27日
簾

発熱、関節痛、眼瞼・口唇腫脹 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 1日 回復

30 女 平成2i年 10月 27日 無 発熱、嘔気、嘔吐 平成21年 10月 27日 関連有 り 非重篤 平成21年 10月 28日 軽快



年齢
(代 )

性別 晨種日
同時
接種
基礎疾患(持病 )、 他の予防接種など 副反応の内容 副反応発生 日 因果関係 重篤度 陽り弔日 転帰内容

女 平成21年 10月 27日
気管支喘息 薬や薬品でじんましん発生や
体調不良経験あり 下痢 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 27日 李節性インフルエンサ ワクチン接種 じんましん 平成2 年:0月 27日 関連無し 非重篤 平成2!年 10月 27日 軽快

女 平成2 年10月 27日 無 IE吐 平成 年 10月 27日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

女 平成2 年10月 27日 熙 頭痛 平成2 年10月 30日 評価不能 非重篤 平成2:年 :0月 30日 回復

女 平成2 年10月 27日 シフロキサ ンで栗 疹 (3、 4年前 ) 皮膚発赤 平成21年 :0月 27日 関連有 り 非重篤 平成 21年 ‖月 回復

30 男 平成21年 10月 27日 ゴリン系、ロルフエナミン 半眠気 平成2:年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 23日 回復

女 平成 21年 :0月 27日 頭痛 平成2 年10月 28日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 27日 熙 頭痛(激痛) 平成2 年10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 28日 回復

男 平成21年 :0月 27日 熙 発熟 平成 2 年10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

422 女 平成21年 10月 27日
慢性じんましん、毎年の接種で膨張と徹熱を
生じること多い 倦怠感、熱感、顔面紅潮 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 iO月 28日 軽快

423 30 女 平成2:年 10月 27日 雁 発 赤 平成 21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

424 女 平成21年 10月 27日 撃m■ インフルエンサ ワクチン接種 頭痛、全身倦怠感 平成 2:年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成 21年 10月 27日
廉 手指のしびれ、胸部締め付け感、耳圧迫

感、むかつき
平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 27日 回復

426 女 平成21年 10月 27日 騰 ギランパレー症候群又は他の神経症状 平成21年 10月 27日 関連有り 重篤 平成21年 11月 16日 未回復

427 30 女 平成21年 10月 27日 朦 上半身発疹 平成21年 10月 28日 関連無し 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 27日 有
季節性インフルエンザワクチンで微熱、下痢
反応あり 咽頭違和感、呼吸狭窄 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月3日 軽快

女 平成21年 10月 27日 熙 発疹 平成21年 :0月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年 :1月 6日 軽快

430 女 平成21年 10月 27日
季節性インフルエンザ ワクチン授種

気道閉塞感、倦怠感と接種部位の発赤・

腫脹
平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1日 回 復

女 平成21年 10月 27日
李師性インフリレエンサワクチン授種

口内炎 平成21年 10月 29百 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月10日 軽 快

432 女 平成2:年 10月 27日 廉 両眼浮腫 平成21年 10月 28日 関連無し 非重篤 平成21年 :0月 28日 回復

433 40 女 平成2:年 10月 27日 脈 熟 発 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

434 女 平成21年 10月 27日
アトビー籠反層炎、季節性インフルエンザ ワ

クチン接種 ιんましん、発熱 平成21年 :0月 27日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

435 女 平成21年 10月 27日 熙 ιんましん 平成2:年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 27日 回復

男 平成21年 10月 27日 働■Lし 、間 腫 Illl証 関節痛、筋肉痛 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 27日 働胴皿症、EEDり鼻段 ☆ 局所の紅斑 平成2:年 :0月 28日 関連有り 非重篤 平成2:年‖月2日 回復

438 女 平成21年 10月 27日
熙

睡れ、発疹、かゆみ 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

男 平成2:年 10月 27日 に粉症軽圧 インフルエンザ様症状 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月2日 未回復

女 平成21年 10月 27日 アレルギー性鼻 炎 全身痛痒、体動による息切れ 平成21年 10月 27日 関連有リ 非重篤 未回復

女 平成21年 10月 27日 引まアレル■F― 二んましん 平成21年 !0月 28日 評価不能 回復

女 平成21年 10月 27日 `リ

ン系、花粉症、体調により食べ物でも湿
りが出ること有り 政熱、頭痛 平成2:年 :0月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 10月 27日 アレルギー性鼻炎 アナフィラキシーシヨック 平成21年 10月 27日 関連有り 重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2i年 10月 27日 アレルギー 全身掻痒感 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 27日 回復

女 平成2:年 10月 27日 熙 物肉痛 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成 21年 :0月 29日 軽 快

女 平成21年 10月 27日
ヨー ドアレル 千― 、季 節 性 インフルエンザ ワ

クチン接種 農種後、3日 ほどだるさあり 平成21年 iO月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 :0月 27日 喘思 頑痛 平成21年 :0月 27日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月2日 軽快
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448 男 平成21年 10月 27日 ιんましん (薬疹 ) 平成21年 10月 27日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

20 女 平成21年 10月 23日 撫 面脚発疹、顔面浮腫 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 4日 回復

20 男 平成21年 10月 23日 騰 発熱、
'E気
、惨 怠感 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤

男 平成21年 10月 28日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 発熱 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 30日 回復

20 女 平成21年 10月 28日
喘思 気分不快、吐気、呼吸苦、頻脈、熱感、落

膚、腫れ
平成2:年 10月 29日 JF重篤 平成2:年 10月 29日 回復

453 20 女 平成2:年 10月 28日 熙 二んましん 平成21年 10月 28日 関連有 り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 28日 〕歳の頃ひきつけ既往あり、ひきつけ時に発 カゼ様症状 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 5日 未回復

20 女 平成21年 10月 23日 季節性インフルエンサワクチン授植 下痢、嘔気、頭痛、発熱 平成21年 iO月 31日 評価不能 非三篤 平成21年‖月2日 軽快

女 平成21年 10月 28日 IE気、嘔吐 平成21年 :0月 28日 評価不能 非重篤 平成21年‖月1日 回復

女 平成 21年 10月 28日 熙 〕んましん以外の全身の発疹 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 29日 軽快

女 平成 21年 10月 28日
熙

発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 28日 腰 血管迷走反射 平成21年 10月 28日 関連有 り 非重篤 平成 2 年10月 29日 回復

20 男 平成2i年 10月 28日 熙 発熱、筋肉痛、倦怠感 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成2 年!0月 30日 未回復

男 平成21年 10月 28日 騰 発熱 平成21年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 1日 軽快

20 女 平成21年 10月 28日
厖粉症 、アルコー ′嚇 花 、アトビー l■反 層 炎 発赤、腫脹、熱感(接種部位) 平成 21年 :0月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

20 女 平成21年 10月 28日 クローン病治療 アナフィラキシー 平成21年 10月 29日 関連有り 重篤 平成 21年 10月 29日 回 復

女 平成 21年 10月 28日 季節 性 インフル エンザ ワクチン薇 檀 発熱 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

465 女 平成21年 10月 28日 下垂体膨張 うんましん 平成 21年 10月 28日 評価不能 非童篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 28日 無 嘔吐 平成21年 10月 29日 評価不能 非菫篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 膠 嘔吐、発疹、四肢のしびれ 平成21年 10月 28日 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 28日
カニ、澤 老 アレリレキー

発熱 平成21年 10月 23日 非重篤 飾ｍ
女 平成 21年 10月 28日

季節性 インフルエンサ ワクチン援 檀
頭痛、風邪症状 平成 21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

470 30 女 平成21年 :0月 23日 熙 発熱 平成2 年10月 29日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 31日 回復

女 平成21年 10月 28日 籐 血管迷走反射 平成2 年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 29日 回復

女 平成21年 10月 28日 熙 アナフィラキシー 平成2 年10月 29日 関連無し 非重篤 平成2 年10月 29日 回復

女 平成 2:年 10月 28日 途反症・局所性 呟量、倦怠感、関節痛、頭痛 平成2 年iO月 23日 関連有り 非重篤 平成2 年10月 30日 回復

女 平成2:年 10月 28日 喘息 嘔気、疼痛 平成21年 :0月 28日 関連有り 非重篤 平成 21年 :0月 30日 未 回復

女 平成21年 10月 28日
季節性インフルエンザ ワクチン接種

発熱、頭痛、インフルエンザ様症状 平成21年 10月 28日 非重篤 平成 21年 10月 30日 軽快

30 女 平成21年 10月 20日
季節性インフルエンサワクチン接種

喉頭痛、関節痛 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 未回復

30 男 平成21年 10月 28日 籐 ιんましん 平成2 年10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 ll月 2日 回復

30 日 生、

479 30 女 平成21年 10月 28日 動悸、気分不良 平成 2 年10月 28日

アナフィうキ
=

30 女 平成 21年 10月 28月 籐 気分不快、吐き気、lE吐 平成2 年10月 28日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

482 女 平成21年 10月 28日
季節性インフルエンザ ワクチン疑種

喉頭痛、鼻閉感、関節痛 平成 21年 11月 1日 評価不能 非重篤 未回復

女 平成21年 10月 28日
季節 性 インフルエンサ ワクチン横 種 、瓶 生 物

質でショック症状あり アナフィラキシーショック 平成 21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 28日 回復

21年 10月 28日

女 平成21年 10月 28日 有 熙 IE気、嘔吐 平成21年 :0月 29日 評価不能

女 平成 21年 10月 28日 朦 嘔気、嘔吐、悪寒 平成21年 10月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 ;0月 29日 回復
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487 女 平成2!年 10月 28日 熙 暉汁、喉頭腫脹、嘔声 平成2:年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 軽快

488 女 平成21年 :0月 23日
今年春に顔面反層アレルギー症状有り、原
因不明 l「陰性 全身の浮腫、のどの結まつた感じ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日
気管支喘思、栗物アレルギー(シフロキサ
ン):じんましん、喉頭浮腫の既往あり アナフィラキシー 平成2:年 !0月 28日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 28日
気管支喘思、慢性気管支炎、1冒帽弁閉鎖不
全、季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、じんましん 平成21年 !0月 28日 関連有リ 非重篤 平成2:年 10月 31日 回復

女 平成21年 iO月 28日

鼻炎にてアレロワクオノン内服中、以前バン
スポリン内服により薬疹あり、季節性インフ
ルエンザワクチン機種

悪寒、頭痛、発赤、赤熱、硬結 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成2:年 10月 29日 回復

40 女 平成21年 10月 28ロ チクチクと感じる痛み 平成2 年10月 28日

40 女 平成 2 年 10月 28日 熙 吐気、頭痛 平成2 年10月 28日 関連有り 非重篤 平成2:年 :0月 29日 回復

40 女 平成2 年:0月 28日 熙 ショック 平成2 年10月 23日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 28日 回復

40 女 平成2 年10月 28日 熙 熱感 平成2 年10月 28日 関連有り 非菫篤 平成21年 10月 23日 回復

40 女 平成2 年,0月 28日 有 熙 ιんましん、動悸 平成 2 年10月 28日 関連有 り 非重篤 平成21年 10月 28ロ 回復

40 平成21年 :0月 28日
下螢 ル砕 李 節性 インフル エンサ ワクチン接種

損面紅潮、OE気 平成21年 10月 28日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 28日 回復

女 平成21年 10月 28日
熙 隆いめまい、頭痛 後 に回転性 め まいと両 下

待 R● 力咸 平成21年 :0月 29日 評価不能 非重篤 回復

499 40 女 平成21年 10月 28日 無 アナフィラキシー 平成 21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

500 女 平成21年 10月 28日 熙 頭痛 平成2:年 10月 30日 評価不能 平成2:年 ‖月24日 軽快

501 40 女 平成21年 10月 28日
熙

左上肢の痛みとしびれ 平成21年 10月 28日 関連有 り 重篤 平成21年 11月 ‖日 未回復

502 女 平成21年 10月 28日 熙 発疹 平成21年 :0月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 1:月 1日 回復

503 女 平成2:年 10月 28日
クラリシッド竿抗国剤等の薬剤アレルギーあ
り アナフィラキシー様症状 平成21年 10月 28日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 28日 季節 性 インフルエンサ ワクチン薇種 局所腫服、血管迷走神経反射 平成2 年10月 28日 関連無し 非重篤 平成2:年 :0月 28日 未回復

女 平成2:年 10月 28日 朦 発赤、腫脹、痛み 平成2 年10月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年 :0月 29日 回復

506 女 平成 21年 10月 28日 ぶどう膜炎 平成2 年 !0月 29日 関連有リ 重篤 未回復

女 平成21年 :0月 28日 有
熙

上記症状に伴う後遺症 平成21年 :0月 29日 非重篤 平成2:年‖月5日 回 復

508 50 女 平成21年 10月 28日
熙

めまい、胸部圧迫感、嘔気、発熱 平成21年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成2:年 10月 3:日 回復

女 平成2:年 10月 20日
熙

,回か6回の下痴、腹部ニヤニヤ感 平成21年 11月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

5:0 女 平成2:年 10月 28日 頭重感、胸部不快、息苦しい 平成21年 ,0月 28日 関連有り 非重篤 平成2:年 ‖月2日 回復

男 平成21年 :0月 28日
熙

じんましん 平成2:年 10月 29日 関連有リ 非重篤 平成2:年 :0月 3:日 軽快

20 女 平成21年 10月 29日
寧師■インフルエンサワクチン緩種

アナフィラキシァ 平成21年 10月 30日 非重篤
平成21年 11月 5日
→平成21年 ‖月:1日

未回復
→軽快

男 平成2:年 :0月 29日 発疹、かゆみ 平成21年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 31日 回復

女 平成2:年 10月 29日 熙 関節痛、筋肉痛 平成2:年 10月 29日 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 29日 腰 発熱、腰痛 平成 21年 :0月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

女 平成2:年 10月 29日 服
発熱 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快
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男 平成21年 10月 29日 かゆみ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2i年 10月 29日 無 じんましん 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 :0月 29日 無 皮膚の発赤 平成 21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 季節性インフルエンサワクチン接種 頑痛 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 tロ 回復

30 女 平成 21年 10月 29日
無 E気、口E吐、熱感、しびれ感、感覚鈍麻、

喪情筋けいれん
平成 21年 10月 30日 関連有り 非菫篤 平成 21年 iO月 30日 軽快

30 女 平成 21年 10月 29日
熙 姜種部位:発赤、腫脹、熱感 接種側上

に疼痛、感覚異常
平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月1日 回復

30 女 平成21年 10月 29日 季節性インフルエンサ ワクチンで発熱 賠熱、発疹 平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 季節性インフルエンザワクチン接種 嘔気、血圧低下、腰・下肢痛 平成 2 年10月 29日 評価不能 重篤 不明

女 平成21年 :0月 29日 いゆみ 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 3:日 回復

女 平成21年 10月 29日 睡れ、かゆみ 平成21年 10月 29ロ 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 29日
季節性インフルエンサワクテン巌裡 アナフィラキシー様反応 平成21年 10月 29日 関連有り 重篤 平成21年 :0月 29日 軽快

女 平成21年 10月 29日 熙 頭痛、発熱、下痴 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月1日 軽快

女 平成21年 10月 29日 季節性インフルエンサ ワクチン授種 血管迷走反射 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

530 30 女 平成21年 10月 29日 熙 感冒症状 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成2:年 10月 29日
熙 発赤、腫脹、倦怠感、喉頭痛、耳嗚り 平成21年 10月 29日 非重篤 平成2i年 11月 5日 回復

女 平成21年 10月 29日 腫れ→かゆみ 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成2:年 11月 3日 回復

女 平成2:年 10月 29日
獅 性 インフルエンサワクチン破種

アナフィラキシー 平成21年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 29日 lT,HL 全身倦怠感、関節痛 平成21年 10月 29日 評価不能 平成21年 11月 5日

女 平成21年 10月 29日 熙 巌種部位の腫脹 平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年‖月7日 軽快

女 平成21年 10月 29日 3んましん 血管迷走反射 平成21年 10月 29日 関連有り 重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日 に粉症 局所発赤、発熱 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成2:年 10月 29日 腫れ、かゆみ 平成2:年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 31日 回復

女 平成 2:年 10月 29日 季節性インフルエンサワクチン繊橿 悪寒、発熱、鼻汁 平成 21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 31日 軽快

540 女 平成21年 10月 29日 らヽゆみ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 29日
アレルギー:ケフラール、リフアンピシン(肝

障害) 倦怠感、眼周囲の腫れ、かゆみ 平成 21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成 21年 10月 29日
喘息既住 頑痛、腹痛、下痢 平成 21年 10月 29日 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成 21年 10月 29日
季節性インフルエンサワクチン臓 IE

腟脹、熱発、全身倦怠感 平成21年 10月 29日 非重篤 平成21年 10月 31ロ 回復

女 平成21年 10月 29日 腫れ、痛み 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 31日 回復

女 平成21年 :0月 29日 葛血 圧 、不壼 脈 頑痛 、倦急感 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

546 女 平成21年 :0月 29日 肇師 性 インフルエンサ ワクテンは 種 じんましん 平成21年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

547 男 平成21年 10月 29日
季節性インフルエンザワクチン接種(10/22) 頭痛、嘔気、全身倦怠感、食欲減退、両眼

鈍痛
平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

女 平成21年 10月 29日 甲状腺機能低下 舌しびれ 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

549 男 平成21年 10月 29日 季節性インフルエンサワクチンIII種 喪満感、下痢 平成21年 10月 29日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 31日 回復

550 女 平成21年 10月 29日 アレルギー(花粉症)(ミノマイシン) 弓所の発赤腫脹、全身症状 平成21年 10月 29ロ 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 軽快

女 平成21年 10月 29日 アレルギー 感冒様症状、顔面腫脹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月5日 回復
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種
同
接 基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 冒り反応の内容 ロリ反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 陽帰内容

552 女 平成21年 10月 29日
熙

頃部～顔面の発疹 平成21年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 5日 回復

男 平成21年 10月 29日 熙 敗熱、全身倦怠感 平成 21年 10月 29日 非重篤 平成 21年 ‖月2日 回復

女 平成21年 10月 29日
熙

主射部位周囲発赤 平成21年 10月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

60 女 平成21年 10月 29日
高血圧症、プリンペランによるじんましん、季
節性インフルエンザワクチン接種 下痢、腹痛、嘔気 平成21年 !0月 3:日 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

556 60 女 平成21年 !0月 29日
熙 血圧症状、冷や汗、呼吸苦、倍怠感、頚部

発赤
平成2:年 :0月 29日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 29日 回復

女 平成21年 10月 29日 羅 広曇、嘔吐 平成21年 10月 31日 評価不能 非重篤

60 女 平成21年 10月 29日 熙 賠疹 平成 2 年10月 30日 評価不能 非重篤

女 平成21年 10月 30日 華節籠インフルエンサワクチン接種 熟発 平成2 年10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月2日 軽快

560 女 平成21年 10月 30日 熙 薬物アレルギー 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日
2年莉のインフルエンサ予防殺種にて、30分
後に息苦しくなつた 頭痛、めまい 平成2:年 10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 11月 4日 軽快

女 平成21年 10月 30日
熙

全身発疹 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成2!年 10月 30日
熙

発熱 (38.5℃ )、 嘔吐、咳 平成 21年 10月 31日 非重篤 平成 21年 11月 2日 軽 快

564 男 平成21年 :0月 30日
熙

肘を超える局所の異常 平成 21年 ‖月2日 非重篤 平成21年 ‖月4日 回復

565 20 女 平成21年 10月 30日
橋思 、置 圧 んましん 、911ア レルキー

ιんましん 平成21年 :0月 3:日 関連有り 非重篤 平成21年‖月2日 軽快

女 平成21年 ,0月 30日
熙

湿疹 平成2:年 11月 4日 平成2:年 1:月 9日 軽快

女 平成21年 10月 30日
李師性インフルエンザ ワクチン接種

倦怠感、ふらつき、眠気 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 3:日 回復

女 平成2:年 :0月 30日 有
喘思

喘息 平成21年 10月 31日 関連有リ 非重篤 平成21年 :1月 1日 回 復

女 平成21年 10月 30日 陽の肉や卵アレルギー 両上腕全体に発疹 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月9日 軽快

女 平成21年 10月 30日 栗疹 平成21年 10月 31日 関連無し 非重篤 軽快

男 平成21年 10月 30日
熙

発熱 平成21年 11月 1日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 2日 回復

女 平成21年 10月 30日 有
季節性インフリレエンザワクチン接種 (アステ
ラス Y518)、 B肝ワクチン接種歴 ιんましん、口腔内しびれ感 平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 3:日 回復

女 平成21年 10月 30日
熙

ιんましん 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 軽快

女 平成21年 10月 30日
熙

じんましん 平成21年 :0月 31日 評価不能 非重篤 平成21年
``月
1:日 軽快

女 平成21年 :0月 30日
,pアレルギー

発熱 平成21年 :0月 30日 関連有り 非重篤 平成2:年 10月 3:日 回復

女 平成21年 10月 30日 3んましん 平成2:年 10月 27日 非重篤

女 平成2:年 10月 30日 鴨
E熱 平成21年‖月1日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月1日 回復

30 女 平成21年 10月 30日 アレル千一 体 買 、エビカニアレルキ ー じんましん 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成2:年 10月 3:日 回復

女 平成21年 10月 30日
=節
性インフルエンサ ワクチン掻種 不整脈 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

580 30 女 平成21年 10月 30日 熙 下痢、腹痛、頭痛 平成21年 ‖月1日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

30 女 平成21年 10月 30日

熙

微熱、味覚障害 平成 2:年 10月 31日 評価不能 非重篤 平成 2:年 11月 4日

微熱 :回

復
味覚 :未

回復



年齢
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時
種
同
接 聾礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 目1反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 餞帰内容

女 平成 21年 10月 30日 季節 性 インフルエンザ ワクチン授種 嗅声、喉頭痛 平成 21年 11月 1日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 10日 軽快

男 平成2i年 10月 30日 肇獅 性 インフルエンサ ワクチン磁 種 掻痒感、上肢発疹 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日 熙 lE気 、下痢 平成21年 :0月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成21年 10月 30日
インフルエンザやそれ以外の予防接種をう
すて具合が悪くなつたことがある 頭痛、ら、らふら感、lE気 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成2:年 10月 30日 熙 じんましん 平成21年 :0月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

587 女 平成21年 10月 30日 無 下痢、嘔吐 平成2:年 10月 31日 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成 21年 10月 30日 熙 アナフィラキシー様症状 平成2 年 10月 30日 関連有り 非重篇 平成 21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日 季節性インフルエンザワクチン授種 かぜ症状 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年‖月3日 回復

590 女 平成21年 10月 30日 鼻汁 脱力感、悪寒 平成 2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成21年 10月 30日 熙 発熱 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 10月 30日
季節性 インフルエンザ ワクチン援 種 (10/19)、

ンラビツトで薬疹 動悸、血圧上昇 平成 21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

503 女 平成21年 10月 30日 生たまごでじんましん 上半身皮膚紅潮 平成21年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

男 平成21年 10月 30日 無 平成21年 11月 1日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 4日 回復

女 平成21年 :0月 30日 熙 発熱 平成2 年 10月 30日 関連有り 非重篇 平成21年 11月 3日 回復

男 平成2:年 10月 30日 熙 倦怠感 平成2 年 10月 3:日 非重篤 回復

女 平成2:年 10月 30日 季師性インフルエンザワクチン接種 動悸 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

598 女 平成21年 10月 30日 腰 動悸、胸苦感 平成2 年10月 30日 評価不能 非重篇 平成21年 10月 30日 軽快

女 平成2:年 10月 30日
熙型徴

'い
肛、旧環踊、レ喘思

嘔吐、頭痛、倦怠感 平成21年 10月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月2日 未回復

女 平成 21年 10月 30日 季節性 インフルエンサ ワクチン接種 けいれん、その他の神経症状 平成 21年 :1月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 3日 回復

女 平成 21年 10月 30日 熙 アナフィラキシー 平成2 年10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成21年 :0月 30日 華顧 性 インフルエンサ ワクチン繊 種 じんましん 平成 2 年11月 1日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

603 40 女 平成 21年 10月 30日 願 動悸、血圧上昇 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 :0月 30日 回復

604 40 女 平成21年 10月 30日 熙 頭痛、倦怠感 平成2 年10月 31日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 1日 回復

男 平成2:年 10月 30日
ワインでしんましん歴あり、 現在ヒA育症の
治療中 倦怠感、手足熱感 平成 21年 10月 31日 評価不能 平成21年 ‖月2日 回復

606 男 平成 21年 10月 30日 熙 軟便 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

40 女 平成21年 10月 30日 卵の生食 口周囲痛痒感 平成21年 10月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

608 40 女 平成21年 10月 30日
くだものアレルギー、感冒薬で栗疹、季節性
インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

609 女 平成2 年10月 30日 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成 21年 lo月 30日 無 血圧上昇 平成2 年10月 30日 リト重篤 平成21年 10月 31日 回復

女 平成2 年 10月 30日 隠 掻痒、発疹 平成2 年 10月 30日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

女 平成2 年10月 30日 こんましん (アスピリン不耐症 )、 塙思 じんましん 平成2 年10月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 30日 回復

女 平成21年 10月 30日 熙 肝機能障害 平成2 年11月 :日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 9日 回復

女 平成2:年 10月 30日 無 急性散在性1出症(ADEM) 平成2 年同月7日 評価不能 重篤 平成21年 11月 18日 軽快

男 平成21年 iO月 30日 熙 アナフィラキシー、じんましん 平成2 年 0月 30日 関連有り 非重篤 平成21年 10月 3:日 軽快

女 平成2 年10月 30日 有 熙 右リンパ腺腫脹、嘔吐 平成2 年 0月 30日 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成 2 年 10月 30日 無 高血圧、動悸など 平成 2 年 0月 30日 関連有り 非重篤 平成 21年 10月 30日 回復

女 平成 2 年 10月 30日 栗や食品で皮膚に発疹 (ケフラール ) 咆注部位の発赤、硬結 平成2 年 0月 30日 関連有り 非重篤 平成2:年 ‖月1日 回復

女 平成2 年10月 30日 目血EE症 (内服中) 頃部発疹 平成 2 年 0月 30日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成2 年10月 30日 熙 喉頭痛 平成 2 年 0月 31日 関連有り 非重篤 平成21年‖月6日 軽快
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憾 基礎疾患 (持病)、 他の予防機種など 目J反応の内容 副反応発生日 ヨ果関係 重篤度 ほJ弔日 眠帰内容

女 平成21年 10月 30日 熙 血管迷走反射 平成 21年 :0月 30日 評価不能 非重篤 平成 21年 10月 30日 回 復

70 男 平成21年 10月 30日
鴨

くしゃみ多発、その後鼻汁あり 平成21年 :0月 31日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 1日 回復

623 男 平成21年 10月 30日
同 買 1二月中央 、/ス ヘ ル キ ル ス 狂 、3ml口 肥 肛 .
呼吸器不全 間質性肺炎増悪 平成21年 10月 30日 関連有り 重篤 平成21年 11月 9日 未回復

624 女 平成21年 10月 31日 季節性インフルエンザ ワクチン授種 ιんましん、薬剤性アレルギー 平成21年 10月 3:日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 1日 回復

男 平成21年 10月 日 咳嗽 平成21年 :0月 31日 関連有リ

女 平成21年 10月 3:日 熙 頭痛、嘔気 平成 21年 10月 3:日 評価不能 非重篤 平成2:年 同月3日 回復

女 平成 2:年 10月 31日 熙 発 熟 平成 2:年 ‖月 :日 非重篤 平成 21年 11月 1日 回 復

30 女 平成21年 :0月 31日 熙 上腕全体の腫脹、発赤、徹熱 平成 2,年 :0月 31日 非重篤 平成 2:年 ‖月2日 回復

女 平成21年 10月 31日
"`・

メロン アレル千― 発熱 平成21年 10月 31日 非重篤 平成21年 ll月 2日 回復

女 平成 21年 10月 日 ゴリン系 た熱、喉頭痛 平成2:年 :l月 :日 関連有り

女 平成 21年 10月 31日 季節性インフルエンザ ワクチン接種 アナフィラキシー 平成 21年 10月 31日 関連有リ 重篤 平成21年‖月1日 軽快

40 女
“
平成21年 10月 31日 季師性インフルエンザ アナフィラキシー 平成2:年 10月 31日 非菫篤 平成21年 11月 6日 軽快

50 女 平成21年 10月 3 日 騰 陪熱、関節痛 平成 21年 ‖月 1日 非重篤 平成 21年 11月 2日 回復

634 男 平成 21年 10月 31日
峰II剤による中毒疹、季節性インフルエンサ
フクチン機種 (副作用無し) うんましん 平成21年 10月 3:日 関連有り 非重篤 平成 21年 :0月 31日 軽快

:0歳未満 女 平成21年 11月 2日 熙 全身痛痒感 平成2 年 1 月4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 11月 2日 印経 牙順 E吐、頭痛 平成 2 年 1 月2日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 5日 回復

女 平成21年 11月 2日 熙 両下肢神経障害 平成2 年11月 2日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 4日 回復

20 女 平成21年 11月 2日 熙 全身発疹 平成 2 年 月2日 関連有り 非重篤 平成 2:年 11月 11日 回復

女 平成21年 11月 2日
多のう胞■ ,‖果症候諄有り、インフルエンサ

lAワ クチン接種 めまい 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

640 女 平成21年 ‖月2日
熙

全身発疹 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

20 女 平成21年 11月 2日 ヨ性耳下線炎 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 軽快

642 男 平成21年 同月2日
熙 消化器症状など 平成21年 11月 3日 関連有り 非重篤 平成 21年 ‖月4日 回復

女 平成21年 ‖月2日 熙 アナフィラキシー様症状 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 4日 回復

644 女 平成21年 11月 2日 熙 喘息、接種部発赤 平成2:年 ‖月2日 関連有り 非重篤 平成 21年 月6日 未回復

女 平成2 年 月2日 喘思 二んましん 平成21年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 6日 回復

30 女 平成2 年11月 2日 熙 平成2:年‖月2日 関連有り 非重篤 平成21年 月7日 回 復

女 平成21年 ‖月2日 熙 ιんましん 平成2:年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 16日 軽快

女 平成 2 年 月2日 熙 その他通常ではみられない異常反応 平成2:年 11月 2日 非重篤 平成21年 1:月 3日 回復

649 女 平成21年 :1月 2日 無 紫斑 (アナフィラキシー) 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 軽快

650 30 女 平成21年 1:月 2日
自己赤血撃免疫性紫斑病、:0月 26日 季節
性インフルエンザワクチン機種 紫斑、意識障害、けいれん 平成2:年 11月 2日 関連有り 重篤

女 平成2:年 ‖月2日 有 肇師 性 インフルエンサ ワクチン接 種 発熱、悪寒、倦怠感、頭痛、嘔気、下痢 平成2:年 ‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 軽快

652 女 平成21年 ‖月2日
熙

激しい頭痛 平成21年 11月 2日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 3日 回復

653 30 女 平成2:年 ‖月2日 熙 頭痛、嘔吐 平成 2 年1:月 2日 評価不能 平成2:年‖月3日 回復

654 30 女 平成2:年 ::月 2日 有 り 湿性咳嗽 平成 2 年 H月 2日 非重篤 平成2:年 ‖月2日 回復

30 女 平成2i年 11月 2日 隠 39℃以上の発熱 平成 2 年11月 7日 評価不能 非重篤 平成2:年 ‖月8日 軽快

女 平成21年 11月 2日 黒 アナフィラキシー 平成 2 年 月2日 関連有り 非重篤 平成2!年‖月4日 軽快
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657 40 女 平成21年 ‖月2日
無 (気分悪くなつた、注射郡位のしひれかん :

翌日には回復 平成21年‖月2日 関連有り 非重篤 平成21年‖月3日 回復

40 女 平成21年 11月 2日 無 熱 発 平成21年‖月16日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 軽快

女 平成21年 11月 2日 ιんましん 平成21年 11月 3日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成2:年 11月 2日 喉頭痛、咳嗽 平成21年 :1月 8日

40 女 平成21年 11月 2日
季節 性 インフルエンサ ワクテン霰 種 、り‖果 が

頑痛、嘔気、嘔吐、発熱、風邪症状 平成21年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

男 平成 21年 ‖月2日
熙

ιんましん 平成21年 11月 3日 関連有り 非重篤 不明

663 女 平成21年 11月 2日 39度異常の発熱 平成21年 11月 4日 評価不能 非重篤 平成21年‖月9日 軽快

664 女 平成2:年 11月 2日
季節 性 インフルエンサ ワクチン確 榎

喘息様発作 平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 2日 回復

女 平成 21年 11月 2日
熙

発熱、タンパク尿、心電図異常 平成2:年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

40 女 平成 2:年 ‖月2日
晨性じんましん 全身のほてり、胃部不快感、左顔面から後

頭部にピリピリ
平成21年 11月 2日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 4日 未 回復

女 平成21年 11月 2日
熙

発熱372℃、倦怠感有り 平成21年 11月 2日 非重篤 平成21年 11月 4日 回復

50 女 平成21年 ‖月2日
熙

階怠感、頭重感、右手指むくみ・痛み 平成21年 11月 2日 評価不能 平成21年‖月5日 軽快

女 平成21年‖月2日 無 感冒症状 平成 21年 11月 3日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 ‖月2日
顔面紅潮、動悸尾、ら、らつき、両上肢脱カ
しびれ感

平成21年 11月 3日 評価不能 非重篤 平成21年‖月3日 回復

女 平成21年 月2日 アナフィラキシー 平成21年 月2日 関連有り 非重篤 平成2 年‖月2日 未回復

女 平成 21年 月2日 無 気管支炎 平成21年 月3日 関連有り 非重篤 平成2:年 月4日 回復

女 平成21年 月2日 無 感冒症状 平成21年 月3日 関連有り 非重篤 平成2 年 月5日 回復

女 平成21年 月2日 無 気管支炎 平成21年 月3日 関連有り 非重篤 平成2 年 月4日 回復

675 女 平成 21年 月2日 熙 消化器症状 平成21年 月3日 関連有り 非重篤 平成2 年 月4日 回復

男 平成21年 11月 2日
糖尿病性腎症、血液透析施行中、陳旧性心
筋梗塞 じんましん 平成21年 11月 5日 非重篤 平成2:年 11月 9日 軽快

男 平成 21年 11月 2日
季節性インフルエンザワクチン役樫

しびれ、筋肉緊張性疼痛 平成21年 1:月 2日 関連有リ 非重篤 平成21年‖月10日 回復

男 平成2:年 :1月 2日 隔尿 痛 、高 血 圧 、lLI筋 積 番 、 平成21年‖月2日 評価不能 重篤 平成21年 11月 2日 死 亡

男 平成21年‖月2日

シ
"I脚
役番¬ υ年月り b`起雲 4｀ 日じC黙

床。08年 :月 からえん下性肺炎を繰り返し入

院 中だつた
その他の異常反応 平成2i年 1:月 14日 評価不能 重篤 平成21年 1:月 14日 死亡

680 女 平成21年‖月2日
層尿病

厳熱 平成21年 ‖月4日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

男 平成21年 11月 2日 熙 じんましん 平成21年‖月3日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 11月 2日
季節性インフルエンザワクチン接種

右撓骨神経麻痺、尺骨神経麻痺 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 ll月 ,9日 轍師20 男 平成21年‖月3日 無 アナフィラキシー 平成21年‖月3日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 4日 不明

30 男 平成21年 11月 3日
既往 :季節性インフルエンザワクチンにて過
去発熱の日1反応1回 発熱 平成21年 11月 5日 非重篤 平成21年‖月8日 回復

685 20 女 平成21年 11月 4日 季節性インフルエンザワクチン接種 】E気、脱力感、集中力低下 平成 21年 ,1月 4日 評価不能 平成21年 1:月 6日 回復

女 平成2:年‖月4日 熙 じんましん(頸部のみ) 平成21年 1:月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成21年 11月 4日 無 接種部位の発赤疼痛 平成21年‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年‖月6日 軽快
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20 女 平成21年 11月 4日
季節性インフルエンザワクチン接種 恨痛、目の充血、脱力感、ぼ一つとした感

平成 21年 11月 4日 評価不能 非重篤 平成 21年 ‖月5日 回復

20 男 平成 21年 月4日 厭 二んましん 平成 2 年 月5日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月8日 軽快

690 女 平成21年 月4日 熙 局所(注射部位)の発赤、腫脹 平成2 年 月5日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成 21年 月4日 熙 うんましん 平成2 年 月5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成21年 月4日 熙 悪寒、頭痛 平成 2 年 月4日 非重篤 平成 2:年 11月 6日 回復

693 20 女 平成21年 月4日 輛思 喘息発作 平成 2 年 1月 4日 非重篤 平成2:年 同月5日 回復

694 30 男 平成21年 H月 4日
housodustほ か花粉に対するアレル千―あ
り 頂痛、吐き気 平成21年 ‖月4日 関連有り 非重篤 平成2:年 ::月 5日 軽快

女 平成21年 11月 4日
以前インフルエンザワクチン接種で体調不猥
になった 既往:喘息 アナフィラキシー 関連有り 重篤 平成21年 11月 5日 回復

696 女 平成21年‖月4日
季節性インフルエンザワクチン接種

39℃以上の発熱 平成21年 :1月 7日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 i2日 回復

女 平成21年同月4日 熙 アナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 4日 軽快

女 平成 21年 11月 4日 季師性インフルエンザワクチン接種 全身の痛痒感 平成 21年 ‖月4日 関連有り 非重篤 平成 2:年 ‖月5日 軽快

女 平成21年 11月 4日

耽低 :ヌ官又喘思 :薇租Uケ月異常llR桑無し
疾患名 :アレルギー性鼻炎:接種実施前一ヶ
月より服薬 (抗ヒスタミン剤)中

喘息発作 平成 2:年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成 21年 :1月 6日 軽快

30 女 平成21年 :1月 4日
アボカドによるじんましん 既住 :3歳頃に総
咀管拡張症で手術 その他の神経障害 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

30 女 平成21年 ‖月4日
10年前季師性インフルエンザワクチンでアレ
ルギー症状 じんましん 平成 21年 1:月 4日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 7日 回復

女 平成21年 ‖月4日
層老 アレル千―

発疹 平成2:年 11月 4日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 5日 回復

30 女 平成21年 11月 4日 熙 頭痛、nE気 平成21年‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

704 女 平成2:年 11月 4日

抗生剤ユナシン、ロキフィンにてかゆみ喉頭
浮腫、ネオフアーゲンにてアナフィラキシー

ショック
じんましん、喉頭浮腫、呼吸苦 平成2i年‖月4日 関連有り 重篤 平成21年 11月 4日 回復

705 女 平成21年 11月 4日
票

めまい、ら、らつき、嘔気、動悸、悪寒、冷や
汗、関節痛、痒み

平成21年 ::月 4日 非重篤 平成 21年 11月 6日 回復

女 平成21年 月4日 籐 発熱小、嘔吐 平成2 年 1月 5日 関連有り 非重篤 平成2 年 月8日 回復

女 平成21年 月4日 子供 2週間 莉 にインフルエンザ にかか つた 発熱 平成 2 年 1月 5日 非重篤 平成21年 ‖月6日 軽快

女 平成21年 月4日 栗疹 ボ ル タレン、ロキソニン、ケフラー ル 寒気と吐き気 平成2 年 1月 4日 評価不能 非重篤 平成2 年 月5日 回復

女 平成21年 月4日 服 嘔気、嘔吐、水溶性下痢 平成 2 年 1月 5日 評価不能 非重篤 平成2:年 月6日 軽快

女 平成21年 11月 4日
幸 Epl■4ン ノル エ ン 7・′7ナ ン伎 租 、/レ ル
ギー性鼻炎

全身の発疹、悪寒、鼻汁、頬の疼痛、頻
脈、呼吸苦

平成21年 ‖月6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 11月 4日 熙 嘔気 平成21年 ‖月5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 未回復

女 平成21年 11月 4日
ダンリツチで膨 療 疹 季 節性 インフルエンサ

ワクチン接種 その他の神経障害 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 軽快

女 平成21年 ‖月4日
F師性インフルエンザワクチンで発熟、季節
生インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤

女 平成21年 11月 4日
熙

腹痛、下痢 平成 21年 11月 5日 平成21年 11月 6日 軽快

女 平成2:年 ‖月4日
熙

急性腸炎 平成2:年 11月 4日 非重篤 平成21年 1:月 5日 回復

女 平成21年 11月 4日
暉魚 、かに

局所の異常腫脹 平成2i年‖月6日 関連有り 非重篤
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女 平成2:年 ‖月4日
季節性インフルエンザワクチン接種

ιんましんと思われる症状 平成21年 ‖月:2日 関連有り 平成21年 11月 25日 未回復

男 平成21年 ‖月4日
熙

枢幹、発疹、発赤 平成21年 ‖月15日 関連有り 非重篤 平成21年‖月17日 回復

女 平成21年 ‖月4日
骨のついた鶏肉でじんましん

喉頭違和感、しやがれ声 平成21年 ‖月4日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

720 女 平成21年 :1月 4日
羅

調節痛、めまい 平成21年 11月 4日 関連有リ 非重篤 平成21年 1:月 5日 軽快

女 平成21年 ‖月4日
熙

嘔吐、発熱(最大375℃ )下痢 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

女 平成21年 ‖月4日
李勘 性 インフルエンサ ワクテン授種 、アレル

ギー性鼻炎 アナフィラキシー 平成21年‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回 復

男 平成21年 ‖月4日 熙 発熱、発疹 平成21年‖月4日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 10日 未回復

女 平成 21年 ‖月4日 罹 平成 21年 11月 10日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 16日 回復

男 平成21年 11月 4日 季EF性インフルエンザワクチン授種 二んましん 平成21年‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

男 平成21年 1:月 4日

1季節性インフルエンザワクチン接種、2基礎
疾患 :糖尿病性腎症による腎不全で透析療
法中、3菜・食品でのアレルギー歴有り、

アナフィラキシー 平成21年 11月 4日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月4日 軽快

女 平成21年 11月 4日 季節性インフルエンザワクチン接種 頂痛 平成21年‖月4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成2:年 同月4日 熙 動悸、嘔気、左回転がした様な感じ 平成21年 11月 4日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 回復

男 平成2:年 1:月 5日
ワワン症候 群、思性管樋笹 日皿病沿療終 了
‖年 発熱 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年‖月8日 回復

女 平成21年 11月 5日 腰 嘔吐、下痴 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 未回復

女 平成21年 ‖月5日 卜E― 圧 反 lR食 、胃
=■
炎 、尿 輌 積 ● 預と両上腕に発赤疹 平成21年 11月 6日 平成21年 11月 8日 回復

女 平成21年 11月 5日 熙 頂痛、lE気、嘔吐、下痢、微熱 平成21年 月5日 評価不能 重篤 平成21年 11月 10日 回復

女 平成21年 11月 5日 悪心、発熟 平成21年 月5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成a年 11月 5日 有 耽征 :ボルタレン匠にてじんましん うんましん 平成21年 月5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 軽快

女 平成21年 11月 5E
アレルギー体質、アトピー、クローン病、季節
性インフルエンザワクチン接種後発疹 発熱 (最大392℃ )、 じんましん様症状 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日

復
快
回
軽

女 平成a年‖月5日 熙 ιんましん 平成 21年 ‖月6日 評価不能 平成21年 11月 8日 回復

女 平成21年 11月 5日

アレルギー :ロキソニンで喘思出現、10/15季
節性インフルエンザワクチン接種、10/28イン
フルエンザ陽性 (6日間自宅療養)10/29内 科
外来受診 4ヽ児喘息有りでぜんそく薬を投
与される

平成21年 11月 6日 非重篤 回復

30 女 平成21年 11月 5日 熙 まぶたの浮腫 平成21年 月6日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 9日 軽快

女 平成21年 ‖月5日 熙 紅斑 平成21年 月8日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回 復

女 平成21年 ‖月5日 有 熙 じんましん 平成2:年 月6日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 19日 回復

女 平成2:年 ‖月5日 朦 嘔気 平成21年 月5日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 11日 不明

30 男 平成21年 ‖月5日 熙 血管迷走神経反射 平成2:年 月5日 関連有り 重篤 平成2:年 ‖月6日 回復

女 平成2:年 11月 5日 インフルエンザワクチン接種 ιんましん 平成21年 月8日 評価不能 非重篤 平成2i年 11月 ‖日 未回復
30 女 平成21年 11月 5日 熙 発熱、関節痛 平成 21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

745 30 女 平成21年 11月 5日 熙 lE吐、眩量、微熱(378℃ ) 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成 2:年 :1月 5日
ニュー キノロン糸楽 剤 (ジエニナツク )

アナフィラキシーアレルギー反応 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成21年 ‖月5日
そ|ま、メロン、ビリン

発疹 (全身)、 発赤、腫脹、かゆみ 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 10日

748 男 平成2:年 11月 5日 無 気分不快 平成21年 11月 5日 重篤 平成21年 11月 6日 回復



輸
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性別 接種日
時
種
同
接 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など 副反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 砿帰日 転帰内容

女 平成2:年 ‖月5日 無 生上肢しびれおよび疼痛 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

女 平成21年 11月 5日 季節性インフルエンザワクチン接種 アナフィラキシー 平成2:年 11月 5日 関連有り 重篤 平成21年‖月6日 軽快

女 平成21年 11月 5日 アトピー性皮膚炎 頂脈 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成 21年 ‖月5日 季節性インフルエンザワクチン接種 発 熱 平成 21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 5日 回復

40 女 平成21年 ‖月5日
籐 高熱、倦怠感 平成 21年 1'月 5日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 9日 回復

女 平成2:年 :1月 5日

気管支喘息治療中、コントロールは良好。以

前季節性インフルエンザ予防機種後、気管
支喘息発作有リ

気管支喘息発作 平成21年 11月 5日 関連有り 重篤 平成2:年 ‖月7日 回復

女 平成21年 11月 5日
厭 全身脱力感、四腋関節痛 平成 21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成2:年 ::月 9日 回復

女 平成21年 11月 5日 り‖アレル千― アナフィラキシー(軽度 ) 平成 21年 11月 5日 関連有り 重篤 平成21年 11月 9日 軽快

40 女 平成 21年 11月 5日
無

陪熱 平成2:年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 9日
復
快
回
軽

40 女 平成 21年 11月 5日
全身性マリテマトーデス、腎不全、高血圧

に1善出血 平成 2:年 11月 15日 評価不能 重篤 平成 21年 H月 17日 未回復

40 女 平成2i年 11月 5日 無 3んましん 平成2:年 1:月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 月5日 回復

760 女 平成 21年 11月 5日 熙 頂痛 平成 21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 6日 回復

女 平成21年‖月5日 季節性インフルエンサワクテン薇種 局所の発赤 平成2 年11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 7日 軽快

女 平成21年 11月 5日 熙 下痢 平成 21年 ‖月5日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月5日 回復

763 女 平成21年 11月 5日
5血圧、高脂血症、僕性C型肝炎、深部静
脈血栓症

発熱374℃、両下肢脱力感 平成21年 11月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 9日 回復

女 平成21年 11月 5日
熙

集疹 平成21年 11月 5日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

女 平成2:年 11月 5日
喘息、季節性インフルエンザワクチン授種 頭痛、呼吸苦、倍怠感、喘息、右上腕:発

赤と硬結
平成2:年 10月 28日 関連有リ 非重篤 平成21年 10月 29日 軽快

男 平成21年 ‖月5日
簾

発熱 平成21年 :1月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月9日 軽快

平成21年 11月 5日 熙 血管迷走神経反射 平成21年 11月 5日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 5日 回復

男 平成21年 11月 6日
疑管支喘 思 アナフィラキシー 平成21年 11月 6日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月7日 回復

20 女 平成21年 11月 6日
朦 39℃以上の発熱 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 13日 回復

20 女 平成2:年 1:月 6日
無 動悸、手の振戦、徹熱 平成2:年 11月 6日 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

男 平成21年 ,1月 6日 インフルエンザA陽性 平成21年 11月 8日 評価不能

20 女 平成21年 ‖月6日
籐

頭菫感、めまい、全身倦怠感 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤

女 平成2i年 11月 6日
籐

中毒疹(紅斑 ) 平成21年 1:月 7日 非重篤

774 男 平成21年 ‖月6日
季節性 インフルエンザ ワクチン接種 全身倦怠感 (全身の皮疹、i週間後感冒症

状)
平成21年‖月6日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 26日 軽快

女 平成21年 11月 6日
季節性インフルエンザ ワクチン接種

発熱 (最大39℃ ) 平成2:年 :1月 6日 関連有リ 非重篤 不明

女 平成2:年 11月 6日
熙

ιんましん、微熱 平成21年 11月 6日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月10日 軽快

20 女 平成21年 :1月 6日
縣

E気 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月7日 回復

女 平成21年 ‖月6日
0月 7日ビームゲン接種、2:日 季節性インフ
ルエンザワクチン接種 嘔気、ふわふわ感 平成21年 11月 6日 評価不能 非重篤
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性別 妾種日
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種
同
接 基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 副反応発生日 果関係 に帰日 陽帰内容

女 平成21年 1:月 6日
熙

痛、下痢、嘔吐、発熱 平成21年 11月 8日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 1:月 6日
フタ・牛肉アレルギー、季師性インフルエン

ザワクチン接種 めまい、lE吐、皮膚発赤 平成 21年 11月 6日 評価不能 非重篤

女 平成21年 11月 6日
季師性インフルエンザワクチン接種時、腫れ
経験あり 発疹 平成21年‖月7日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 13日 軽快

女 平成21年 11月 6日
疑、
=品
C元珍、椰田 4｀長雷じ厖

うんましん 平成21年 ‖月6日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成21年 ‖月6日
百り

床幹部発疹 平成21年‖月7日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月12日 回復

784 30 男 平成21年 11月 6日
じんましん(コーマの建い,、 HBワ クテン
(ピームゲン)接種:一回目 面上下肢しびれ感、筋力低下 平成21年 11月 9日 評価不能 非重焦 平成2:年 11月 12日 未回復

30 男 平成21年‖月6日
熙

皮疹 平成21年 11月 7日 関連有り 非菫篤 平成21年‖月13日 軽快

30 女 平成21年 11月 6日
殴服アレル千―めリ

アナフィラキシー 平成21年 il月 6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

787 30 女 平成 21年 11月 6日
熙

洵都圧迫感 平成21年同月6日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成21年 11月 6日
季節 性 インフルエンサ ワクチン蔵 種

発熱、関節痛 平成21年 11月 7日 非重篤 平成21年 11月 9日 軽快

女 平成21年 ‖月6日
ヒくに病気ないが、下痢あり

発熱、咽、喉頭腫脹、出血 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 10日 回復

40 女 平成21年 1:月 6日
黒菅支喘思、既往:20数年前のワクチン接
睡で軽い皮疹出現 (記憶不明確 ) ヨ性アレルギー性皮膚炎 平成21年‖月6日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月9日 回復

女 平成21年 11月 6日

アレルギー(+)(アレルゲン、ワロ、エビ、そば
など約30種類)

アナフィラキシー、発熱、腋
=腫
瘤 平成21年 11月 6日 関連有り 重篤 平成21年 1:月 13日

回復 (発
熟など)、
軽快 (痛
痒 )、
未回復
(腫瘤 )

40 女 平成21年 ‖月6日
晴思 様 気 雷又 炎

賠熱、頭痛、倦怠感 平成21年 11月 8日 軽快

50 女 平成21年 11月 6日
アレルギー性 鼻 炎、季 EF性 インフルエンサ ワ

クチン接種 じんましん 平成21年‖月8日 非重篤 平成21年 11月 iO日 軽快

女 平成21年 11月 6日
そぼアレル千―、腸チフス・バラテフスの予
防接種でむくみ 注射都位の発赤、かゆみ 平成21年‖月6日 関連有り 非重篤 軽快

女 平成21年 11月 6日
季師性インフルエンザワクチン接種

軽度の心季九迫 平成21年‖月6日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月6日 回復

女 平成21年 ‖月6日
熙

頭痛、眼圧感 平成21年‖月6日 非重篤 平成21年 11月 8日 回復

50 女 平成21年 ‖月6日
雁

感冒症状、消化器症状 平成 21年 ‖月9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

50 女 平成21年 ‖月6日
羅

頭痛、吐気 平成21年‖月6日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 回復

女 平成21年 11月 6日
騰

こんましん 平成 21年 ‖月6日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 10日 軽快

8∞ 女 平成21年 ll月 6日
同FJ疇齢 楽アレル千―

アナフイラキシー 平成21年‖月6日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 6日 軽快

801 女 平成21年 11月 6日 発熱、全身倦怠感 平成21年‖月6日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月9日 回復



年齢
〈代)

性別 姜種日
時
層
同
籍 基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 目1反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 漱帰内容

802 男 平成21年 11月 6日
腱l■気菅叉炎、脳血管性認知症

突然死 平成21年 1:月 7日 評価不能 重篤 平成21年 11月 7日 死 亡

10歳未満 女 平成21年 1:月 7日
気菅更喘息あり、季節性インフルエンザ ワク

チン1回 目接種 ιんましん 平成 21年 11月 8日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 11日 回 復

男 平成21年 11月 7日
気曹又喘思あり、季節性インフルエンサワク

チン接種 〕んましん 平成21年 11月 8日 関連有 り 非重篤 平成 21年 11月 11日 回復

20 女 平成21年 11月 7日
熙

発熱 平成21年‖月7日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 8日 回復

806 男 平成21年 1:月 7日
熙

発熱(375℃ )、 全身倦怠感 平成21年‖月7日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 9日 回復

女 平成2:年 11月 7日
熙

発熱 平成21年‖月9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 未回復

女 平成21年 ‖月7日
喘思 、化 初 狂 、EIIし ん まし

～ 気分不良、口渇、胸内苦悶 平成21年 11月 7日 関連有り 非重篤 平成21年‖月7日 回復

809 10歳未満 男 平成21年 11月 9日
フエスト厄候群にて治療 中

尋所の腫眼 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤

10歳未満 女 平成21年 ‖月9日
熙

殖熱 平成21年 ‖月::日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月12日 回復

20 女 平成 2:年
"月
9日 庶

その他の通常では見られない異常反応 平成21年同月9日 関連有り 平成21年 ‖月10日 回復

20 女 平成21年 ‖月9日 学節 l■インフルエンサワクチン接種 発疹、息苦しさ 平成2:年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月‖日 回復

女 平成21年 11月 9日 熙
[気、めまい、手振戦 平成21年‖月9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

女 平成21年 11月 9日 無
フィッシャー症候群 (ギランパレー症候群) 平成21年 11月 14日 関連有り 重篤

女 平成21年 11月 9日 季節性インフルエンザワクチン接種 関節痛、喉頭痛、発熱(39℃前後) 平成21年‖月10日 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

女 平成21年 1:月 9日
10/19に外傷後、破傷訃 キソイド筋注 急性扁桃腺炎 平成21年 11月 10日 評価不能 ヨト重篤 平成21年 ‖月i2日 回復

女 平成21年 ‖月9日 無
血管迷走神経反射 平成 21年 :1月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 軽 快

女 平成21年 11月 9日 李師笹 インフルエンサ ワクチン授 種 発赤、痛痒感 平成 21年 :1月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 10日 軽快

女 平成21年 11月 9日
喘思、花粉征、季節性インフルエンザワクチ
ン接種 は熱、聞節痛、筋肉痛、倦怠感 平成21年 11月 9日 関連有リ 非重篤

820 30 女 平成21年 1:月 9日 SLEにてフレドニソロン5ng服用 けを超える局所の異常腫脹 平成21年 11月 12日 関連有り 非重篤

30 男 平成21年 11月 9日 熙
アナフィラキシー 平成21年 H月 9日 関連有り 非重篤 平成21年‖月iO日 回復

女 平成21年 11月 9日
口千ソニン

じんましん 平成21年 1:月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 :1日 回復

823 女 平成21年 ‖月9日 lgA腎症
じんましん 平成2:年 11月 9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 :2日 回復

女 平成21年 ::月 9日 壺疹 平成2:年 :1月 10日 評価不能 非重篤

825 男 平成2:年 11月 9日 有
ヨード過敏 腫れ、37℃の発熱、全身倦怠感、手のしび

れ
平成 21年 ‖月10日 非重篤 平成21年 11月 11日 回復

女 平成21年 11月 9日 アレルギー性鼻炎
更新腫脹、口腔内違和感 関連有り 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

女 平成21年 11月 9日 腋
ιんましん 平成21年 11月 9日 関連有り 未回復

女 平成21年 11月 9日 西桁思看 (慢性腎不全 ) 湿疹 (発疹) 平成21年 ‖月‖日 非重篤 平成21年 ‖月i4日 軽快

男 平成21年 :1月 9日 透析患者 (慢性腎不全)
発熱、胸都不快 平成2:年 ::月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 軽快

男 平成21年 ‖月9日
願

皮疹 平成21年 11月 10日 非重篤 不明

10歳未澤 男 平成21年 :1月 10日 熙 ιんましん 平成21年 11月 :0日 関連有り 非重篤 平成 21年 ‖月 10日 回復



年齢
r引と、 性別 姜種日

時
稲
同
絡
塵礎疾患(持病)、 他の予防接種など ロリ反応の内容 ロリ反応発生日 因果関係 重篤度 に帰日 に帰内容

10歳未満 男 平成21年 11月 10日

E掟操思 :気官又喘思、以副り
"ア

レルモー

前年の季節性インフルエンザワクチンはア
′ルギーなし

発疹 (体幹) 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤

10歳未満 男 平成2:年 ‖月:0日
ネフローゼ症候群、季節性インフルエンサワ

ンチン接種 発熱、じんましん、ネフローゼ悪化 平成21年 11月 10日 関連有リ 重篤

10歳未満 男 平成21年 11月 10日 五管支喘息 ιんましん 平成21年 :1月 10日 関連有り 非重篤 平成2:年‖月‖日 回復

10歳未満 女 平成21年 11月 :0日 季節性インフルエンサワクチン授種 発疹 平成21年‖月:0日 評価不能 非重篤 平成2:年‖月13日 回復

男 平成 21年 11月 10日

売ヒスタミン:じんましん出たことあり 基礎疾

諄:頭部外傷後遺症で重度心身障害(身体
章害者手帳1級 )

発熱、嘔吐、けいれん 平成21年 11月 15日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

20 女 平成21年‖月10日
胃り:アレルキー 発熱、左腋萬リンパ節炎 平成21年 ‖月11日 関連有り 非菫篤

838 女 平成21年 ‖月10日 有
アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、

需桃炎
じんましん 平成21年 11月 13日 評価不能 非重篤 平成21年‖月13日 軽快

839 女 平成2 年 月10日 アトビー性皮膚炎 発熟 平成21年 月10日 評価不能 ・ 非重篤 平成2 年 月16日 回復

840 20 女 平成2 年 月10日 季節性インフルエンザワクチン接種 じんましん 平成 2 年 月10日 評価不能 非重篤 平成2 年 月13日 回復

841 20 男 平成2 年 月10日 熙 アレルギー性発熱 平成 2 年 月10日 関連有り 非重篤 平成2 年 1 月‖日 回復

形 選 出性 締 薗

843 女 平成2 年 月10日 熙 39℃以上の発熱 平成 21年 月10日 関連有り 非重篤 平成2 年 11月 10日 回復

844 男 平成2 年 月10日 熙 頭痛、発熱 平成21年 月11日 関連有り 非重篤 平成2 年11月 12日 回復

女 平成 21年 ‖月10日
季節性インフルエンザワクチン接種 (異常な
)́.アレルギー体質 じんましん 平成21年 11月 10日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月10日 回復

女 平成 21年 月 :0日 395℃の発熱 平成21年 ‖月 2日 評価不能 非重篤 平成 21年 月13日 回復

男 平成2 年 月10日 :歳の時にひきつけあり 発熱、関節痛、および頭痛 平成 2 年11月 0日 非重篤 平成21年 月12日 回復

女 平成2 年 月10日 季節性インフルエンサワクチン授種 発熱、接種部位の発赤・腫脹 平成2 年‖月 0日 関連有り 非重篤 平成21年 月14日 回復

男 平成2 年 月10日 熙 体幹の発疹 平成2 年11月 0日 関連有り 非重篤 平成21年 月11日 軽快

女 平成21年 11月 10日
n官文 喘 思 :刀口環 甲 、財 仁 :栄剤 /レル
ギー、季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、頸肩痛

平成21年 11月 ‖日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月:2日 回復

女 平成2 年 月:0日 熙 幻視 平成2 年 月10日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 7日 未回復

女 平成 2 年 月:0日 熙 後頭部痛、lE気 平成2 年 月12日 評価不能 非重篤 平成2:年‖月17日 未回復

女 平成2 年 月10日 10/27ニューモハックス積極 呼吸不全による死亡 平成2 年 月11日 評価不能 重篤 平成21年 11月 :日 死 亡

10歳未満 女 平成 21年 月 11日 39℃ の高熱 平 成 2 年 月11日 関連有 り 非重篤 平成 21年 11月 4日 回復

10歳未満 男 平成21年 11月 ‖日
騎思 のこ 促 狭 思 めり。確属 の 啄 かめつた 発熱 (39℃ ) 平成21年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 14日 回復

10歳未満 男 平成21年 11月 1:日 肘を超える腫脹 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤 平成21年‖月16日 回復

女 平成21年 11月 ‖日 関節痛、微熱、のどの痛み、倦怠感 平成21年 11月 13日 ET価不能 非重篤 平成21年 11月 14日 軽快

女 平成21年 11月 ‖日
季節性インフルエンザワクチン接種 じんましん 平成21年 11月 11日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 11月 ‖日
季節性インフルエンサワクチン接種 廣帯過捻転・胎児死亡 平成21年 ‖月18日 関連無し 重篤 平成21年‖月:8日

女 平成21年 ‖月11日
喘息

頑痛、嘔吐、発熱(378) 平成21年‖月11日 非重篤 平成21年 11月 :2日 軽快

女 平成21年 11月 11日
季節性インフルエンサワクチン任種 全身倦怠県、頭痛。翌日口唇とはぐきが異

常に渇く
平成21年 11月 :1日

女 平成 21年 11月 11日 季EF性インフルエンサ ワクチン積極 E気 平成 21年 11月 :2日 関連有り 非重篤 平成 21年 :1月 18日 軽快

女 平成21年 11月 11日
季節性インフルエンザワクチン接種

発熱、頭痛、倦怠感、注射部位の痛み 平成21年 ‖月‖日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 i3日 回復



年齢
(代〕 性別 接種日

時
種
同
粋 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など ロリ反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 転帰内容

男 平成2i年 11月 11日
熙

発疹 平成2:年 11月 :2日 評価不能 非重篤

女 平成2:年 11月 11日

甲状腺キノウ低F症、鉄欠乏性貧血、高血
王、季節性インフルエンザワクチン接種

胃と食道の境あたりに熱感があり、喉に熱

が移動。めまい。翌日口唇とはぐきが異常
に渇く

平成21年 11月 ‖日 関連有り

女 平成21年 1:月 ,:日
季E「性インフルエンザワクチン接租

発赤、腫脹、四肢ふるえ、発熱 平成21年‖月‖日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 :9日 回復

女 平成21年 11月 HE 季節性インフルエンザ ワクチン接種
手足のしびれ 平成 2:年 11月 ‖日 関連有り 非重篤 不明

男 平成21年 11月 ‖日
働IlllL、 稲 床病 、呂 ll● I Il症 〕9℃以上の発熱 平成 2:年 11月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月:6日 回復

869 女 平成21年‖月11日
熙

発熱、悪寒、関節痛 平成2:年 11月 ‖日 非重篤

女 平成21年‖月‖日
籠尿病にてインスリン治療

血圧高値、倦怠感、関節痛 平成21年 ‖月12日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 :7日 軽快

男 平成21年 11月 11日
脈

汗機能障害 平成21年‖月12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 13日 不 明

男 平成21年 11月 11日
熙

急性呼吸不全による死亡 平成2:年 1月 :2日 関連無し 重篤 平成 2:年 11月 12日 死 亡

女 平成 21年 11月 ‖ 日 熙 死 亡 平成21年 1月 14日 評価不能 重篤 平成21年 1:月 日 死 亡

男 平成21年 月‖日 師気腫、脳梗喜 、十二 llE腸潰瘍 平成21年 :月 15日 評価不能 重篤 平成 21年 1:月 日 死 亡

女 平成21年 11月 11日
熙

下顎けいれん 平成2i年 1月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 :2日 回復

女 平成21年 月11日 摩炎で治療 中 死 亡 平成2 年 1月 12日 評価不能 重篤 平成21年 ‖月 日 死亡

女 平成2:年 月 12日 熙 胸部の発疹 平成 2:年 :月 12日 関連有り 非重篤

女 平成21年 月12日 インフルエンザHAワクチン接種 その他の通常ではみられない異常反応 平成 21年 :月 12日 評価不能 非重篤 平成21年 1:月 12日 回復

879 女 平成21年 月:2日 熙 発熱39℃、下肢発疹(両側 ) 平成2:年 :月 23日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

女 平成21年 月12日 5皿比、インフルエンサHAワ クチン種榎 その他の通常ではみられない異常反応 平成21年 1月 :2日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 12日 回復

女 平成21年 11月 12日

アレルギー :ビリン、サバ 季節性インフルエ
ンザワクチン接種 動悸、めまい、嘔吐、下痢、倦怠感 平成21年 11月 12日 関連有り 非菫篤 平成21年 11月 21日 回復

10歳未澤 男 平成21年 ‖月13日 ,口白アレルギークラス3 じんましん 平成21年 ‖月13日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 :3日 回復

10歳未濶 男 平成2:年 ‖月13日

川崎病 経過観察中 (県ユ病院にて経過
観察中。最優先対象者として今回予防接種
となつている

発熱 (39℃ 以上) 平成21年 11月 13日 関連無し 非重篤 平成21年 11月 15日 回復

884 男 平成21年 ,i月 ,3日 百 り じんましん 平成21年 11月 i4日 関連有り 非重篤 平成2i年 11月 15日 軽快

885 女 平成21年 ::月 13日 食物依存症、運動誘発、アナフィラキシー アナフィラキシー 平成21年‖月13日 関連有り 平成2:年 11月 13日 軽快

女 平成21年 11月 13日 熙 熱 発 平成 21年 ‖月14日 評価不能 非重篤 平成21年‖月18日 軽快

女 平成21年 :1月 13日
母親がインフルエンサワクチン薇種後、キラ
ンパレー症候群になつたことあり めまい、ふらつき、全身倦怠感 平成21年 1:月 14日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月19日 軽快

女 平成21年 月13日 願 熱発 平成2:年 ::月 14日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 16日 軽快

女 平成21年 月:3日 ―週間莉季 E「性インフルエンサ めまし 平成 2,年 ‖月13日 関連有り 非重篤

女 平成21年 月13日 ミノマイシンで反疹が出たこと有り じんましん 平成21年 !:月 i3日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 15日 軽快

女 平成21年 月13日
クローン病

発熱、じんましん 平成2:年 1:月 13日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 16日 回復

男 平成21年 11月 i3日 無 全身性皮疹 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤

女 平成 21年 :1月 13日

李踊性インフルエンサワクチン積極 (発熙あ

り)、 毎回インフルワクチン時に発熱有 り 発 熱 平成 21年 ‖月14日 関連有り 非重篤 平成2i年 ‖月14日 軽快



年齢
(代 )

性別 接種日
同時
接種
基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 賑帰日 陽帰内容

女 平成2:年‖月13日
狭心症 、季師性インフルエンサ ワクチン援桓

ゆまい、嘔気、頭重感 平成21年 11月 :4日

女 平成2:年 ‖月13日
無

ιんましん 平成21年 ‖月i3日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 13日 回復

女 平成2:年 :1月 13日 熙 こんましん様症状 平成21年‖月14日 評価不能 平成21年‖月17日 軽快

897 女 平成21年 ‖月:3日
橘思

ιんましん 平成21年 11月 13日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 15日 回復

女 平成21年 11月 13日 轄や食品でのじんましん歴あり 発熱 (39℃以上 ) 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 18日 回復

女 平成21年 ‖月i3日 熙 発熱、嘔吐 平成21年 11月 i5日 非重篤 平成21年 11月 16日 回復

男 平成21年 11月 13日

下喉鵬層の根着手 II:甲 状腺摘出 ′:｀腸に

よる食道再建術 :現在チラージ (50)一 日2T
服用中

発熱、呼吸苦 平成21年 11月 14日 評価不能 非重篤 平成21年‖月19日 回復

60 男 平成21年 月13日 熙 喪腔内出血 平成 21年 11月 15日 関連無し 重篤 平成21年 11月 15日 死亡

iO歳未濶 女 平成21年 月14日 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱、A型インフルエンザ (十 ) 平成2 年 11月 15日 平成21年 11月 16日 回復

903 女 平成21年 月14日 熙 発熱、関節痛、A型インフルエンザ (+) 平成2 年11月 15日 平成21年 11月 16日 回復

904 女 平成21年 月:4日 熙 39℃ 以上の発熱 平成2 年‖月16日 関連有り 菫篤 平成21年 11月 18日 軽快

905 女 平成2i年 月:4日 薇 発 熱 平成2 年‖月14日 評価不能 非重篤 平成2 年11月 24日 軽快

906 女 平成2:年 月:4日 気管支喘息 じんましん 平成2 年‖月15日 評価不能 非重篤 平成2 年11月 i5日 回復

男 平成2:年 月14日 高血圧 39℃以上の発熱 平成2 年‖月15日 評価不能 非菫篤 平成2 年‖月16日 回復

908 男 平成 21年 月 14日 艤破 署 、認 知症 急性呼吸不全と熱発 平成2 年 11月 16日 関連有り 重篤 平成2 年11月 23日 未回復

900 10歳未洒 男 平成2:年 月15日 喘息 発熱 平成2 年11月 18日 評価不能 非重篤

10歳未濶 男 平成 21年 月 16日 厭 発 熱 平成21年 ‖月17日 評価不能 非重篤 平成 21年 ‖月20日 回復

10歳未澤 女 平成 21年 :1月 :6日 けいれん 平成 21年 :1月 21日 評価不能 重篤

10歳未渭 女 平成 21年 11月 :6日
アレルギー性鼻炎、気管支喘思、季節性イ
ンフルエンザワクチン接種 発熱 (39℃ 以上 ) 平成 21年 ‖月16日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 17日 回復

女 平成 21年 ‖月 16日
墨 健 狭 思 :電[青 祗 lIほ 皿 洒 医 、官 租 砂 但
後 発 熱 平成21年 11月 17日 評価不能 重篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成21年 11月 16日
気管支喘息 かぜ症状 平成21年 同月16日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

男 平成21年‖月16日
基礎疾思としてCharcO● Ma“ e―Tooth層 の疑
′ヽ。過去のワクチン接種後に副反応。 アナフィラキシーショック 平成2:年 11月 16日 関連有り 重篤

女 平成 21年 ‖月 16日
リン糸でじんましん lE気 平成21年‖月16日 評価不能 平成21年 11月 17日 回復

女 平成 21年 月16日
熙 発赤腫脹 平成21年 11月 18日 関連有り

女 平成21年 11月 :6日 季節性インフルエンザワクチン播種 上肢脱力感、微熱、ふらつき 平成 21年 :1月 16日 関連有り 非重篤

女 平成2:年‖月:6日 喘息、季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成21年 11月 17日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月18日 軽快

920 女 平成21年 月 16日 季節性インフルエンサワクチン横種 発熱 平成21年 ‖月18日 評価不能 重篤 平成21年 ‖月24日 回復

男 平成21年 ‖月16日
曖性腎不全 (透桁甲

'、

季節Iインフルエン
チワクチン接種 皮疹 平成2:年 ‖月17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 :8日 軽快

男 平成21年‖月16日
晨性腎不全で透桁甲。季節性インフルエン

チワクチン接種 嘔吐、1日気 平成21年 11月 16日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 20日 未回復

女 平成21年 ‖月16日
関師リウマチ

皮疹、皮膚の知覚異常 平成21年 11月 :8日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月24日 未回復

女 平成21年 11月 16日
配矢口症にて、誤畷性師炎を反惧しており絶

食中である じんましん 平成21年‖月17日 関連有り 重篤 平成21年 ‖月19日 回復



輸
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男 平成21年‖月:6日
床 い 殖 りヽ、円 四 、稲 豚 病 ′ヽ、局 皿 比 狂

めまい 平成21年 ‖月17日 評価不能 非重篤 平成2:年 ‖月17日 軽快

男 平成21年 ‖月16日 暉笹 II炎 、日漬 編 に 捷 疾 思 , その他の神経障害 平成21年 1:月 18日 関連有り 非重篤 未回復

男 平成21年 11月 16日 晨性腎不全で、血液透析施行中 ιんましん以外の全身の発疹 平成2:年‖月18日 関連有り 非重篤 平成21年‖月25日 回復

男 平成21年 11月 :6日
11/4季節性インフルエンサワクチン接種、
11/:6新 型ワクチン機種 嘔吐、下痢 平成 21年 :1月 16日 評価不能 非重篤 平成 21年 ‖月16日 軽快

929 60 男 平成21年 1:月 6日 師気層 下痢 平成 21年 H月 16日 評価不能 非重篤

70 男 平成21年‖月 6日 5血圧 めまい 平成21年 ‖月17日 関連有り 非菫篤 平成2:年 ‖月24日 回復

70 女 平成21年‖月 6日 風菅更喘思で加療中 発熱(384℃ ) 平成21年 11月 :7日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 17日 未回復

70 平成21年 11月 6日 肛張型 lL■筋症 頭痛 平成21年 H月 16日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

女 平成2i年同月:6日
賃l■閉奉 1工 arp沃思 、岬 間」llLL肛

その他の通常ではみられない異常反応 平成 21年 11月 18日 評価不能 重篤 死 亡

女 平成21年 ‖月16日
季節性インフルエンザワクチン接種

突然死 平成21年 11月 18日 評価不能 重篤 平成21年 11月 18日 死 亡

935 80 男 平成2:年 11月 16日
季節性インフルエンザワクチン機種

発熱 平成21年 ‖月16日 評価不能 非重驚 平成21年 ‖月17日
復
快
回
軽

男 平成21年‖月16日
目II育不含、7Ll不倉、月1こ管出皿、季節性
インフルエンザワクチン接種 血圧低下、意識障害、呼吸困難 平成21年 ‖月17日 関連無し 重篤 平成21年 1:月 17日 死亡

男 平成21年 11月 16日
晏性心不全、季節性インフルエンザワクチン
崚種 両手指のしびれ 平成 21年 ‖月17日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月:7日 回復

男 平成21年 11月 16日 熙 死亡 関連無し 重篤 死 亡

女 平成21年 11月 16日
―週 間 副 季節 笹 インフルエンサ ワクチン残

嘔 間梗塞 平成2:年 H月 17日 評価不能 重篤

940 男 平成21年 1:月 16E 曼性気管支炎、大腸がん
死亡 平成21年 11月 19日 評価不能 重篤 平成21年 ‖月19日 死 亡

:0歳朱滞 女 平成21年■月17E 発熱 平成21年 11月 17日 関連有リ 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

10歳未浦 女 平成21年 月 R品、薬品でじんましんあり 発赤 平成2:年 ‖月20日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 17日 回復

10歳未濶 男 平成21年 月 ,pアレルギー :医師の承諾有り ナいれん 平成21年 ‖月17日 評価不能 重篤 平成 21年 ‖月 24日 回復

10歳未澤 男 平成21年 月 喘思 、卵 ア レル 千 ― 発赤、発熱 平成21年 11月 :8日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 20日 回復

10歳未洒 女 平成21年 11月 17日
アレルギー性鼻炎、喘思。iO/20発 熱、肺炎
こて加療。二週間以上、変化無し。 二んましん 平成21年 11月 18日 評価不能 未回復

10歳未濶 男 平成21年 11月 17日
弓在関連性てんかん、気管支喘息、だにア
′ルギー 二んましん 平成21年 ‖月:7日 平成21年 11月 17日 軽快

10歳未洒 女 平成21年 11月 17日 有
季節 性 インフルエンサ ワクチン援種

〕んましん 平成21年 ‖月:7日 関連有リ 非重篤 平成21年 ‖月:7日 回 復

10歳未洒 女 平成21年 11月 17日 熙 発熱、A型インフルエンザ(+) 平成21年 !1月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 21日

10歳未潤 女 平成2年‖月17日 Fり 頭痛 平成21年 :1月 17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

!0歳未満 女 平成21年 11月 17日
風菅更喘思あり、前日夜喘思が出て吸入を
′た じんましん 平成21年 11月 :7日 評価不能 非重篤

女 平成21年 11月 17日
五管支喘息 吸入スラロイド 吸入中キュ

'ヾ
―ル 風分不快 (アナフィラキシー様症状) 平成21年 11月 17日 関連有り 非重篤 平成21年 :1月 17日 回復

女 平成21年 11月 17日 有

思性リンパ性自血病、自質脳症、てんかん、
アスパラギナーゼによるアナフィラキシー既
産、季節性ワクチン化血・L36B

けいれん 平成21年 ‖月18日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月18日 回復

20 女 平成21年 11月 17日 熙 ショック(血圧低下) 平成21年 11月 17日 関連有り 重篤 平成 21年 ‖月17日 回復

20 女 平成21年 1:月 17日
熙 接種部位の腫脹と痒み、その他部位の発

赤、痒み
平成21年 :1月 19日 関連有り 重篤
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題
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憾 基礎疾患(持病)、 他の予防接種など 応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 眠帰日 転帰内容

女 平成2:年 月 7日 熙 防肉痛 平成2 年 月18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

女 平成 21年 11月 7日 季節性インフルエンザワクチン接種 隠疹 平成2 年 月17日 関連有り 非重篤

30 女 平成21年 月 7日 飛

"力

低下、しびれ感 平成2 年 月 17日 関連有り 非重篤

30 女 平成21年 月 7日 熙 下痢、頭痛 平成 2 年 月17日 評価不能 非重篤 平成 2 年 11月 24日 回復

40 女 平成 2:年 月 7日 熙 3んましん 平成 2 年 月 17日 関連有り 非重篤 平成2 年‖月17日 回復

40 男 平成21年 月 7日 薇 19℃以上の発熱 平成2 年 月19日 関連有り 非重篤 平成2 年11月 19日 回復

女 平成2:年 月 7日 終 うんましん 平成2 年 月17日 関連有 り 平成2 年‖月19日 軽快

40 女 平成21年 月 7日 全身倦怠感と喉頭痛 平成21年 月18日

女 平成21年 月 7日 晨性炎症性脱髄性多発根ニューロパシー アナフィラキシー 平成 21年 月17日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 17日 軽快

男 平成2:年 月 7日 黒管 更 喘 思 、穏 尿 病 、● 不 室 19℃以上の発熱 平成21年 月17日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月18日 回復

965 男 平成21年 月 7日 晨性腎不含 S、らつき 平成21年 月18日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 18日 回復

女 平成21年 月 7日 訪痛 平成21年 月17日 関連無し 非重篤 平成21年 11月 24日 未回復

女 平成21年 月 7日 季狐性インフルエンサワクチン接種 ιんましん 平成21年 月18日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 17日 回復

80 男 平成2:年 月 7日 無 死亡 平成 21年 月19日 関連無し 重篤 平成21年 11月 19日 死亡

女 平成21年 月 7日 晨性心不全 急性呼吸不全と熱発 平成21年 月20日 関連有り 重篤 平成21年 11月 21日 未回復

男 平成21年 1:月 17日
うつ血性心不全、腎不全 季節性インフルエ

ンザワクチン接種 〕9℃以上の発熱 平成 21年 ‖月18日 評価不能 平成21年‖月20日 軽快

女 平成21年 :1月 17日

10/18転 倒し、恥骨骨折 10/19～ 2:38℃ の

発熱あり 10/31～ 11/337° C～ 35°C発熱あり
嚇 眺系)

39℃以上の発熱 平成21年 11月 17日 評価不能 非重篤 不明

女 平成21年 11月 17日

気菅更喘思、EE気官更炎に伴つ履笹呼吸
不全。慢性心不全、精尿病、発作性心房細

動、インスリン治療、アルツハイマー型認知

症

悩出血 平成21年 11月 17日 関連無し 菫篤 平成21年 11月 19日 不明

100 女 平成21年‖月17日 高熱 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年‖月24日 軽快

!0歳未満 男 平成 21年 月18日 季節性インフルエンザワクチン接種 熱性けいれん重積、急性1出症 平成2 年11月 i9日 評価不能 重篤

!0歳未満 男 平成21年 月18日 基礎疾患 :ネフローゼ、ステロイド役与中 アナフィラキシー 平成2 年 月18日 関連有り 非重篤 平成21年‖月:8日 回仁

:0歳未満 女 平成2:年 月18日 熱性けいれん 〕9℃以上の発熱 平成2 年 月18日 非重篤 平成21年‖月25日 回復

:0歳未満 女 平成21年 月18日 11月 2日  (1じ研 )FBO180 X 0 2ml弔 モ種 発熱 平成21年 月18日 評価不能 非重篤

:0歳未満 女 平成21年 11月 18日
2歳半頃までアレルギー:牛 ,し、ヨーグルト

以後卵、ゼリーなどアレルギー無し 急性じんましん 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 20日 軽快

10歳未澤 男 平成21年 月18日 李師 性 インフルエンサ ワクテン残種 血管迷走神経反射 平成21年 月18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 :8日 回復

男 平成21年 月18日 憮 IE気、全身倦怠感 平成21年 月18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 i9日 回復

女 平成21年 11月 18日 喘思 、コントロー ル は 艮 lf アナフィラキシー 平成21年 月18日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月18日 回復

男 平成21年 11月 13日 出性麻痺 嘔吐 (頻回) 平成21年 月19日 関連有り 非重篤 平成21年‖月24日 軽快

女 平成21年 月18日 気管支喘息にて加療中 IE吐 平成21年‖月18日 関連有り 非重篤 平成2:年 ‖月18日 軽快

男 平成21年 11月 18日
喘 思

〕9℃以上の発熱、肘を超える腫脹 平成21年 11月 19日
関連有り
評価不能

非重篤

女 平成21年 ‖月18日 朦 発疹 平成21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月18日 回復

男 平成 21年 11月 18日 熙 湿疹 平成21年 11月 18日 関連有り 非菫篤

30 女 平成21年 11月 18日

アレルギー :アレグラ セフソン 基礎疾患 :

喘息治療中 H2:7～ 6月メニエールにて治
療、入院、加療中

ιんましん 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 不明
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基礎疾患 (持病)、 他の予防接種など 目1反応の内容 副反応発生日 因果関係 重篤度 転帰日 転帰内容

40 女 平成2:年 11月 18日
全身性エリテマトーデスにて当院治療中 ア
′ルギー歴なし 発熱 (39℃ ) 平成21年‖月18日 評価不能 非重篤

女 平成21年‖月18日
,pにじんましん

ιんましん、下痢、腹痛 平成 21年 11月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月2:日 軽 快

男 平成21年 ‖月18日
階尿 病 、局 皿 l■ 、

死亡 平成 21年 ::月 20日 関連無し 重篤 平成21年 11月 20日 死亡

女 平成2:年 ::月
'8日

服 躇熱 平成21年 11月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 ::月 21日 回復

男 平成21年 ‖月18日
′レル千~:育凩 間Illll■JIE:/,フ ート~||

2回服用中 平成2:年 :1月 21日 関連有り 非重篤 平成2:年‖月24日 軽快

女 平成21年 ‖月18日 敵熱、倦怠感 平成21年 1:月 19日 非重篤 平成21年 11月 23日 回復

女 平成 2:年 11月 18日 廣性 腎不全にて透 析中 悪心、疼痛 平成2:年‖月19日 非重篤 平成2:年 11月 19日 回復

男 平成21年 ‖月18日
哄人 :酬肥 日 llll洒 、同 程 官 髄 移 植 僕 EE
3VHD 発熱 、肺炎 平成21年 11月 18日 評価不能 非重篤

男 平成21年 月 8日 熙 腹部、臀部あたりにじんましん 平成2 年 1月 8日 関連有リ 非重篤 平成 21年 月:9日 軽 快

男 平成21年 月 8日 熙 発 熱 平成2 年 1月 9日 関連有り 重篤 平成21年 月24日 回復

女 平成21年 月 8日 腱性 腎不 含 にて透 析 中 嘔吐 平成2 年 1月 8日 非重篤 平成21年 月18日 回復

女 平成 21年 月 8日 発 熱 平成2 年 1月 9日 評価不能 非重篤 平成21年 月20日 回復

1000 女 平成 21年 月 8日 曜、食品でのじんましん 嘔気、気分不快 平成 2 年 :月 8日 評価不能 非重篤 平成 21年 月 18日 回復

男 平成21年 月 8日 瞑性腎不全 口内の不快感 平成 2 年 1月 :8日 評価不能 非重篤 平成21年 月18日 回復

1002 男 平成21年 月 8日 黒 血圧低下、呼吸停止 平成2 年 :月 22日 関連無し 重篤 平成2:年 月22日 死 亡

1003 女 平成21年 1:月 18日
曇礎疾患 :狭0症。季節性インフルエンサワ
ンチン接種 動機 平成21年‖月18日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 19日 回復

1004 男 平成21年 月 3日 熙 不整脈 平成2 年 1月 18日 関連無し 非重篤

:005 女 平成21年 月 8日 熙 気分不良、発汗、熱感 平成2 年 :月 18日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 18日 回復

1006 女 平成21年 月 8日 湿疹発作 平成 年 1月 18日

男 平成 21年 月 8日 蜃健 疾 患 :稲尿 病 、慢 性 発熱 平 成 年 1月 20日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 22日 軽快

1008 80 男 平成 2:年 月 8日 磯尿病 悩血管障害 平成21年 1月 20日 評価不能 重篤 死 亡

'009
女 平成 21年 月 8日 熙 悩内 出血 平成21年 1月 :8日 関連無し 重篤 平成21年 :1月 18日 死亡

男 平成 21年 月 8日 堅健 狭 思 :狭 lじ短 発熱 平成21年 1月 21日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 22日 軽快

女 平成 21年 月 8日 過換気症候群、けいれん 平成2:年 :月 18日 評価不能 重篤 平成 2:年 1:月 22日 軽快

90 男 平成 2:年 月 8日 脳出血後遺症 嘔 吐 平成 2:年 1月 18日 評価不能 重篤 平成 21年 11月 :9日 死 亡

:0歳未満 男 平成21年 月 9日 =後
6ヶ月で両大血管右里起始症で手術 発熟 平成2:年 1月 20日 評価不能 非重篤

10歳未満 男 平成2:年 11月 19日
熙

全身性発赤疹 平成21年 :1月 :9日
関連有り
評価不能

非重篤 平成21年 11月 20日 回 復

:0歳未満 女 平成21年 11月 19日
無

じんましん 平成21年 11月 20日
関連有り
評価不能

非重篤 平成 21年 ‖月 2:日 回復

:0歳未満 女 平成21年 ‖月19日 B性リンバ性 日血病 けいれん 平成21年 11月 :9日 評価不能 重篤 平成2:年 11月 20日 軽快

10歳未満 女 平成21年 ::月 19日
風菅更喘思、季師性インフルエンサワクチン

妻種 血管神経迷走反射、アナフィラキシー 平成2:年 H月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月20日 回復

:0歳未満 女 平成2:年 11月 :9日
熙し:喘思あるが落ち着いている

アナフィラキシーショック 平成21年 1:月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

10歳未満 男 平成21年 月 9日 発熟 平成2:年 1月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 軽快

1020 :0歳未満 男 平成 21年 月 9日 鼠管支喘思 39℃の発熱 平成21年 :月 21日 関連有り 非重篤

女 平成 21年 月 9日 肝移植 アナフィラキシー 平成21年 1月 19日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 19日 軽快

i022 男 平成21年 月 9日 黒管支喘思 頭痛、顔面紅潮、鼻汁 平成21年 :月 20日 関連有リ 非重篤 平成21年‖月21日 回復

女 平成21年 月 9日 ,口自アレルギー じんましん 平成21年 1月 :9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

1024 女 平成21年 月:9日 季節性インフルエンザワクチン接種 本熱感、発熱 平成21年 1月 20日 関連有リ 非重篤
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1025 女 平成 21年 1:月 19日 その他通常では見られない異常反応 平成 21年 11月 19日 評価不能 非重篤 平成21年‖月21日 回復

:026 女 平成21年 11月 19日 熙 嘔気、目がチカチカする感じ 平成21年 11月 19日 非重篤 回復

女 平成 21年 11月 :9日 熙 下痢 、嘔吐 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成 21年 11月 24日 回復

女 平成2:年 11月 19日
調師リウマテ、小字生時税子丼貫べてじん憲
ん́あり 血管迷走神経反射 平成21年 11月 19日 関連有り 重篤 平成21年 11月 21日 回復

:029 女 平成21年 ‖月:9日
Pし風朴罠味

息苦しさ、発汗、ふるえ 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 19日 回復

:030 女 平成21年 11月 19日

曇礎疾患:員宮更喘思 李即l■インフルエン

チワクチン接種 アレルギー反応ッ クヾトラミ
ン、ホスミレン、クラビット、アレルオフ、′くキ
ンフレ

しびれ 平成21年 ‖月19日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 19日 回復

1031 男 平成21年 1:月 19日 熙 その他通常では見られない異常反応 平成21年 11月 20日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 21日 回復

:032 女 平成21年 11月 19日
五管支喘思、季節性インフルエンサワクチン

虔種 その他通常では見られない異常反応 平成21年 11月 19日 関連有り 非菫篤 平成2i年‖月21日 回復

1033 女 平成21年 11月 19日
大腸がん術後再発

巷怠感、意識障害 平成21年 11月 19日 関連有り 重篇 平成21年 11月 20日 回復

:034 男 平成21年 1:月 19日 熙 ンョックの疑 平成21年 11月 :9日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 10日 回復

:035 女 平成2:年‖月19日

Ⅱ型輌原病、呂皿 LL、 1日程番佐垣症 、冠剛

脈バイパス術後、脂質異常症 、慢性心不全 頂面紅潮、血圧上昇、全身倦怠感 平成21年 11月 19日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 軽快

1036 女 平成21年 11月 19日
風管支喘息

二んましん 平成21年 11月 21日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 21日 未回復

1037 女 平成21年 11月 19日
糖尿病、高血圧、脂質異常症、季節性インフ
ルエンザワクチン接種 蹟面紅潮、血圧上昇 平成21年 11月 i9日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 19日 回復

:038 70 女 平成21年 1 月i9日
康

邑性心不全 平成21年 11月 :9日 評価不能 重篤 平成21年 11月 19日 死亡

1039 女 平成2 年 1 月19日 アナフィラキシー 平成2 年11月 20日 関連有り 重篤 平成2 年 月21日 軽快

:040 男 平成2
`「

1 月19日 市がん 電亡 平成2 年 11月 19日 関連無し 重篤 平成2 年 1月 19日 死亡

1041 男 平成2 年 1 月19日 二ん肺病、慢性呼吸不全 厖亡 平成2 年‖月24日 評価不能 重篤 平成2 年 1月 25日 死亡

男 平成2 年 1 月19日 饉尿病、糖尿病性腎症 目血圧性脳症 平成 2 年11月 19日 非重篤 平成21年 1月 19日 軽快

1043 男 平成2 年 1 月19日 贈尿病 、精尿病性 腎症 自血圧性1日症 平成2 年 月19日 非重篤 平成21年 :月 19日 軽快

1044 男 平成2 年 1 月 19日 気管 更喘 思 の既 饉 副 呼吸機能の急性憎悪 平成 2 年 11月 19日 評価不能 重 篤 平成 21年 :月 19日 死 亡

1045 男 平成21年 1:月 19日
間質性肺炎、季節性インフルエンザワクチン

接種 呼吸不全(死亡) 平成21年 11月 20日 評価不能 重篤 平成21年 ‖月20日 死 亡

1046 :0歳未満 女 平成2 年 1 月 20日 無 けいれん 平成 2 年 月20日 評価不能 非重篤 平成21年‖月20日 回復

:0歳未満 女 平成2 年 1 月 20日 熙 微熱、感冒症状 平成2 年 月21日 評価不能 非重篤

10歳未満 女 平成2 年 1 月20日 二んましん 平成2 年 月22日 関連有り 平成 21年 11月 24日 未回復

:049 10歳未満 女 平成2 年 1 月20日 熙 19℃以上の高熱 平成2 年 月23日 評価不能 非重篤

1050 :0歳未満 男 平成21年 ‖月20日
喘息、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結

腱炎 三常の接種では見られない異常反応 平成2:年 ‖月20日 関連有り 非重篤 平成21年‖月20日 回復

:051 10歳未満 女 平成2 年 1 月20日 熙 うんましん 平成2 年 11月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月22日 回復

!0歳未満 男 平成2 年 1 月20日 熙 建熱、局所の腫れ熱感 平成2 年 11月 20日 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

女 平成2 年 1 月20日 五管支喘息 アナフィラキシー疑い 平成2 年 月20日 評価不能 菫篤 平成21年 ‖月20日 回復

女 平成 2 年 1 月 20日 有 り 尾熱 (388℃ )鼻 汁 平成 2 年 11月 24日

:055 女 平成21年 1 月20日 季節性インフルエンザワクチン接種 発熱 平成 2 年 月20日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 22日 回復

1056 男 平成21年 1 月 20日 無 嘔気、倦怠感 平成 2 年 月20日 関連有り 非重篤 平成2i年 ‖月20日 回復

1057 女 平成2:年 1 月20日 無 発熱 平成2 年 月20日 関連無し 非重篤 平成21年‖月24日 回復
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1058 女 平成21年 11月 20日 熙 じんましん 平成21年 1:月 20日 関連有り 非重篤 平成 21年 11月 23日 回復

男 平成 21年 11月 20日 照 目が回る 平成 21年 11月 2:日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日

女 平成 21年 11月 20日 嗜尿病 動機 平成21年‖月20日 関連有り 非重篤 平成2:年 ‖月20日 回復

1061 女 平成21年 11月 20日
呈性活動性C型肝炎(インターフェロン治療
中)、 糖尿病 (インシユリン治療中) 皮下出血、興奮 平成2:年‖月20日 評価不能 非重篤 平成2!年 11月 23日 回復

1062 男 平成21年 11月 20日 鳳 発熱 平成21年‖月20日 評価不能 重篤 平成21年 H月 24日 軽快

1063 男 平成21年 11月 20日 黒 心筋榎塞 平成21年‖月24日 関連無し 重篤

女 平成2:年 11月 20日
ilI育 4｀

=ヽ
途 研 甲 ′、1口出 皿 復 遍 証 l_より

主介助状態、心不全にて透析施行困難有り 死 亡 平成21年‖月24日 評価不能 重篤 平成21年 11月 24日 死 亡

:065 男 平成2i年 ‖月20日
曖性心不全帽悪により、‖/17まで入院加療

喀血、呼吸困難 平成21年 11月 20日 評価不能 重篤

1066 男 平成21年‖月20日
慢性腎屁病有り、7族・遊び仲間に水FE思
者あり 死亡 (就寝中突然死) 成21年 H月 22日 か23 評価不能 重篤 成21年 11月 22日か23 死亡

1067 男 平成21年‖月20日
甲覆ll■前後 :EE'L■ 4｀ =良 週かん双射燎治療後、甲状腺機能低下症 精尿病 死 亡 平成 21年 11月 23日 関連無し 重篤 平成21年 1:月 23日 死亡

女 平成2 年 月20日 薫 熟感 平成21年 月22日 評価不能 非重篤 平成21年 :1月 24日 軽快

:069 男 平成 2 年 月 20日 鵬床 涌 、霞 E育 不
=、
猥 lb症にてステント留 心肺停止 平成 21年 月22日 関連無し 重 篤 平成 21年 1:月 22日 死 亡

女 平成 年 月20日 既往 :喘息発作 (現在 はなし) 悪寒 平成21年 月20日 評価不能 非重篤 平成21年‖月20日 軽快

:071 男 平成 年 月20日 熙 落暦を伴う顔面の皮疹 平成21年 月22日 関連有り 非重篤

i072 男 平成2 年 月20日 発熱 平成 21年 月22日 評価不能 非重篤 平成21年 ‖月24日 不 明

男 平 成 年 月20日 栗剤アレルギー有り 発熱(385℃ ) 平成21年 月2:日 関連有り 非重篤 平成21年 1:月 22日 回復

1074 女 平成21年 1:月 20日
慢性 関師リウマチ、季節性インフルエンザワ

クチン接種 発 熱 平成21年 11月 20日 関連有り 非重篤 平成21年 il月 21日 回復

女 平成21年‖月20日
履Eつつ皿[心不=、 華節IIイ

ンフルエン
ザワクチン接種 全身の疼痛、気分不良 平成21年‖月21日 関連有り 非重篤 平成2:年 11月 22日 回復

:076 女 平成21年 11月 20日

FR性うつ血性心不全、高血圧、慢性骨髄性
白血病 (経過観察 )、 季節性インフルエンザ
ワクテン接種

死 亡 平成21年 ‖月24日 関連無し 重篤 死 亡

:077 :0歳未満 女 平成21年 11月 21日
季節性インフルエンサ ワクチン接種

嘔 吐 平成21年 ‖月2:日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

:0歳未満 男 平成2:年‖月21日
喘思

皮疹 平成2:年‖月21日 評価不能 非重篤 平成2:年 11月 25日 軽快

女 平成2:年 ll月 21日 有 腋 発熱 平成21年 11月 24日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 25日 軽快

1080 男 平成21年‖月21日 アトビー性反層炎 頭痛 平成2:年 同月2:日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 22日 回復

女 平成21年 11月 21日 発熱、喘息発作出現 平成21年 11月 21日

:032 女 平成21年 :1月 21日

鵬

血管迷走神経反射 平成2:年 :1月 21日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 21日 回復

10歳未満 女 平成21年‖月22日
気 官 叉 喘 思で孤 アレル 千―栗 内 JL、 季 E「性

インフルエンザワクチン接種:副反応無し じんましん 平成2:年 11月 22日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回復

1084 :0歳未満 男 平成2:年 1:月 24日
季節性インフリレエンザワクチン授種、アレル
ギー :9口、小麦で発疹 じんましん 平成2:年 ‖月25日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 25日 軽快
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1085 男 平成21年 11月 24日
製 糖 尿柄 でDll環中 、華 EF性インフルエンサ

ワクチン接種 回転性めまい 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

1086 女 平成21年 11月 24日
肝

嘔気、嘔吐、一過性発熱 平成21年 11月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 回住

女 平成21年 11月 24日
朦

倦怠感、発熟、嘔吐 平成21年‖月24日 関連有り 非重篤 平成21年 ‖月25日 軽快

男 平成21年‖月24日
熙

体幹発赤 平成21年 11月 24日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 24日 軽快

1089 70 女 平成21年 11月 24日 員性腎不全 嘔気、顔色不良 平成21年 11月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 回復

1090 :0蔵未満 女 平成21年 11月 25日 季節性インフルエンザワクチン接種
発 熱 平成21年 11月 25日 関連有リ 非重篤

男 平成21年 11月 25日
フアフリ病、花粉圧 全身掻痒感 平成21年 11月 25日 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

女 平成21年‖月25日
L7酸球増多症候群、好酸球性副鼻肥炎 喘息発作 平成21年 11月 25日 関連有り 重篤

1093 女 平成21年‖月25日
彊管幅あり

発熱 平成21年 11月 25日 評価不能 非重篤 平成21年 11月 26日 不明

1094 女 平成21年 11月 25日
かにアレルギー、 喘思 アナフィラキシー 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 回復

女 平成21年 1:月 25日
間質性肺炎、慢性腎不全呼吸不全、高血

圧、季節性インフルエンザワクチン接種 気管支喘息発作 平成21年 11月 25日 関連有り 非重篤 平成21年 11月 25日 回復

女 下痢 関連無し




